


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]








目次







十一月二十六日（金）




記者会見




十一月二十八日（日）




新生フォルトーゼ正規軍




十一月二十九日（月）




それぞれの思惑




十一月三十日（火）




攻略戦




十一月三十日（火）




火竜帝対火竜帝




十一月三十日（火）




転機

あとがき









記者会見　十一月二十六日（金）







　エルファリア派のリーダーはもちろんエルファリアだ。しかし複雑な情勢ゆえに、彼かの女じよが自ら直接国民に対して語る事はなかった。これまではパルドムシーハ卿きようが代わりに語ったり、文章や録画によるメッセージが精々だった。

　だがフォルトーゼで国を割った戦いをしようという時に、それをしないでいる訳にはいかない。自らの正当性を訴うつたえ、国民達たちの疑問に答えていかなければ、人の命が失われる戦いをする資格はないだろう。そこでエルファリアは演説とそれに付ふ随ずいする会見を行う事にしたのだった。

「―――国民の皆みな様さまが私に疑問を持たれるのも当然でありましょう。何な故ぜなら軍部は私を皇こう帝ていの座から引ひき摺ずり下ろすのに十分な証しよう拠こを作り上げてから仕し掛かけてきたのですから。そうした作り物の証拠を聞かされてきた国民の皆様が私に疑問を抱いだくのは至し極ごく自然な反応であり、私はむしろ今なお信じて下さっている多くの方々に感謝をするべきでしょう」

　エルファリアは今、エルファリア派の拠きよ点てんからネットワークを通じてフォルトーゼの国民全体に呼びかけていた。その姿は凛りんとして美しく、これまでと変わらない強い意志と深い愛情を感じさせる。多くの国民が望む皇帝の姿がそこにあった。

「しかしだからと言って、真実でない事を諾だく々だくと受け入れる訳には参りません。私が裁判に出られないのはそれが理由です。裁判が始まってしまえば、捏ねつ造ぞうされた証拠を基もとに私は有罪となるでしょう。その前に、裁判の公平性を取とり戻もどさねばなりません。偽にせの証拠を暴あばき、裁判所から軍部の影えい響きようを取り除き、その上で法ほう廷ていに立ちたく思います」

　それでも状じよう況きようは悪い。エルファリアが裁判から逃にげているのは紛まぎれもない事実。神聖フォルトーゼ銀河皇国は皇帝によって統治されているが、本来は皇帝でさえ法の支配は免まぬがれない。通常のそれよりも遥はるかに複雑だが、正式な手順によって出だされた裁判への出しゆつ廷てい命令は拒きよ否ひできないのだ。にもかかわらずエルファリアはそれを拒否し、あまつさえ軍の一部を動かして抵てい抗こうしている。これは重大な犯罪行こう為いであると糾きゆう弾だんされても仕方がない状態と言えるだろう。だがもしエルファリアの主張が正しいなら、そうしなければエルファリア自身とフォルトーゼは守れない。そのせいで国論は二分され、対立を続けている。これまでのエルファリアの執しつ政せいに対する信しん頼らいと、事件が起きた後の振ふる舞まいが試ためされている局面だった。

「先さき程ほど示した数々の証拠から明らかなように、軍部は生物兵器の使用を決め、しかもその罪を私に擦なすり付つけようとしました。今の軍部は国民を巻き込むような攻こう撃げきを平気で行うような者達によって支配されています。ですから私達の戦いは困難を極きわめるでしょう。皆様にも多くの負担を強しいる事になる筈はずです。しかしそうしなければフォルトーゼを守る事は出来ません。アライア陛下から数えて二千年以上もの長きに亘わたり、国民の皆様と手を取り合って守り抜ぬいて来たこのフォルトーゼを、そのような浅せん慮りよな者達に渡わたす訳には参りません！　断じて!!」

　世論は最初、裁判から逃げているエルファリアに批判的な声が多かった。これまでのエルファリアに対する信頼だけでは、やはり公金の横領とそれを隠いん蔽ぺいする為ための殺人という重大な疑ぎ惑わくは覆くつがえせなかったのだ。しかし最近は少しずつ世論の風向きが変わりつつある。それはエルファリア派と軍部の戦いぶりが、国民に広く知られ始めたせいだった。

　これまでエルファリア派は犠ぎ牲せい者しやを可能な限り出さないよう、細心の注意を払はらって戦ってきた。それに対して、軍部は力押おしが多かった。また未み遂すいに終わったものの、生物兵器の使用という暴挙に出ようとした。言葉と行動が一いつ致ちしているエルファリア派と、一致していない軍部。そうした双そう方ほうの戦いぶりの違ちがいが世論を動かした。現在は裁判に出ない事を批判する声はかつて程ほどではなく、世論はほぼ五分五分という情勢だった。

　そしてもう一つ、エルファリアの追い風になる事があった。それは急激に国民の注目を集めつつある、ある人物の存在だった。










　数十分に及およぶ演説が終わると、エルファリアは会見に臨のぞんだ。この会見は質疑応答形式で行われている。別の場所にいる記者達がネットワークを通じて質問を投げかけ、エルファリアがそれに答えていくのだ。

『フォルトーゼ・プラネットのゲイルズバーンと申します。陛下、先程の御ご説せつ明めいでは御ご病びよう気きと発表されていた期間は軟なん禁きん状態にあったと仰おつしやっていましたが、その正確な期間を御お教おしえ願えますでしょうか？』

「少しお待ち下さい。ええと、最初は春の聖せい霊れい祭さいの後だから………正確には―――」

　基本的には演説の内容の詳しよう細さいを確かく認にんする事と、演説を聞いて生じた疑問の解決が主な内容だった。演説の内容は長く複雑だった為に、記者達からの質問はかなりの数に及ぶ。エルファリアはそれに一つずつ丁てい寧ねいに答えていった。

『デイリー聖教のラウパーラです。陛下、陛下は現在皇室会議の決定によって皇権が停止されておられます。その陛下が軍を動かすという事は、軍の私物化、もっと言えば反乱に当たるのではありませんか？』

「私は捏造された証拠を基に決定された皇権停止自体が無効であるという立場です。もちろんこの立場が危あやうい事は理解しています。そこで証拠を詳細に検証すべく軍部に提出を求めていますが、彼かれらは今も提出を拒こばんでいます。これでは裁判で証拠を十分に検証するだけの時間が得られなかった場合に―――」

　もちろん批判の声も少なくない。軍部の―――正確にはヴァンダリオンの―――影響下にある報道機関は、声こわ高だかにエルファリアを批判する。また中立に近い報道機関も、結果的にエルファリアが違い法ほう状態、もしくはそれに近い状態になっている事を問題視していた。そうした声に対しても、エルファリアは真しん摯しに答えていった。逃げずに勝つまでやる、それがエルファリアのやり方だった。

　エルファリアを支持する報道機関と、不支持の報道機関では、やや不支持の報道機関が多くなっている。つまりほぼ真っ二つの世論とは若じやつ干かんのズレがある訳なのだが、これに関しては軍部の影響下にある報道機関が参加している為だ。むしろそれでなお少しの違いしかないという事から、エルファリア支持が大きく伸のびていると見る事が出来るだろう。

　そして記者達にはもう一つ、知りたい事があった。それは演説の内容から少し離はなれたものだったので、いきなり訊きく事は出来なかった。だからその質問が飛び出したのは、会見の後半。あえて質問の順番を遅おくらせた、大手の若手記者だった。

『エコノミック・マスティルのディーンソルドと申します。私はエルファリア陛下ではなく、ティアミリス殿でん下かにお尋たずねしたい事があるのですが』

「わらわに？」

　ティアは目を丸くする。一応会見に同席していたものの、ティアは自分に質問が回ってくるとは思っていなかった。状じよう況きよう的てきに質問は皇帝であるエルファリアに行くものと思い込んでいたのだ。面食らった彼女がどうしたものかと考えていると、隣となりに座すわっているエルファリアが先に答えてしまう。

「構いませんよ」

「母上!?」

「ティアも皇族の娘むすめ。責任を持って答える筈です」

　エルファリアはそう言うとティアの方を向き、ほんの一いつ瞬しゆんだけ片目を閉じる。その顔を見たティアは、エルファリアがこの状況を面おも白しろがっていて、そして好きに答えろと言っているのだろうと思った。そこでティアは覚かく悟ごを決め、大きく頷うなずいた。

「分かりました母上。………質問を聞こう。可能な限り答えたいと思う」

『ありがとうございます、皇帝陛下、皇女殿下』

　質問に先立ち、若手の記者は深々と頭を下げた。彼が所属する報道機関エコノミック・マスティルは、ティア達の故郷であるマスティル領で古くから新聞社を営んでいる。エルファリアを支持する報道機関の一つなので、ティアも別段妙みような質問は飛び出すまいとたかを括っていたのだが、それは大きな間ま違ちがいだった。

『それでは改めまして………皇女殿下、殿下がお連れになっている青い鎧よろいの騎き士し様は、一体どのようなお方なのでしょうか？』

「なっ―――」

　記者の思わぬ質問にティアは絶句する。それと同時に記者達が集まっている部屋の空気が一変した。この質問は会見の趣しゆ旨しを考えて後回しになっていたものの、誰だれもが気になっている事だったから。その為記者達の視線が一気にティアに集まった。

『アライア陛下の治世以降、慣習として青い鎧を身に着けた騎士はおりません。ですがあの騎士様の鎧は明らかに青』

「そっ、それはじゃなっ、あの鎧がわらわの戦せん艦かんの操縦装置の一部であるから、流れでそのまま着ておるだけで―――」

　ティアは焦あせっていた。彼女も会見が始まる前の時点で、国民と記者達がこの事に興味を持っている事は分かっていた。しかしそれが自分に対して質問される事は想定していなかった。内容的にエルファリアが答えるものだと思い込んでいたのだ。そこでティアは頭をフル回転させて必死に言葉を探し、あたふたとしながら答えていく。すると記者はティアの動どう揺ようを見て取り、更さらに攻せめ込んできた。

『そしてあの方の鎧には殿下の騎士である事を示す称しよう号ごうが刻まれています。ですからあの方は殿下が任じた正騎士であるという事までは分かっております』

「ウッ」

『つまりあの方は、二千年ぶりに皇家が認めた青い鎧の正騎士という事になるのです。だからこそ我々は知りたいのです。あの方は一体何者なのでしょうか？　そして殿下があの方を青い鎧の正騎士とした理由は!?』

　記者は前もって質問を熟じゆく慮りよしてきたので、動揺するティアとは対照的に流れるように言葉を紡つむぎ出す。それを口にする彼の瞳ひとみには、情熱を秘ひめた強い光が宿っている。是ぜ非ひこの答えは聞いて帰るぞという瞳だった。

「さっきも申したが、あの者が青い鎧を着たのは成り行きじゃ。それ以降そのまま装そう甲こう服ふくとして利用させておる」

『特別な意味はないと？』

「そうじゃ、あ、あくまで成り行きなのじゃっ！」

　ティアは細心の注意を払いながら記者の質問に答えていく。答え過ぎてはいけないし、答えなさ過ぎてもいけない。今はとても難しいタイミングなので、完全な事実を伝える訳にはいかなかった。

『では称号と騎士の位を与あたえた理由は？』

「命を助けて貰もらった恩返しじゃ。旅先で出会ったが故ゆえに適切な褒ほう美びがなかった。そしてあの者がフォルトーゼの表おもて舞ぶ台たいに立つような事はないじゃろうと思っておったから、少女じみた願望丸出しでああいう風に名付けてしまったのじゃ」

　このタイミングでティアが全すべての真実を話したとしても、エルファリアが苦くるし紛れにアライアの伝説を利用していると取る者が少なくないだろう。それを覆すには明確な証拠が必要になるが、残念ながらそれをすると証拠の持ち主の立場が悪くなる。またフォルトーゼの皇家の正当性を微び妙みように揺ゆるがす恐おそれもあった。全てを話すのは今ではない。現在は表面的な事実に留とどめる必要があった。

『やはり特別な意味はないと？』

「本当に、特別な意味などなかったのじゃ」

　ティアは全てを語った訳ではないが、それでも口にした事は全て真実だった。鎧を着せたのは完全な成り行き。正騎士の位と称号を与えた時も成り行きと願望が先行していて、問題の人物がフォルトーゼに来ないだろうという考えがそれを後あと押おしした。ティアが意図してやった訳ではない。ティアがやった後に、予想外の出来事が起こっただけなのだ。

『………仰りようはよく分かりました』

　ここで記者は退いた。そんな記者の様子にティアは胸を撫なで下おろす。ティアは頭を使って喋しやべるよりも身体からだを動かす方が得意なので、この時の何とか無事に苦境を乗り切れた、という安あん堵ど感かんはとても大きかった。だが、それは間違いだった。

『では最後の質問です。あの騎士様がお持ちの白銀の剣けん………しかもアライア陛下の紋もん章しようが刻まれたあの剣は、どのような経けい緯いで騎士様の手に渡ったのでしょうか？』

　実は彼が本当に聞いて帰りたい質問は、こちらの方だった。アライアの紋章が入った剣は、仮に最近作られたものであっても、一いつ介かいの騎士が簡単に使っていい代しろ物ものではない。特別な事情がある場合に限られるのだ。にもかかわらずそれを使っている騎士が存在している。つまり皇家は使用を許しているのだ。それは何故なのか―――ティアが安堵したところへの剛ごう速そつ球きゆうだった。

「ふ、ふにゅうっ!?」

　ティアの口から言葉とも呼吸ともつかない音が漏もれる。ティアはこの質問にはすぐに答えを用意する事が出来なかった。安堵して油断していたのと、嘘うそをつかずに表面的な事実だけを伝える事が難しかったからだ。アライア本人から貰ったという非常にシンプルな真実は、やはり今の時点では言う事が出来なかった。

「そそそ、それはじゃなぁっ、あー、えーとぉ………」

『それは？　どうかお答え下さい、皇女殿下！』

「………ノ、ノーコメントじゃ！　複雑な立場にいる男での、全てを語るのは難しい」

　散々迷った挙あげ句く、ティアが出した結論は沈ちん黙もくだった。この状況でティアが嘘をつかずにいるには、沈黙を守る以外になかった。










　最初の若手記者の質問を皮切りに、青い鎧の騎士に関する質問が相次いだ。ティアはそれに真摯に答えつつ、言えない部分は素す直なおに言えないと答えた。それでもしばらく質問が続いた事からすると、やはり国民の多くが青い鎧の騎士に興味を持っている事は疑いない様子だった。

『―――そうですね………でしたら今後は私達の事を「新生フォルトーゼ正規軍」と呼んで下さい。これなら「エルファリア派」よりは使い易やすいのではありませんか？』

　そしてそれが最高潮に達したのは、記者から『エルファリア派』という呼こ称しようが使い難にくいという指し摘てきが出た時だった。実は皇権停止中とはいえ皇帝に敬けい称しようを付けない『エルファリア派』という表現が不敬に当たるのではという声があったのだ。それに代わる表現としてエルファリアが新たに定めた呼称は『新生フォルトーゼ正規軍』。それはアライアの軍隊の名前であったから、記者達は大きくどよめいた。そしてネットワーク越ごしに会見を見守っていた国民達も、その一言で大きく沸わき立たった。

「あの女め狐ぎつねめ………相変わらず国民を扇せん動どうするのが上う手まい」

「情報戦においては、彼女の実力を認めない訳にはいかないようですな」

　それを逆に苦々しい思いで見つめていたのがヴァンダリオンとグラナードだった。二人も青い鎧の騎士が一定の強さを持つ事は認めているが、彼が青い鎧をまとっている事はプロパガンダだと考えている。つまりそこそこ強い騎士に青い鎧を着せ、戦果を実力以上に誇こ張ちようし、伝説を政治に利用していると解かい釈しやくしていたのだ。だからエルファリアが『新生フォルトーゼ正規軍』を名乗った事もその一いつ環かんだと考えている。彼女が必然でそう名付けたとは考えていないのだった。

「扇動されやすいバカ共が騒さわぎ出す前に、手を打った方が良さそうだな」

「白銀の姫ひめと青き騎士………我わが国くににおける情報戦の題材としては、最も影えい響きよう力りよくが大きいものですからな」

　長いフォルトーゼの歴史において、アライアの伝説はフォルトーゼをフォルトーゼに成さしめた転てん換かん点てんだと考えられている。それをエルファリアが利用しているとなれば、ぼやぼやしていると世論の風向きが大きく変わってしまう。だとしたらそうなる前に手を打つ必要がある。青い鎧の騎士は虚きよ像ぞうであると考えながらも、ヴァンダリオンとグラナードは少しも油断していなかった。

「だが作戦はあるか？」

「既すでに幾いくつか用意してございます」

「流石さすがだな、グラナード」

「予測の範はん囲い内ないです」

「俺おれがこう言う事まで予測通りか。ハハハッ」

　ヴァンダリオンは満足げに笑う。古くからの参さん謀ぼうは、現在の状況とヴァンダリオンの希望を汲くみ取り、既に行動を起こしていた。いつも通りの、期待以上の働きだった。

「その中で一番双方の被ひ害がいが大きいものを実行しろ」

「一番被害が小さいものではなく、大きいもの、ですか？」

　だが、最後の最後でヴァンダリオンはグラナードの予測を超こえた。グラナードは驚おどろきに目を見張り、ヴァンダリオンをじっと見つめる。するとヴァンダリオンは強い意志と自信に満みち溢あふれた表情で大きく頷いた。

「そうとも！　伝説においてアライアの軍隊が支持されたのは、双方の被害が小さかったからだ。同じ国の人間同士の戦いなのだからな。今回も同じだ」

「犠ぎ牲せいを多くする事が、エルファリアのプロパガンダを崩くずす武器なのですな」

　グラナードは納なつ得とくがいったという様子で頷いた。理性的なグラナードは、効率良く勝つ事を心こころ掛がける。だから今のヴァンダリオンのように損して得を取る、大だい胆たんな決断をしない傾けい向こうにあった。そしてだからこそ、グラナードはヴァンダリオンに付き従っている。そうした決断が出来るヴァンダリオンこそが真の王者。自分はその手助けをする参謀。ヴァンダリオンの意図を知ったグラナードは、それが自分の天命だと改めて感じていた。

「あの女狐に、伝説と現実の違いを存分に教えてやるがいい」

「分かりました、そのように致いたします」

　作戦が決まり、彼らは新たな戦いに向けて行動を開始した。彼らは自分達の勝利を微み塵じんも疑っていない。エルファリアがプロパガンダを駆く使しするなら、それごと踏ふみ潰つぶしてやるつもりだった。それは決して根こん拠きよのない自信ではない。彼らはここへ至るまでに長い時間をかけて入念な準備をし、大きな犠牲を払ってきたのだから。







新生フォルトーゼ正規軍　十一月二十八日（日）







　演説と会見の影響は予想よりずっと大きかった。その直後から各地で新生フォルトーゼ正規軍への志願者が急増していた。また、協力を伝えてくる者達も多くなっていた。これはエルファリアの分かり易い演説が共感を呼んだ事や、会見での真摯な態度が好感を得た結果だった。もちろん青い鎧の騎士に関する問題や、新生フォルトーゼ正規軍という名前そのものの影響もあるだろう。それでも命をかける以上は、納得がいく指導者である事が前提となる。その事からすると、エルファリアとティアはきちんと皇族らしさを示す事が出来たと言えるだろう。

「………こんなに沢たく山さんの人間が、母上とわらわの為に………」

　拠点の前に出来上がった志願者の列を見て、ティアはその瞳を潤うるませていた。志願者達は登録が済んだ順に拠点の中へ入って来ているが、拠点に入る人間より新たに列に加わる人間の数の方が多く、列は伸びる一方。まるでイベントの開かい催さいを待つ待機列のような状況になっていた。しかもこの現象はティア達がいる拠点だけで起こっている訳ではない。報告によればフォルトーゼ星系にある新生フォルトーゼ正規軍の拠点の多くで、同じような光景が展開されているという事だった。その事実に、ティアは圧あつ倒とうされていた。

「それは理由の半分だろうな」

　ティアの呟つぶやきに孝こう太た郎ろうが答える。ティアの呟きは誰かへ向けたものではなかったが、近くにいた孝太郎の耳には届いていた。孝太郎とティアは拠点の屋上から、一いつ緒しよに人々を眺ながめていた。

「半分？」

　ティアは不思議そうな顔をして真横にいる孝太郎の顔を見上げる。すると孝太郎の雰ふん囲い気きが普ふ段だんのそれとは少し違っている事に気が付いた。それは遠い昔に皇国と皇女を守り抜いた、伝説の騎士の顔だった。

「きっとみんな感じ取っているんだ。お前とエルが負ければフォルトーゼが酷ひどい状態になる、ってな。みんなこの国を………今の生活や家族を、守りたいんだよ」

　皇帝と皇女を信じたからこそ、見えてくるものがある。正当でない手段でフォルトーゼを乗っ取ろうとしている勢力がいる。仮に乗っ取りに成功したとして、正当でない手段でフォルトーゼを支配した者が、国民の為の政治をやるとは思えない。彼らは正当でない手段を幾つも用いて国民を制せい御ぎよし、利用しようとするだろう。ウィルス兵器を使った罠わなでエルファリアを陥おとしいれようとしたように。だから人々は立ち上がり、エルファリアやティアと共に戦おうとする。敬愛する皇帝と皇女の為に、というだけではない。自分と家族、恋こい人びとの未来を守る為には、そうする事が必要なのだった。

「そなたがわらわと母上を―――ティアちゃんとエルちゃまを守ってくれるように？」

　ティアは小さく微笑ほほえむと、上うわ目め遣づかいに孝太郎を見上げる。ティアは知っている。孝太郎が二人を守る最大の理由は、皇女と皇帝だからではない。いつも笑え顔がおと言葉を交かわす相手だからだ。皇女や皇帝だからという理由は、あくまでそれに付随する要素に過ぎない。志願した兵達と同じく、生活や大切な人間を守る為なのだった。

「………言わせようとするなよ、そういう事をさ」

　孝太郎は苦く笑しようする。孝太郎が戦う理由は、ティアが言う通りだ。しかしそれを真正直に認めるのは辛つらい。その辺は孝太郎も十七歳さいの少年なのだ。

「こういう時だからこそじゃ」

「しかしなあ………」

「言え」
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「分かった分かった………お前は頑がん固こだなぁ」

　しかしティアが笑顔で要求を繰くり返かえすと、そこで孝太郎は折れた。そして小さく溜ため息いきをつくと、孝太郎はティアの質問に答えた。

「………お前が言う通りだ。志願してきた人達にも、それぞれ俺にとってのお前やエルにあたる人間がいる。それを守る為に、皇女と皇帝に勝って貰いたいのさ」

「素直でよろしい」

　孝太郎の答えに満足したティアは大きく頷く。そして再び視線を志願者の列へ向ける。誰もが自分が守りたいものの為にこの場に集つどった。そんな孝太郎の答えは、ティアにも正しいと感じられた。

「ここからは少しも気を抜けないぞ。彼らの期待は大きいんだからな」

　ティアとエルファリアが無様な姿を見せれば、国民達もよりベターな選せん択たくとして軍部による支配を受け入れるかもしれない。だからティア達はこの先ずっと、正しい皇族の姿を示し続ける必要があった。

「ふふふ」

「何で笑うんだ？　別に変な事は言ってないだろう」

　孝太郎は至し極ごく真ま面じ目めに話をしたつもりだったので、聞いていたティアが笑った事には少なからず不満があった。

「彼らの期待が大きいという事は………それはそのまま、そなたの期待も大きいという事になるからじゃ」

「………余計な事に気付くなよ」

　このティアの指摘には孝太郎もお手上げで、ムスッとした顔で口を噤つぐむしかなかった。するとティアはその逆に、スッと表情を引き締しめた。

「じゃが、気付いたからにはその期待に応こたえよう」

「大きく出たな」

「わらわにも国民やそなたと同じく、守りたいものがあるからのう」

　だがティアが真面目だったのはこの言葉を言い終わるまでだった。彼女はこの言葉を言い終わるや否いなや、孝太郎の腕うでを取った。そして笑顔でぎゅっと抱き締める。それは厳しい状況にある皇女が束つかの間ま垣かい間ま見みせた、ただの少女としての姿だった。










　ティアと一緒に拠点の様子を視察したいと言い出したのはエルファリアだった。もちろん孝太郎達たちは危ないから止やめろと反対したのだが、エルファリアはなおも視察すると強弁した。志願兵達は反乱分子とされてしまう危険を覚悟の上でやってきてくれたのだから、それを直接労ねぎらうのは当然の事だ。自分だけが安全な場所に隠かくれていては国民はついて来ない―――そんなエルファリアの主張は筋が通っており、孝太郎達は渋しぶ々しぶその要求を呑のまざるを得なかった。

「………レイオス様は―――」

「母上、今はその名前はまずいです」

「おっとっと、コータロー様は心配し過ぎですよ。私とティアが何ど処この拠点を視察するのかは、ヴァンダリオン達にも分からない筈です」

　要求を呑んだ孝太郎達だったが、エルファリアを野放しには出来ない。彼女とティアが視察する拠点は多くの候補の中から慎しん重ちように選んだ。それだけでなく、孝太郎達は多くの人員を使ってエルファリアとティアを守っている。警護は本来、拠点の司令やパルドムシーハ卿の仕事であるが、霊れい子し力りよくや魔ま法ほうの介かい在ざいが疑われる為、その技術を持つ孝太郎達が主導していた。

　ティアとエルファリアの近くにいるのは孝太郎と晴はる海みの二人。そして残りの六畳間の少女達とパルドムシーハやウェンラインカーの兵士達が周囲を固めている。またキリハが全体の指揮を執とり、早さ苗なえとルース、クランが早期警けい戒かいにあたっているので、その守りは強固だ。そうした事情を鑑かんがみて、エルファリアは滅めつ多たな事は起こらないだろうと楽観していた。

「ヴァンダリオンと直接関係なくても、皇家を嫌きらってる連中はいるだろう」

「あら、コータロー様は守って下さらないんですか？」

「守るに決まってるだろう！」

「だったら問題ありませんね」

「そういう話じゃない！」

「里さと見み君、そろそろ諦あきらめましょう。もう来ちゃってるんですから」

　晴海はもう諦めていた。エルファリアとティアは一度決めたら梃て子こでも動かないタイプなので、文句を言うより諦めて守った方が効率がいいというのが晴海の考えだった。

「そうじゃぞ。わらわと母上は視察する。そなたは守る。それで良いのじゃ」

「そうそう、それで良いのです」

「………こっちの苦労も知らんでもう………」

　幾ら鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ態勢を敷しいていても、自分達にとって特別に大切な人達が危険に晒さらされているのは事実だ。孝太郎はここしばらくの間、落ち着かない時間を過ごしていた。

『おおおぉっ』

　孝太郎が嘆なげいた直後、一行は拠点の建物を出て敷しき地ちに出た。するとそこで戦いの準備をしていた兵達がその姿に気付き、どよめいた。

『皇帝陛下だ！』

『わざわざいらっしゃったのか！』

『皇女殿下までおられるぞ！』

　エルファリア一行の姿を見付けた兵士達は、口々に驚きと喜びの声を上げた。それは最初一部の兵士の反応だったのだが、すぐに敷地全体に伝でん播ぱ。あっという間に大きな興奮のうねりが兵士達を包つつみ込んでいった。やはりフォルトーゼにおいては、皇族の存在は士気への影響が大きい。それは恐らく、ネットワーク経由でこの映像を見る別の拠点の兵士達にも影響していくだろう。

『青い鎧の騎士がいる………』

『あれが噂うわさの………』

『新生フォルトーゼ正規軍って、やっぱりそういう事なのか？』

　そしてこの日は、いつも以上に兵士達を昂たかぶらせる事情が存在していた。兵士達は感じている。もしかしたら自分達は、新しい伝説を見る事になるのかもしれないと。










　エルファリアとティアが兵士達に近付いて言葉を交わし始めると、拠点の司令室には緊きん張ちようが走った。要人警護の観点から言うと、敵のスパイや邪よこしまな考えを持つ人間が居る場合、最初の接せつ触しよくからしばらくが一番危険な時間帯となる。警護側の人間の配置や周囲の確認が十分ではないからだった。

『………確たる証拠を示せずにいる私達に、よくぞ付いて来て下さいました』

『何を仰いますか、陛下。何かをやった証拠ならともかく、何もやっていない証拠など、どんな人間にも示せないでしょう。しかしそれでも我々は、陛下のこれまでの長き歩みを知っております故』

『母上、わらわと母上は良き民たみに恵めぐまれました』

『その通りです。皆みなには感謝しております』

『勿もつ体たいないお言葉です、殿下、陛下！』

　幸いな事にエルファリアとティアの視察は何事もなく進んでいた。二人は兵士達の働きぶりや訓練の様子等などをその目で見て、必要に応じて彼らと言葉を交わしている。やり取りは終始和なごやかで、彼女らは身の危険よりも、兵士達の強い忠誠心を感じているような状況だった。

『………んー、ティア達の近くには悪い事考えてる人はいないっぽいよ』

『ぽいホー！』

「無人機のスキャンによると、周囲には殺傷兵器の反応はありません。全て訓練用の装備で、殿下と陛下の歪わい曲きよく場ばを貫つらぬけるようなものは存在していません」

『霊子力兵器の反応もないようだホー』

「クラン殿どのの方はどうだろうか？」

『周辺の空域に艦かん船せんの反応はなし。奇き襲しゆうの心配はなさそうですわ』

　エルファリアとティアの安全は、キリハが指揮する警護チームによって守られていた。早苗は拠点の屋上に立って悪意の霊波を出している人間が居ないかを探さぐっている。ルースは指令室から無人機を操あやつり、危険な行動をする人間や、危険な物がないかを調べている。埴はに輪わ達たちは早苗の手伝いと並行して、霊子力兵器の反応を調べている。そしてクランは自身の小型宇宙船『揺ゆり籠かご』を上空に配置し、敵の艦船の接近を警戒していた。

「護衛班、そちらはどうだ？」

『不ふ審しん者しやを三人確保。でもどれも取り越こし苦ぐ労ろうだったわ』

『三人ともゆりかが慌あわてて捕つかまえた連中よ』

『ゆりかちゃん、次からはもうちょっと落ち着いてやりましょ？』

『でもでもぉ、ポケットごそごそしてて怪あやしかったんですよぅ』

　ナナと真ま希き、静しず香かとゆりかの四人は、数人ずつ兵士を引き連れて周辺の警備に当たっている。実は爆ばく発はつ物ぶつの設置など、早苗には感知し辛い攻撃が幾つか存在している。それを防ぐのが四人の仕事だった。

「ふむ………孝太郎、そちらは？」

『異常なしだ。認めたくないが、エルもティアも本物だ。大した人気だよ』

『流石さすがは皇こう帝てい陛下と皇女殿下、という感じです』

　孝太郎と晴海はエルファリアとティアの間近にいて、二人を守っている。孝太郎と晴海がいわゆる最終防衛ラインで、反応の速さと柔じゆう軟なん性せいで選ばれた配置だった。

「………どうやら取り越し苦労だったようだな………」

　一通り報告を受けたキリハは、大きく息を吐はきだしながら司令官用のシートの背もたれに身体を預けた。一番危険な時間帯は過ぎようとしていたし、警護チームからも異常は報告されていない。元々攻撃を受ける可能性は殆ほとんど無かったのだが、万が一があってはいけないのが要人の警護というもの。だからキリハは取り越し苦労という結末に落ち着きそうな事に満足していた。

「それにしても、おやかたさまは注目の的ですね。うふふふっ」

　ルースは無人機が送ってきた立体映像の中に孝太郎の姿を見付けると、実に楽しそうに笑う。今のところ、視察における唯ゆい一いつの異常は孝太郎が置かれている状じよう況きようだった。確かに兵士達の興味は視察に来たエルファリアとティアに向いている。敬愛する皇帝と皇女が来たのだから当然だろう。しかしひとしきり二人の様子を眺めた後は、兵士達の視線は孝太郎に移り、そこから動かなくなる。兵士達はエルファリアとティアと同じぐらい、孝太郎にも興味があるのだった。

「………気持ちは分かる。彼は青騎士を思わせる姿で、青騎士を思わせる活かつ躍やくをする騎士なのだからな………」

　ルースの傍そばで、父親のパルドムシーハ卿きようが小さな声で呟く。それはルースの耳にだけ届くように加減された声。だからルースも同じようにして返答した。

「………実際は思わせるどころではないのですけれども………」

「………それが明らかになったら、大変な騒ぎになるだろうな………」

　パルドムシーハ卿は肩かたを竦すくめる。彼は既にルースからこの問題についての事情を聞かされていた。もちろん最初は彼にも信じられなかった。だが数々の証しよう拠こがあったので信じざるを得なくなった。特にマスティル家と仲が悪いシュワイガ家のクランが、多くの証拠を提示した事が大きかった。これが仮に捏ねつ造ぞう証しよう拠こだったとしても、クランがそうする事に全くメリットがない。また孝太郎本人とティア達たちが公表を望んでいない事もその信しん憑ぴよう性せいを強めていた。そして何よりパルドムシーハ卿は人の親であるから、やはり娘の言葉を信じる事にしたのだった。

「………残念ですが、当面は公表する予定はありません………」

「………たとえ真実であっても、このタイミングでは難しいか………」

「………しかし、おやかたさまをおやかたさまとして、お父様に御ご紹しよう介かい出来たのはとても嬉うれしいです………」

　パルドムシーハ卿は真実を公表できない事を残念に思っていた。しかしルースとしては父親に伝えられれば満足だった。自分が好きになった男性の真実を、きちんと父親に伝える事はとても大事な事だと思うからだ。

「………今後はそういう事実を伝える時は、もっとソフトに頼たのむ。あの時は本当に心臓が止まるかと思ったぞ………」

「ふふふ、気を付けます」

　再び笑った時から、ルースの声の調子は普段のものに戻もどった。それは密談はここで終わるという合図だ。パルドムシーハ卿もそれに倣ならい、ルースに笑いかけた。

「しかしまあ、お前が彼を好きになった理由ははっきりと分かったよ」

「お父様っ!?　そ、そうではなくてっ、好きになった後に分かったんですよっ!!」

　ルースは地球で過ごすうち、不器用だが真まっ直すぐに生きる孝太郎を好きになった。彼が青騎士だと発覚したのはその後の事なので、気持ちを強める事はあっても、それで好きになった訳ではない。そこは彼かの女じよにとって重要な部分だった。

「どっちが先でも後でも同じだろう」

　騎士の中の騎士だから青騎士なのか、青騎士だから騎士の中の騎士なのか―――パルドムシーハ卿の中ではその辺りは大した違ちがいはなかった。

「女の子にとっては、同じじゃありませんっ！」

「そんな事よりもルース」

　パルドムシーハ卿はその両の瞳を強く輝かがやかせ、ルースの両りよう肩かたをがっしりと掴つかむ。

「そんな事じゃありませんっ！」

「仮に公表しないのだとしても、パルドムシーハ家にかの血脈を受うけ継つぐのは大変意味がある事だ！　父親としても騎士としても申し分のない相手だと思うので、是非その調子で頑がん張ばりなさい！」

　パルドムシーハ卿は娘の恋れん愛あいに口を挟はさんだりせず、応おう援えんするつもりでいた。むしろ上手くいってくれた方が、彼かれとしても好都合だった。

「お父様はパルドムシーハの事しか考えてらっしゃらないでしょう!?」

「いや、私はただ娘の幸せを思ってだな―――」

「その顔は絶対嘘ですっ!!　まったくっ!!」

　もしルースが青騎士と結ばれれば、仮に公表できなくてもパルドムシーハ家の格式は上がるし、事情を知っているマスティル家との関係は強化される。いい事ずくめなので、パルドムシーハ卿には反対する理由はどこにもなかった。

「お父様ったら、もうっ!!」

　父親の様子から考えを読み取ったルースは、完全にへそを曲げた。娘としては、父親にはちょっとばかり動揺して欲ほしかったのだ。そしてルースは当てつけのように無人機達に新たな命令を与え始めた。

「危険物のチェック。今度は範はん囲いを広げて実行。先さき程ほどの範囲は除外して―――」

　ルースはピアノを弾ひくかのような滑なめらかな手つきでコンピューターを操作し、無人機達に命令を与えていく。父親に腹を立ててはいても、仕事ぶりには影えい響きようしない。そこはやはり任せて安心のルースだった。

『みなさんっ、気を付けてくださぁい！』

　ルースが無人機達に命令を与え終えるかどうかというタイミングで、通信装置からゆりかの緊張した声が飛び出だしてきた。しかしこれまで三度も誤ご認にん確保をしているので、最初は誰もゆりかの声に反応しなかった。

『誰かが敷しき地ち内ないで魔法を使っていますぅ！』

「総員警戒、コードレッド！　攻こう撃げきがあるぞ！」

　だがゆりかの口から魔法という言葉が飛び出すと、全員が一いつ斉せいに動き始めた。普段は信用ならないゆりかだが、魔法の事を口にした時だけは信用出来る。仲間達にはそれがきちんと分かっているのだった。










　早苗が敵意を感じ取ったのは、ゆりかが魔法の存在を感じ取った少し後の事だ。これはヴァンダリオン側の考え方の影響だった。エルファリアとティアがどこの拠きよ点てんにいるのかが分からなかったので、ヴァンダリオンは様々な拠点に志願兵を装よそおったスパイを送り込んだ。その中の一人がエルファリアとティアを発見したと報告した事で、そのスパイに暗殺命令が下った。従ってスパイに敵意が生じたのはたった今であり、最初から敵意を持っていた訳ではなかったから、予期せず早苗の霊視をすり抜ぬけていたのだ。

『孝太郎っ、倉庫の二階から狙ねらってるよ！』

「あいつか！」

　孝太郎も早苗ほどではないが敵意を感じ取る事が出来る。おかげで早苗の短い言葉だけでスパイ―――暗殺者の姿を見付けだす事が出来た。問題の暗殺者はエルファリアとティアがいる場所から少し離はなれた場所にある倉庫、その二階ベランダ部分でライフルを構えている。そして孝太郎がその姿を発見した直後、暗殺者のライフルが火を噴ふいた。

　ドンッ

　ライフルの弾だん速そくは速い。あっという間に空を駆かけ、エルファリアに迫せまった。もちろんエルファリアも無防備ではない。個人用のバリアー発生装置を身に着けているので、銃じゆう弾だんの前には半はん透とう明めいの盾たてが立ち塞ふさがった。

　バンッ

「きゃあっ!?」

　銃弾はエルファリアのバリアーを一いち撃げきで打うち砕くだいた。幸いエルファリアが傷付くような事はなかったが、驚いた彼女は思わずその場に尻しり餅もちをつく。しかしこれはあり得ない出来事だった。

「どういう事じゃっ!?　練習用の武器しかない筈はずじゃろうっ!?」

　事前に調べた結果では、周囲にはバリアーを破れるような武器は存在していない。にもかかわらず銃弾は一撃でバリアーを破は壊かいした。訳が分からないティアは、エルファリアを守るように立つと、通信機の向こう側にいるルースに事情を訊たずねる。すると通信機からは焦あせっているルースの声が返ってきた。

『間ま違ちがいなく練習用の銃じゆうと銃弾です！　スキャン結果に間違いはありません！』

「なんじゃとっ!?　しかし現に母上の歪曲場が撃うち抜かれておるのじゃぞ!?』

　バンッ

「のわっ!?」

　今度はティアのバリアーだった。彼女は尻餅をつく事はなかったが、バリアーはエルファリアと同様に一撃で機能停止に追い込まれた。ルースの言葉とは裏腹に、銃弾の威い力りよくは明らかに練習用のそれではなかった。

『銃弾に魔法がかかっているんですぅ！』

『練習弾の威力を、実じつ弾だん並みに引き上げているのよ！』

　銃弾の謎なぞはゆりかと真希、二人の魔法少女が解いてくれた。実弾は厳しく管理されているが、威力が殆どない練習用の弾たまはそれ程ほどでもない。比ひ較かく的てき自由に持ち歩く事ができる。だから魔法で強化した練習弾ならば、簡単に警戒をすり抜ける。ゆりかや真希が魔ま力りよくを感知する恐おそれはあるが、銃弾は小さいので魔力を隠いん蔽ぺいするのはそう難しくない。実際ゆりかが銃弾の魔力を感じ取ったのは、使う直前にパッケージから取り出した時の事だった。加えて攻撃後に現場に残る証拠も実弾ではなく練習弾になるから、軍部の組織的な関かん与よを否定する事が出来る。暗殺の武器としては、これほど恐ろしいものはない。もし三発目と四発目の銃弾が発射されたなら、エルファリアとティアは間違いなく命を落とす事になるに違いないだろう。

「そうはさせないっ！」

　孝太郎は敵の姿を確かく認にんした直後、鎧よろいの力で空中に飛び上がった。そしてＧＯＬの肩に装備されたビーム砲ほうを連射して暗殺者を牽けん制せいしながら、腰こしから銀色に輝く剣―――シグナルティンを引ひき抜いた。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいっ、頼みます！」

「お願いっ、シグナルティン！」

　晴海が両手を孝太郎の剣に向けると、刀身が強い輝きに包まれる。次の瞬しゆん間かん、輝きは剣に収まり切れなくなり、間欠泉のように切っ先から先へと伸のびていく。それはまるで刀身がそのまま伸びていくかのようだった。

「うおおぉおぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎は手にした光の剣けんを思い切り振ふり下おろした。暗殺者と孝太郎の距きよ離りは百メートルを超えている。だが爆ばく発はつ的てきに放出されている剣の輝きはその距離をものともせず、暗殺者がいるベランダをバラバラに打ち砕いた。暗殺者はベランダの残ざん骸がいと共に落下し、動かなくなった。

「これで―――いや、まだだっ！　三人、いや、四人かっ!?」

　暗殺者を倒たおして安あん堵どしかけた孝太郎だったが、その直後に新たな四つの敵意が出現した事を感じた。四つの敵意は、エルファリアとティアを囲むように出現している。初手はライフルによる狙そ撃げきで防御を破りつつ陽動、本命はこちらの四人だったのだ。

「皇帝陛下っ、皇女殿でん下かっ、お覚かく悟ご！」

　四人の暗殺者がエルファリアとティアに拳けん銃じゆうを向けた。拳銃はやはり練習用の銃と銃弾であったが、その攻こう撃げき力りよくは実弾に匹ひつ敵てきする。バリアーを失っているエルファリアとティアにとっては十分過ぎる武器だろう。二人は絶体絶命の危機を迎むかえていた。

「嘆かわしい。暗殺などという卑ひ怯きような手を………それが誇ほこり高たかきフォルトーゼの軍人がやる事ですかっ!?」

　そんな二人の危機を救ったのは、線が細い華きや奢しやな体つきをした一人の少女だった。少女は多くの敵を前にしても怯ひるむ事無く、堂々と立っていた。その澄すんだ瞳ひとみは暗殺者達をじっと見み据すえ、銀色に輝く美しい髪かみが風になびいている。そして一ひと際きわ目を引くのが、少女の額で銀色に輝く、剣を模した紋もん章しようだった。その少女を目にした瞬間、多くの者達が息を呑んだ。それは四人の暗殺者も同じで、ほんの一いつ瞬しゆんだけその動きが止まった。

『来たれ大気の精せい霊れい、集つどいて舞まいて渦うずとなりて、我が敵を打ち払はらえっ！　暗雲貫き、轟とどろき咆ほえよ！　天てん空くう竜りゆうの咆ほう哮こうっ!!』

　少女の額に刻まれた紋章が強く輝くと、少女自身とエルファリア、ティアの三人を守るかのように空気が渦を巻き始めた。それはあっという間に巨きよ大だいな竜たつ巻まきとなり、まるで柱のように頭上へと立ち上っていく。そしてこの竜巻に巻き込まれた四人の暗殺者は、まるで風に舞う木の葉のように吹ふき飛とばされた。竜巻はその直後に消しよう滅めつしたが、吹き飛ばされた暗殺者達は地面に叩たたき付つけられ動きを止めた。逆に渦の中心に居た三人は全くの無傷。見事な逆転劇だった。

「しばらく休みなさい。そして元気と誇りを取とり戻したら、何をすれば自分の大切な人々の為ためになるのかを、落ち着いてよく考えなさい」

　銀ぎん髪ぱつの少女―――晴海はその年とし頃ごろの少女にしては不思議なくらい落ち着いた様子で、きっぱりとそう言い切った。その声の調子と表情は決して厳しくはないが、その裏には断固とした意志が存在していた。周囲を囲んでいる新生フォルトーゼ正規軍の兵士達は、そんな晴海から目を離す事が出来ない。不思議な技わざを持ち高貴で強い意志を感じさせる銀髪の少女が、青い鎧の騎き士しと共にいる。兵士達はそこに特別な意味を見み出いだしていたのだ。

「………大おお怪け我がをさせていないと良いんだけれど………」

　しかし当の晴海は兵士達の視線が自分へ向いている事に気付いていなかった。戦いが終わって銀色の輝きが失うせると、自分が倒した暗殺者の状態が心配で周囲の様子にまで気が回っていなかったのだ。そして彼女はまるで何事もなかったかのように、意識を失っている暗殺者達の手当てを始めたのだった。










　回収された暗殺者達の武器は、六畳間の少女達の手によって詳しよう細さいに調べられた。最初の狙撃に使われた大型のライフルと、四人の暗殺者が使っていた拳銃は、やはりどれも一いつ般ぱん的てきな訓練用の銃だった。ティアとエルファリアが視察に訪おとずれたこの拠点でも、訓練においてよく使われているものだ。特別だったのはやはり銃弾の方で、一般的な練習用の模も擬ぎ弾だんに対して、複数の魔法で強化が施ほどこされていた。銃弾の強度、空力特性、発射時の火薬の爆ばく発はつ力りよくなどが大おお幅はばに引き上げられており、実弾と変わらない威力を秘ひめていた。それでいて普ふ通つうに調べただけでは練習用の模擬弾でしかない。魔ま法ほう使つかいのゆりかや真希が調べない事には見付け出せないのだ。また銃弾を納めていたケースには魔力を隠蔽する魔法がかけられており、使用する直前までゆりか達にも見付けられないようになっている。全体としては非常に厄やつ介かいな暗殺用武器に仕上がっていた。
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「どうやらダークネスレインボゥの連中が本格的に動き出したみたいだな」

　問題の銃弾を会議室の机に戻すと、孝太郎は椅い子すの背もたれに寄りかかり、大きな溜め息をついた。フォルトーゼには体系化された魔法が存在していないので、魔法が込められた銃弾というだけで、ダークネスレインボゥが介在している証拠と言える。そしてそれはそのままエゥレクシスの会社、ＤＫＩを通じて魔法の道具が軍部に供給され始めたという事を意味している。厄介な状況になりつつあると考えて間違いなかった。

「我らにとっての救いは、魔法の道具が量産に向かないという点だろう。戦略レベルでは大きな影響はないだろう。今回のような事件を防ぎ切れれば、という事が大前提となるだろうが」

　キリハが指し摘てきするように、魔法の武器や道具は大量生産が出来ない。従って戦争という規模では活用しにくい技術だろう。その反面、特とく殊しゆな任務に従事する兵士に供給すれば任務の成功率が飛ひ躍やく的てきに向上する。今後心配されるのは、そうした特殊な任務や工作になってくるだろう。通常のやり方では防ぐ方法や発見する方法がなく、真希やゆりかだけではフォルトーゼ全域はカバーできない。

「早期に対処せねば、わらわ達の状況は悪くなる一方じゃろうな」

　時間が経たてば経つ程、魔法の道具は増える。戦いの天才であるティアは、ＤＫＩを放置すれば大変な事になると感じていた。昔から、少人数による特殊な任務が戦略を覆くつがえす事は少なくない。要人の暗殺や誘ゆう拐かい、重要な場所の制圧など、一発逆転の手段は数え切れなかった。

「ダークネスレインボゥと決着を付けなくてはいけないという事ですね」

　ゆりかは真しん剣けんな表情で呟く。その声はやはり真剣で、視線の先には問題の銃弾がある。魔法が他国で戦争の道具となっているのならば、ゆりかはそれを止めなければならない。それがレインボゥハートのアークウィザードの仕事だった。

「もしくはＤＫＩを軍部から切きり離すなり抱だき込むなり、工作をするべきです」

　出身がダークネスレインボゥであるおかげで、真希はゆりかよりも若じやつ干かん柔じゆう軟なんな発想を持っている。戦うばかりが能ではない。ＤＫＩと軍部の関係を悪くすれば、魔法の軍事利用は止まるのだ。

「戦う、切り崩くずす、そのどちらを実行するにしても、ＤＫＩの尻尾しつぽを掴まなくては動きようがありませんね」

「それまでは………そうですわね、各地で警戒のレベルを上げて、訓練用の武器はもちろん、使い道が分からない物や場ば違ちがいな物は、重要な場所には持ち込めないようにするぐらいしか手がありませんわね」

　魔法がかけられていれば、一見武器には見えないものも武器になる。ゆりかや真希がいる場合はともかく、そうでない場合は必要のない物は持ち込ませないぐらいしか対処方法がない。この状況を抜け出す為には、早さつ急きゆうにＤＫＩとの接触が必要だった。

「………そうなると、今後の方針が決まりますね」

　直前のルースとクランの言葉を吟ぎん味みしたエルファリアは、今後の行動方針を定めた。

「母上、どうするおつもりですか？」

「この惑わく星せい『アライア』を早急に掌しよう握あくして、宇宙へ上がります。この惑星以外にも手を伸ばさなくては、ＤＫＩの尻尾は掴めないでしょう」

　ＤＫＩはこの惑星『アライア』にも支店が存在しているものの、エルファリア達が必要としているものはそこにはないだろう。ＤＫＩ―――エゥレクシスはマスティル家のお膝ひざ元もとの惑星に重要な情報や人間を置くほど馬ば鹿かではないだろうからだ。そうなると他ほかの惑星に手を伸ばさなければならないので、宇宙港の確保と『アライア』を掌握する事が急務となるのだった。

　―――問題は、敵もその事は理解しているという事だろうが………。

　キリハの胸に一いち抹まつの不安が過よぎる。彼女もエルファリアの考えに賛成だった。しかし敵もエルファリアの考えは想定している筈。だからこそ切り札の魔法を投入してきたと考えるべきだろう。つまりこの先は激戦になる、という事なのだった。

　ビー

『陛下っ、すぐに作戦指令室へお越こし下さいっ！』

　そしてキリハの不安はすぐに現実のものになった。けたたましい呼び出し音と共に、拠点の司令官の焦った声が会議室に響ひびき渡わたった。

「何があったのです？」

『皇国軍が動き出しました！　狙いは宇宙港のようです！』

「私達をこの星に封ふうじ込めるつもりですね………分かりました、すぐに参ります！　レイオス様っ!!」

「分かってる、みんな行くぞ！」

　狙いが宇宙港であるなら、事態は一分一秒を争あらそう。孝太郎は仲間の少女達を促うながしつつ、椅子を蹴け倒たおすような勢いで席を立った。

「………あっ………」

　少女達も孝太郎と同じような調子で席を立ったのだが、一人だけそう出来なかった者がいた。その人物は立ち上がった直後に身体からだをふらつかせる。しかし近くの壁かべに手を伸ばして身体を支える事が出来たので、倒れてしまうような事はなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、桜庭先輩!?」

　倒れそうになったのは晴海だった。彼女は隣となりに座すわっていたので、孝太郎は慌てて手を差さし伸べる。しかし晴海は軽く壁を押おし返すようにして姿勢を立て直すと、孝太郎に笑いかけた。

「平気です。急に立ったから立たち眩くらみしただけです」

「そうでしたか」

　晴海の顔色は悪くない。笑顔も明るいし、足元はしっかりしている。そんな彼女の様子を見た孝太郎は、大丈夫そうだと判断して差し伸べた手を引っ込めた。

「先輩、急ぎましょう」

「はい！」

　晴海は孝太郎の手が引っ込んでしまった事がちょっぴり残念だった。彼女の胸の中には孝太郎と手を繋つなぎたいという願望があったから。しかし晴海はそういうタイミングではない事をちゃんと分かっている。だから彼女は自分の両足でしっかりと床を踏ふみ締めて、仲間達と一いつ緒しよに会議室を飛び出していった。










　孝太郎達が活動の範囲を広げる為には、ＤＫＩの存在を抜きにしても、いずれは宇宙へ上がる必要がある。そうなると重要になってくるのが宇宙港だ。瞬間移動を可能とする転送のゲートが実用化された現在のフォルトーゼであっても、それは変わらない。確かに人員や物資はゲートを使って送れるが、入国や検けん疫えき、通関の手続きは依い然ぜんとして必要だ。加えて転送ゲートには多少の誤差が存在しているので、大量の人員や物資を移送する時には十分な広さを確保しなければならない。また宇宙船を整備する場合にも着陸した方が簡単な作業は少なくない。そうした事情から、どうしても宇宙と地上を繋ぐ玄げん関かん口ぐちとなる場所が必要になってくる。技術としてはあまり必要でなくても、運用する時には必要になるのが宇宙港というものだ。特に軍事作戦などで大量の物資や人員、艦船の移動が必要であるから、宇宙港を奪うばわれる事は大きな痛手となる。だから軍部としては当然宇宙港の奪だつ取しゆが最優先となるのだった。

「孝太郎、恐らく先程の暗殺未み遂すいは宇宙港への攻撃の陽動でもある筈だ」

「二重に策が巡めぐらせてあったという事か」

「エルファリア陛下とティア殿の暗殺に成功すればそれでよし。失敗しても魔法の武器なら軍部の関与を立証出来ず、また殺意は無かったと言い張る事もできる。それでいて我らにとっては重大な問題であるから、陽動として機能する訳なのだ」

「魔法はフォルトーゼの科学で解明されていないから、いいようにされているな。早くＤＫＩを何とかしないとまずいぞ」

　孝太郎は司令室にある立体映像のモニターを睨にらみ付けながら、大きな溜ため息いきをつく。モニターに表示されているデータは刻々と変わり、多くの敵が宇宙港へ近付いている事を示していた。キリハが言う通りであるなら、ヴァンダリオン達は魔法の優位性をきちんと理解した上で攻撃を仕し掛かけてきている。激しい戦いになるのは明白だった。

「いや、今回に限ればそうでもない」

　だがキリハは何な故ぜか余よ裕ゆうたっぷりだった。孝太郎と同じデータを見ているにもかかわらず、その反応は百八十度逆。彼女は宇宙港の防衛に大きな自信を持っていた。

「どういう事だ？」

「子供は手に入れたおもちゃを使いたがる。それが凄すごいものであれば、尚なお更さらな」

　人心に通じたキリハには、ヴァンダリオン達がどういう作戦で攻撃してくるのかが分かっている。彼女はヴァンダリオン達が人間である以上、どうしても陥おちいりがちになる思考の落とし穴の存在に気付いているのだった。










　ヴァンダリオンが派は遣けんした宇宙港を奪取する為の部隊は、宇宙港と正対するように陸上兵力を展開させた。宇宙港は市街地に隣りん接せつしているので、宇宙や空からの対地攻撃は不可能。また宇宙港は自軍にとっても意味がある物なので、可能な限り損そん壊かいを避さけたいのが本音だった。そこで彼らは陸上兵力で占せん領りようという正せい攻こう法ほうを取ったという訳なのだ。

「信じられません………本当にキリハ様が指定したエリアに敵兵力が存在しています」

　無人機から送られてきた情報を見て、ルースは思わず息を呑んだ。実は無人機は敵の存在を報告してきていた。それは基地の裏側に当たる場所で、宇宙港を攻撃する皇国軍の本ほん陣じんからは大分離れている。それをピンポイントで言い当てたものだから、ルースはキリハの眼力に驚おどろかずにはいられなかった。

「正確な位置と規模は？」

「ここから北北西三キロの地点、この地図で言うとＢの四の南側。兵力は一個小隊、四十名が森の中を移動中です」

　ルースは言葉で報告しながら、同じ情報を立体映像の地図上に投とう影えいする。ＣＧで再現された地形図に敵を表す人型のマーカー四十個表示され、起き伏ふくがある地形に沿ってゆっくりと動いていた。

「ふむ、その位置と規模だと作戦はやはりパターンＡになるか………いや、今のところはまだ断言は早いか」

「しかしキリハ様、何故この場所に敵兵がいると？」

　キリハ自身は特に驚いた様子もなく、真剣な顔で何事かを考え続けている。しかしルースはそうもいかない。キリハが何故こうも簡単に敵を見付け出したのか、そこに大きな疑問があった。

「それは彼らが魔ま法ほうの武器を手にしたからだ」

「魔法の武器………でございますか？」

　だがキリハの答えはルースを更さらに混乱させた。ヴァンダリオン側が魔法の武器を手に入れたから、その位置が分かる、というのは論理の飛ひ躍やくのように思えたのだ。

「そうだ。強力な切り札を得たなら、使いたくなるのが普通だ。しかも現在は我らを『アライア』に封じ込めるギリギリのタイミング。使わない筈がないのだ」

「あっ………」

　この辺りでルースにもキリハの言葉の意味が分かってくる。するとキリハはルースに笑い掛かけながら、軽く頷うなずいた。

「だが魔法の武器は多くの数を揃そろえる事が出来ない。必然的に特殊部隊による奇き襲しゆう攻こう撃げき作戦を立案する。厳しい訓練を積んだ特殊部隊に魔法の武器を与あたえ最強の少数精せい鋭えいを作り、ここ―――宇宙港の中ちゆう枢すうを占せん拠きよする作戦だ」

「その場合はわたくし達に悟さとられないように徒歩による接近、武装は携けい行こう兵器、配置は本陣の反対側。使えるルートには限りがあって、幾いくつか間違いなく通る場所がある？」

「うむ。それが全すべてではないが、おおよそはその通りだ」

　厳密に言えば、キリハが考こう慮りよした情報は更に多い。敵が投入出来る兵数や味方が空間の歪曲を感知可能な範囲、宇宙港の防衛態勢などがそうだ。そうした多くの情報を組み合わせ、細かく考慮した上で、最も可能性が高いと思われる場所をルースに調べさせた、という訳なのだった。

「なんとまあ………」

　ようやくキリハの考えを理解したルースだったが、それはそれで驚いていた。相手の指揮官の心を読み、作戦を見切った。キリハは事も無げに言っているが、それが簡単な事でないのは明らかだろう。ルースはキリハの頭の良さに驚くやら呆あきれるやらで、言葉もなかった。

「………殿下、あのキリハという指揮官は一体何者ですか？　どこへ行けばあのような知ち恵え者しやが見付かるのです？」

　そんなルースの気持ちは、そのままパルドムシーハ卿の気持ちでもある。パルドムシーハ卿は多くの経験を積んだ優ゆう秀しゆうな騎士だが、これまでキリハ程に優秀な人材とは出会った事がない。実は今回の戦いも視察の時と同じ理由から孝太郎達たちが主導しており、パルドムシーハ卿はオブザーバー的な立場にいる。だがパルドムシーハ卿が口を出さねばならない局面は、ここまで全くと言っていいほど存在していなかった。

「わらわが知る限り、あやつは唯ゆい一いつ無む二に、本物の天才じゃ。孝太郎と同じ星の出身での、わらわとは敵対する組織の指揮官じゃった」

「敵だったのですかっ!?」

　パルドムシーハ卿が驚きに目を剥むく。弄いじっていた髭ひげを思わず数本抜いてしまったほど、その驚きは深い。

「ハハハハッ、その気持ちはわらわにもよく分かる」

　ティアは動どう揺ようするパルドムシーハ卿を見て大たい笑しようする。彼はいつも冷静な指揮官なので、ここまで動揺しているのは珍めずらしい事だった。しかしその反面、ティアは彼が動揺するのも無理はないと思っていた。

「当時のわらわはあやつに勝てると思っておった。今にして思えば愚おろかな事じゃが」

「失礼ながら………よく御ご無ぶ事じでしたね？」

「単にタイミングが良かっただけじゃ。あやつは事情があって手を抜いていた。もしあやつが手を抜かなければ、今いま頃ごろわらわはここにはおらんかったじゃろう」

　もしティアとキリハが一対一で直接戦えば、間違いなくティアの圧勝になる。だが本気になったキリハは、直接戦うような状況にはしないだろう。キリハが本気になった場合、ティアに一発も撃たせずに勝利するに違いなかった。

　キリハがそうしなかったのは、早々に勝利すると一部の味方―――地底人の中で地上侵しん略りやくを求めている人々―――の暴走を招く恐れがあったからだ。だから彼女は意図的にティア達との緩ゆるやかな対立構造を維い持じし続けた。そうやって稼かせいだ時間で、キリハは穏おん便びんに目的を達しようとしたのだ。キリハは別にティア達に気を遣つかっていた訳ではない。ティアが言っているように、単にタイミングの問題だったのだ。

「あやつが味方になって久しいが………恐らく、わらわはこれまであやつの真の実力を見ていない」

「そうなのですか？」

「小こ競ぜり合あいで味方を指揮するのを見た事はあるが、あやつの真の実力を発揮するには不十分な戦いじゃろうて」

「では、今日はそれが発揮されると？」

「うむ。ヴァンダリオンの軍に所属する者達は、嫌いやという程思い知らされる事になるじゃろう。クラノ＝キリハという人間の、真の実力を………」

　ティアは大おお真ま面じ目めな顔で、指揮を執とるキリハの背中を見つめる。これまでのキリハにはその類たぐい稀まれなる頭脳を全力で使う状況はなかった。だが大規模な軍隊同士の激げき突とつを指揮するならば、しかも戦力で劣おとっているなら、彼女は全力を発揮するに違いない。ティアはそれが頼もしくもあり、恐ろしくもあった。キリハが活躍するという事は敵兵、つまり国民に大きな被ひ害がいが出るという事だ。皇女としては手放しに喜べないのだった。










　ルースはキリハの指定した複数の場所に無人戦せん闘とう機きを飛ばした。そのうちの一機が敵の奇き襲しゆう部隊を発見したので、二体の埴はに輪わが現場へ急行。ルースの無人機と一緒になって奇襲部隊の情報を収集し始めた。

『アクティブ霊れい子し力りよくレーダーの反応があるホ。でも初歩的なものだホー！』

『こんなものでオイラ達を見付けられると思ったら大おお間ま違ちがいだホー！　霊波パターンのエミュレートを開始するホ！』

　ルースが使う無人機は情報収集が一番得意な作りになっている。そこに埴輪が収集する霊れい的てきな情報が加われば、隠おん密みつ行動中の特殊部隊であっても逃のがれる事はできない。彼らに関する情報は次々と司令室へ届けられた。しかし几き帳ちよう面めんなルースは、より多くの詳細な情報を得たいと考えていた。

「キリハ様、もう少し無人機を部隊に近付けませんか？」

「いや、もう少しだけ待って欲しい。味方がもう少し現場へ近付いてからだ」

　ルースの言い分も分かるのだが、キリハは慎しん重ちようだった。恐らく問題の特殊部隊に導入されている魔法は武器に集中している筈だ。だがもし一部が索さく敵てきにも利用されていたら、安易に接近すれば折せつ角かくの優位を失う事になる。更なる情報よりも、一方的に発見しているという状じよう況きようを守るべきだというのがキリハの考えだった。

『もうすぐ着くわ。あと二分ぐらいかしら』

　キリハの言葉に応えるようなタイミングで、通信装置からナナの声が飛び出してくる。実はキリハが言う味方というのはナナ達の事だった。

『この感じだと、アクティブな広域探知魔法は使っていないと思う。無人機と埴輪さん達が発見されている可能性は低い筈です』

『でもキリハさん、この先はどうするの？　私達で不意打ちでもする感じ？』

　通信機の向こう側には、ナナの他にも真希と静香がいる。三人は無人機と埴輪が苦手とする魔法分野をカバーすべく移動中だ。また三人は多数との戦いも得意なので、戦せん闘とうになっても安心の人選だった。

「先の事はちゃんと考えてある。まずはカラマ達に合流してくれ」

『了りよう解かいよ』

　短い返事を最後に、通信機から声が聞こえなくなる。通信方法はヴァンダリオン側に察知されにくい霊子力型だが、敵の近くで喋しやべりながら移動するのは賢かしこいとは言えない。再び通信機から声が聞こえてきたのは、ナナが言った通りきっちり二分後の事だった。

『配置に付いたわ。今は真希さんがディテクトマジックで魔力の反応を調査中』

　ナナ達は埴輪達と合流すると、物もの陰かげに身を隠かくして奇襲部隊の様子を窺うかがっていた。既すでに目で見て分かる距離まで接近しており、奇襲部隊と思おぼしき一団が茂しげみの向こう側にちらちらと見えていた。

『あの人達以外には、敵の気配はないわね。野生の動物は結構いるみたいだけど』

　静香の感覚だと敵意を持った存在は奇襲部隊だけだった。野生動物達は警けい戒かいはしているものの敵意は持っていない。おかげで敵意を持っている奇襲部隊だけが、森の中でよく目立っていた。

『………隠蔽されているけれど、休きゆう眠みん状態の魔法の反応があるわ。作動中の魔法はありません。多分、もう少し近付いても大丈夫だと思います』

　真希による調査の結果、奇襲部隊が魔法で周囲を調べている可能性は否定された。真希が感じ取ったのは、休眠状態にある小規模の魔法と、それを隠蔽する為の魔法の二種類。数はそれぞれ四十ずつだった。

「ふむ、一番シンプルな魔法の使い方か。その分危険だが………」

　キリハは腕うで組ぐみして考え込む。真希の報告からすると、やはり武器に魔法がかけられていると考えるのが妥だ当とうだった。先程の暗殺未遂の時には、訓練用の武器を魔法で本物並みの威力にしていた。今回は本物の武器に同じ魔法をかけて、威力を向上させているのだろう。そして魔力の利用をそこに絞しぼっているので、威力は大きく向上していると考えるべきだ。反応は弱くても、油断ならない危険な相手だった。

「では、今から言う通りに行動してくれ」

『了解。どうすればいいのかしら？』

「まずは―――」

　キリハの頭の中には既に幾つか作戦が存在している。その中から現状に合った作戦を選び出し、ナナ達に伝えていった。










　フォルトーゼ皇国軍は通常、皇こう帝ていと議会によってコントロールされている。だが現在、皇帝は皇権を停止され、議会はヴァンダリオンが掌握している。その為、フォルトーゼ皇国軍はヴァンダリオンの意のままに動く。もしその兵力全てを惑星『アライア』へ向ける事が出来れば、エルファリアが率いる新生フォルトーゼ正規軍―――ヴァンダリオンに言わせれば反乱軍―――は、あっという間に壊かい滅めつ状態になった事だろう。そうならなかったのは世論の影響だった。

　当初の世論はエルファリアに不利なものだった。やはり公金の横領と、それを隠蔽する為の殺人がなされたという疑ぎ惑わくは、国民を大きく動揺させていた。エルファリアが事実無根を訴うつたえようとも、簡単には疑惑を払ふつ拭しよく出来なかった。その為、世論はエルファリア支持と軍部支持で真っ二つに割れた。だが態度を決め兼かねている層は、やはり法による支配という近代的な国家の原則に従って裁判で決着を付けるべきではないかと考え、消極的に軍部の行動を支持する傾けい向こうがあった。おかげで全体としては軍部の主張が認められているような状況にあった。

　だがエルファリア派と軍部の対立が激化し、両者の争いが国民の目が届く場所で行われるようになると、次し第だいに世論の風向きが変わり始めた。エルファリア派は軍人、民間人を問わず国民の犠ぎ牲せいが出ないような戦いを心こころ掛がけていた。それに対して軍部は犠牲を問わない強ごう引いんな戦いぶりが目立った。その流れを決定付けたのは、軍部が生物兵器を利用してエルファリア派を陥おとしいれようとした事件だった。幸いこの事件は阻そ止しされたが、結果的に軍部は法を守らず国民や味方の兵士さえも犠牲にして目的を達するつもりなのだと知られるようになった。これによりエルファリアが裁判に出られない理由として口にしていた、証しよう拠こが捏ねつ造ぞうされているという言葉に真しん実じつ味みが出た。生物兵器で国民と味方の兵士を殺し、その罪をエルファリアに擦なすり付けようとする連中なら、裁判の証拠の捏造などお手の物だろうからだ。

　そしてエルファリア派にはもう一つ世論を動かす要素があった。それは孝太郎―――青い鎧の騎士の存在だった。フォルトーゼにおいて青い鎧の騎士には特別な意味がある。伝説に出てくる青い鎧の騎士は、映画のヒーローのように強く、優すぐれた知性を持ち、高い徳も備えていたという。それを思わせるような人物がエルファリアの味方をしている訳なので、国民は思わず想像してしまった。待ち望んだ伝説が、蘇よみがえろうとしているのではないかと。その事がエルファリアのイメージを変え、世論を動かす一助となったのだ。

　こうした複数の事情によって、エルファリアは大きく支持を伸ばした。態度を決め兼ねている層も、軍部の影えい響きよう下かにある裁判で本当にまともな判決が得られるのかどうかを憂ゆう慮りよするようになり、正しく中立にまで押し戻もどされた。結果として世論はエルファリアを支持する声が強くなり始めていた。

「………世論が動く前に宇宙港を攻こう撃げきしていれば、もっと話は簡単だったんだがな」

　宇宙港を制圧する為に派遣された皇国軍を率いる司令官は、大型の指揮用車両とテントを組み合わせた仮設の司令部の前に立って宇宙港を遠目に眺ながめながら、厳しい表情を覗のぞかせている。彼かれを悩なやませているのはエルファリア支持に傾かたむき始めた世論。それこそが皇国軍の泣き所になっていた。

　世論がエルファリア支持に傾きつつあるので、皇国軍はその大半の兵力を動かせなくなっている。理由は反乱が起こる事を恐れているからだ。現在のエルファリア派―――新生フォルトーゼ正規軍はフォルトーゼ星系全体で活発な抵てい抗こう活動を行っている。皇国軍からも離り反はん者しやが相次ぎ、その兵力は増加する一方。参加している騎き士し団だんの数が少ないので大おお掛がかりな反はん撃げきには出られないものの、彼らは国民の支持を受けているから抵抗活動が国民レベルの暴動に発展する可能性が高くなっている。暴動が起こると大変な事になるので、大半の兵力が治安の維持に回され、宇宙港への攻撃に回せる兵力が不足していた。もし一週間前であればもっと多くの兵力が投入出来、恐らくは周囲を囲んで降こう伏ふくを求めるだけで決着が付いただろう。今は兵力不足でそれが出来ず、宇宙港に集結した新生フォルトーゼ正規軍と正面から激突する展開が予想されている。それでも負けはしないだろうが、大きな損害が生じるのは間違いない。司令官が厳しい表情になるのは無理もないだろう。

「ガルバウダ卿きよう、心配せずとも狼おおかみの牙きば―――特殊部隊が何とかしてくれますよ」

「そう願いたいものだな」

　司令官はウォントール・ギウス・ガルバウダ卿。ガルバウダ家は比較的歴史が浅い正騎士の家系なのだが、代々職務への忠実さで頭角を現してきた。年ねん齢れいは世代交代が行われたばかりなので三十代前半と比較的若いものの、代々の気質は彼にも受うけ継つがれている。今回はその気質を買われて指揮官に抜ばつ擢てきされた。部隊ごと新生フォルトーゼ正規軍に寝ね返がえったという話も少なくないので、彼のような人材が必要なのだ。実態はともかく、法的にはまだ軍部が正しい訳なので、職務に忠実なガルバウダ卿が裏切る可能性は低かった。

「だがもし牙の連中の作戦が失敗したら、正規軍と全面戦争だ。勝とうが負けようが多大な犠牲を払はらう事になる」

「ガルバウダ卿………」

　ガルバウダ卿が損害を恐れるのは、この戦いが味方同士の戦いであり、しかもどうやら軍部の方に非があるらしい事が薄うす々うす分かっているからだ。それが分からないほどガルバウダ卿は愚かではないし、今は敵味方に分かれてはいても地元の人々を愛している。戦えば戦うだけ無意味な犠牲が増える状況は好ましくない。しかし法を破って新生フォルトーゼ正規軍に付くなら、それなりの根こん拠きよが必要だ。軍事組織が感情のままに動くのは極きわめて危険な事だ。それをきちんと分かっているからこそ、彼の抱かかえた苦く悩のうは深いのだった。

「牙の連中は元々強い上に、例の新兵器も使っているらしいじゃないですか？　きっと早いうちに決着が付きますよ」

「………ああ、そう信じる事にしよう。弱気が部下達に伝でん染せんしてもまずい」

　そんなガルバウダ卿に対して軍の上層部が指示したのは特殊部隊を使った奇襲攻撃。それも本隊を囮おとりに使うという非常に大だい胆たんな作戦だった。本隊を大々的に展開して敵を引き付け、新兵器で武装した特殊部隊を送り込んで電でん撃げき的てきに宇宙港の司令部を制圧する。これに成功すれば犠牲は最小限に抑おさえられるから、ガルバウダ卿は一も二もなくこの作戦に飛び付いた。上層部の都合と彼の都合は一いつ致ちしているので、拒こばむ理由はなかった。

　―――本当は正義は我にありと言えれば良かったのだが………我々が勝とうが負けようが、フォルトーゼは辛つらい道のりを歩む事になる………。

　ガルバウダ卿は再び宇宙港へ目を向ける。もし彼が作戦に成功すれば、軍部によってフォルトーゼはいいようにされてしまうだろう。失敗すればフォルトーゼは全土で戦闘状態に突とつ入にゆうする。果たしてどちらがフォルトーゼの為なのか。今の彼にはその辺りがよく分からなくなっていた。

「ガルバウダ卿！」

　丁度そんな時だった。宇宙港を眺めているガルバウダ卿とその副官のところに、通信担当の兵士が駆かけ寄よってきた。ガルバウダ卿は軽く頭を振って悩みを追い出すと、兵士に向き直った。

「どうした？」

「狼の牙隊から連れん絡らくが入りました！　無事に突入ポイントに到とう着ちやくとの事です。こちらの指示を待っています」

「よし、それでは五分後に突入するように伝えろ。その先は作戦通りに」

「了解！」

　迷っている暇ひまはない。既に賽さいは投げられている。今は作戦の成功に全精力を傾ける時。そうしなければ多くの命が失われる。ガルバウダ卿は気持ちを切り替かえると、戦闘の指揮を執るべく仮設の司令部へ向かう。彼も騎士の端はしくれを自認している。一度戦いを決意すれば、そこにもう悩みはなかった。










　先行する特殊部隊から連絡があった二分後には、ガルバウダ卿率いる皇国軍は宇宙港へ向けて進軍を開始した。その兵力は二個大隊、千名を優に超こえる。十分な装備と多くの戦闘車両、支し援えんも充じゆう実じつしているので、宇宙港にいる数百名の新生フォルトーゼ正規軍に負ける恐おそれはない。しかも三分後には特殊部隊が奇襲をかける。万が一にも負ける可能性はないのだが、ガルバウダ卿は警戒を緩めていない。相手はフォルトーゼの皇家。しかもアライア皇女以来二千年あまりの長きにわたって不敗を貫つらぬいたマスティル家。一瞬の油断が命取りである事を彼はよく知っていた。

　ガルバウダ卿が率いる二個大隊は大半が歩兵だが、機動兵器や戦車など、攻こう防ぼう双そう方ほうに優れた車両も多数所属している。宇宙港を攻撃して奇襲部隊が突入するまでの時間稼ぎをするのが彼らの仕事だが、これには大きく二つの注意点があった。

「繰くり返かえすが、決して市街地に被害を出すな！　誘ゆう導どう兵器の弾だん頭とうは指向性爆ばく薬やくのみ、実じつ弾だん兵器とエネルギー兵器は砲ほう撃げき時に二重以上のチェックをしてから撃うて！」

　一つ目の注意点は市街地の近さだった。宇宙港とはその名の通り港だ。この星の町と別の星の町とを繋ぐ港なのだ。従って真横には市街地が広がっている。フォルトーゼにおいても市街地への攻撃は御ご法はつ度と。空くう爆ばくは出来ないし、流ながれ弾だまが行ってもまずい。ミサイルの爆ばく発はつが大きくても町に被害が出る。陽動の攻撃であっても、細心の注意を払って攻撃しなければならなかった。

「それと宇宙港の本ほん棟とうと滑かつ走そう路ろ、駐ちゆう機き施し設せつには可能な限り攻撃を避けろ。特に本棟は特殊部隊が突入する。勢い余って味方を殺すんじゃないぞ！」

　二つ目の注意点は宇宙港の施設に被害を出ださない事だった。敵国との戦争ではないので宇宙港はどちらの陣じん営えいにとっても重要な施設だ。よって戦いが終わればすぐに利用できる事が望ましい。地域の経済に悪あく影えい響きようを出したくないなら、メインコントロールがある本棟と、滑走路には被害を出す訳にはいかない。そこで使用する武器を慎重に選せん択たくし、地上の敵や防衛用の陣じん地ち、隣接する軍事基地に攻撃を集中させるのが鉄則となる。特に今回は特殊部隊の奇襲が予定されているので、本棟への攻撃は避けねばならなかった。

「攻こう撃げき側がわに不利な条件が揃っている。数では勝まさるが五分五分の相手のつもりで戦え！」

　二つの注意点をまとめると、攻撃の標的は軍事関係に限定せよという事になるだろう。他にも幾つか細かい注意点はあるが、攻撃直前のこのタイミングで触ふれるべきはこの部分に集約されていた。

「射程に入り次第、各個で攻撃を開始せよ！」

　ガルバウダ卿は射程に入る前に攻撃の許可を与えた。宇宙港の敷しき地ちと隣接する軍事基地には多くの敵兵が配置されており、味方との距きよ離りは一定ではない。届く敵から排はい除じよしていくには、このタイミングでの命令が必要だった。彼が自軍の陣地内にある臨時司令部で見つめている立体映像のモニターの中で、目標の宇宙港が徐じよ々じよに大きくなっていく。

「新たな敵味方識別信号を受信しました!!　同時に戦闘旗を目視で確かく認にんっ、ゴールド、フラワー、ティアミリス皇女殿でん下かですっ!!」

　だがガルバウダ卿が攻撃開始の命令を下した直後、臨時の司令部の空気が凍こおり付ついた。青空を背景に雄お々おしく翻ひるがえる巨きよ大だいな戦闘旗。レーザー光で描えがき出された紋もん章しようは金色の花。それが誰だれを意味するものなのかは、フォルトーゼに生まれた者なら誰にでも分かる。そしてその事が兵達に思い知らせた。自分達は皇家に弓を引いているのだ、と。

「殿下………この重要な局面、やはり御お出でましになられたか………」

　ショックを受けていたのはガルバウダ卿も同じだった。しかし彼の場合は既にその覚かく悟ごがあったので、他の兵士達よりもショックは小さかった。

「所しよ詮せん、血ち塗ぬられた道か………」

　ガルバウダ卿はいち早くショックから抜ぬけ出すと、通信機のマイクを掴つかんで大声で叫さけんだ。このタイミングでの士気の低下は何としても避けなければならなかった。

「全軍怯ひるむな！　相手がティアミリス殿下であってもやる事は同じだ！　ましてや殿下も皇権は停止中であらせられる！　構わず攻撃しろ！」

『ウオオオオォォォォォッ!!』

　ガルバウダ卿の判断が早かった事もあり、兵士達もショックから抜け出し口々に雄お叫たけびを上げた。彼らはそうやって自分を奮い立たせる事で、戦う事の恐きよう怖ふと、皇族に弓引く罪悪感とを忘れようとしていた。

　―――士気の低下は問題だが、これはチャンスでもある！

　ガルバウダ卿は改めてそう自身を鼓こ舞ぶする。考えようによってはティアの登場は悪い事ばかりではない。本隊か特とく殊しゆ部隊かは分からないが、彼かの女じよの身み柄がらを拘こう束そくできれば、この戦争は早々に決着が付く。一番望ましい展開かもしれないのだ。しかしこの直後、彼が予想もしていない展開が待ち受けていた。

「敵兵力に攻撃の兆候！　レーザー砲撃です！」

「まさか、この距離でかっ!?　拠きよ点てん防衛用のレーザーでも有効射程外だろう!?」

　ガルバウダ卿はその報告に目を剥いた。フォルトーゼでは攻撃用のレーザー兵器が実用化されている。従ってミサイルを始めとする誘導兵器は、目標の近くまで行かないと対空レーザーで迎げい撃げきされてしまい、なかなか命中させられない。実じつ弾だん砲ほうならその問題はないのだが、距離があるうちは移動中の目標を狙ねらうのは難しい。そこで戦闘の初手は弾だん速そくが速く迎撃されないレーザーやビーム砲といったエネルギー兵器になるのがお約束なのだが、どちらも距離があると威い力りよくが大きく減げん衰すいする。減衰すれば空間歪わい曲きよく場ばのバリアーで簡単に防がれてしまうので、エネルギー兵器には射程内であっても戦術的に有効でない距離というものが存在している。今はまだその範はん囲いに収まっているので、現代の戦術では無意味な攻撃である筈はずだった。

「間ま違ちがいありません！　数秒後に砲撃来ます！」

「敵の指揮官は馬鹿なのかっ!?　―――いいや、そんな筈はない!!　皇女殿下が御出ましなのだ、きっと何かある!!　総員防ぼう御ぎよ態勢!!」

　このガルバウダ卿の指示に素す早ばやく従った部隊と、そう出来なかった部隊とで大きく明暗が分かれた。レーザーを乱反射させる粒りゆう子しの散布を始めとする幾つかの防ぼう御ぎよ策さくを講じる事が出来なかった部隊は、空港に設置されていたレーザー砲によって次々とバリアーが破られていった。

「馬鹿なっ!?」

「攻撃を受けた部隊は空間歪曲場発生装置が過か負ふ荷かで作動不能！　無防備な状態になってしまっています！」

「どういう事だ!?　戦せん艦かん並みのレーザーが配備されているというのか!?」

　隣接する軍事基地の規模から考えて、レーザー砲でバリアーが破られる筈がない。この距離で十分に使える高出力のレーザー砲などない筈なのだ。この考えられない悪夢に、ガルバウダ卿は頭を抱えた。










　ガルバウダ卿の考え方は間違っていない。宇宙港とそれに隣接している軍事基地にはこの距離で使えるような高出力のレーザー砲は配備されていない。通常の拠点防衛用のレーザー砲が幾つか配備されているだけだった。問題は配備されている武器ではない。それを使う人間の方だった。

「砲撃を終しゆう了りようしました。二十二基の歪曲場発生装置を破は壊かい、人的被害はありません」

　ルースはオペレーター用のコントロールパネルから顔を上げ、まるで何事もなかったかのようにあっさりと戦果を報告した。バリアーの発生装置は機動兵器や戦闘車両の他ほかに、歩兵にも小隊ごと守れる発生装置が配備されている。従ってガルバウダ卿が指揮する二個大隊全体では百近く存在しているが、そのうちの二十二基が使えなくなったというのは簡単な戦果ではない。実際、ルースの戦いぶりを見た父親のパルドムシーハ卿は開いた口が塞ふさがらなかった。

「………我わが娘むすめながら、戦いに向かないと思っておりましたが………どうやら間違いだったようです………」

　辛かろうじて彼が絞り出したのはそんな言葉だった。そうやって驚いているパルドムシーハ卿に、近くにいたクランが笑い掛けた。

「パルドム―――いいえ、ルースに得意な戦い方があったという事ですわね。騎き士しの伝統的な文化や常識からすると、なかなか想像できないかもしれませんけれど」

「正直、驚きました」

「あの子は天才ですもの。わたくしもこれには驚きましたわ」

　クランはルースに目を向ける。ルースは今もオペレーター席で作業中だ。次の攻撃にも彼女の才能が不可欠だった。

「天才というのは、キリハ殿どのやクラン殿下のような方を言うのでは？」

　娘の実態を知っているだけに、パルドムシーハ卿はクランの言葉に懐かい疑ぎ的てきだ。また娘が頼たよりないままであってほしいという、父親特有の願望もそこに見みえ隠れしていた。

「確かにルースは新しいものを生み出すタイプではありませんわ。しかし既にあるものを誰よりも上う手まく使う。それがあの子の才能。調整と管理の天才ですの」

「調整と管理の………？」

「あの子は誰よりも手早く正確に、レシピ通りの料理を作るでしょう？　スケジュールや荷物の管理だって、間違えた事がない」

「それとこれとは―――」

「同じですわ。管理するものがレーザー砲に変わっただけ。言ってみれば複数のレーザーのスケジュールを管理して、同時に目的地に到着させた。そういう事ですの」

　ルースがやったのは複数のレーザー砲による完全な同期攻撃だった。これはエゥレクシスがやっていた事なのだが、ルースはそれをただ真ま似ねただけではなく、自分なりに発展させて実行した。

　どうせ複数のレーザーを使うなら常に全てに砲撃させるのではなく、ローテーションを組んで冷れい却きやくの時間を割り当て、高い攻こう撃げき力りよくを維持したまま長時間照射する。そんな事をされたら陸戦用のバリアー程度では維持し続ける事が出来ない。攻撃を受けた方は知る由よしもなかったが、バリアーが過負荷であっけなく停止したのはこれが原因だった。

「………簡単に仰おつしやいますなぁ」

「わたくしには簡単ではありませんわ。あの子には簡単だったというだけで」

　だがこれは口で言う程ほどに簡単な事ではない。仕様が異なる複数のレーザー砲を完全に同時に発射させるだけで一苦労。また設置地点の違ちがいにより、僅わずかに目標までの距離に違いがある。それらを完全に同時に命中させるとなると、専用のプログラムが必要となり、計り知れない手間を必要とする。これはルースにしか出来ない、ルースの才能と気質に依い存そんした、恐るべき攻撃なのだった。

「論理的に可能だと分かっていれば、それを実用レベルで運用してくれる。それがあの子の才能。誇ほこっていいですわよ、パルドムシーハ卿。あなたの娘は現代戦における最強の力を持っている」

「もったいない御お言こと葉ばです」
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　確かにルースは騎士としての強さはそれ程でもないかもしれない。しかし大規模な戦いにおいては、一人の騎士を遥はるかに上回る力を発揮する。物品や人材、情報を大量に集め、適切に管理し、効率的に運用する。それは今この時という状況において、最も必要とされている力だった。

「とはいえあなたの娘にばかり良い格好をさせてはいられませんわ。そろそろわたくしの出番でしてよ」

「よろしくお願い致いたします、クラン殿下」

「今はその名前で呼ぶなと言ったでしょう？」

「し、失礼致しました」

「ふふふ、そこで見ていなさい。わたくしとあなたの娘の力を」

　ルースは大きな戦果を挙げたが、まだ戦いは始まったばかり。クランはパルドムシーハ卿に笑い掛けると自身の為ための席に着いた。そこは本来、科学士官用の席にあたる。クランは愛用の眼鏡の位置を直すと、コンピューターを操作するパネルに手を伸のばした。










　二十基以上の空間歪曲場発生装置が作動不能に陥おちいった為、ガルバウダ卿は慌あわてて隊列を組み直させた。大まかには発生装置が使える部隊を前に、使えない部隊は後ろに。部隊内では戦闘車両を前方に、歩兵はその後ろ、機動兵器は高機動を生かして遊ゆう撃げき要員として周囲を守る。起きてしまったトラブルへの対処としては正しい判断だろう。

「歪曲場が使える隊は防御だけを考えていればいい！　使えない隊は全力で攻撃、防御は考えなくてもいい！」

　ガルバウダ卿は転んでもただでは起きない。隊列を組み直した事には、防ぼう御ぎよ力りよくを失った隊を守るだけでなく、攻撃力を維持する狙いもあった。歪曲場を持つ隊と持たない隊を組み合わせて、防御と攻撃を完全に分業する。こうすれば全体としては攻撃力と防御力双そう方ほうの低下を最小限に抑えられる。おかげで先さき程ほどの砲撃以降は、被害は殆ほとんど無かった。

「ガルバウダ卿、こちらもそろそろエネルギー兵器が射程に入ります！」

「先程の命令に変へん更こうはない！　射程に入り次第、攻撃を開始せよ！」

　キュイィィィィィィッ

　戦車や機動兵器に据すえ付けられた砲ほう塔とうが回転し、宇宙港の方にビーム砲やレーザー砲の砲ほう身しんを向ける。狙いはもちろん宇宙港と隣りん接せつする基地に設置された、防衛用の兵器群だ。レーザー砲やミサイルを潰つぶさねば、辛い状況が続く。最優先で破壊しなければならない目標だった。

　フォルトーゼの兵器は地球の兵器と同じような見た目と使い勝手なのだが、状況に合わせて人工知能が自動的に狙いを補正して射しや撃げきするので、命中率は極めて高い。しかも戦車に装備されている大口径砲や機動兵器のミサイルなどは攻撃力も高いので、フォルトーゼの戦闘は、地球での戦闘よりも早く決着が付く傾向にある。宇宙港と基地に設置された防衛用の兵器群は、あっという間に破壊される筈だった。

「ガルバウダ卿、そろそろ狼の牙隊が突入する時間です！」

「弾やエネルギーを出し惜おしみするな！　数分で決着が付く！」

　多少のトラブルはあったが、ガルバウダ卿の狙い通りに本隊の攻撃開始は特殊部隊が突入する直前のタイミングになった。そして現在の陣じん形けいからすると、本隊は左さ翼よくから攻撃を開始する事になるだろう。ガルバウダ卿の視線は自然と左翼に展開した部隊の立体映像に向けられた。

「本隊が攻撃を開始します！」

「頼たのむぞ、ここが正念場だ！」

　敵味方双方の犠牲を最小限に抑えるには、防衛用の兵器群を破壊した上で、特殊部隊が宇宙港の司令室を占せん拠きよするのが望ましい。だからガルバウダ卿は、今からの数十秒間が非常に大きな意味を持つと考えている。彼は祈いのるような気持ちで攻撃を開始した味方の様子を眺めていた。だがこの時、次なる異変が彼らを襲おそっていた。それをガルバウダ卿に伝えたのは、通信装置から飛び出してきた左さ翼よく側がわを指揮する隊長達の悲鳴だった。

『司令部、こちら第一機動中隊!!　指揮下にある全すべてのエネルギー兵器が狙いを外しました!!』

『第二機動中隊もです!!　全ての砲撃が宇宙港の上空を通過!!』

「なんだとぉっ!?」

　あり得ない距離からのレーザー砲撃に続く新たな異変は、全ての武器が狙いを外すという考えられない出来事だった。しかもそれは左翼の部隊に限った話ではなく、ガルバウダ卿指揮下の全部隊に波は及きゆうしていった。

「全部隊、撃ち方かた止やめ！　防御行動を取りながら全速後退！」

　攻撃が当たらない状態で前進を続けては的になるだけだ。ガルバウダ卿は素早く全部隊に後退するよう命令を出した。

「どういう事だっ!?　一体何が起こっているんだ!?」

「副長、喚わめいていないですぐに理由を調べろ!!」

「は、はいっ!!」

「何か攻撃を受けているのは間違いない！　落ち着いて痕こん跡せきを辿たどれ！」

　もしガルバウダ卿が並みの指揮官であれば、この辺りで混乱状態に陥っていただろう。しかし彼は若くても才気溢あふれる騎士。冷静さと戦意は未いまだ衰おとろえていない。奇襲部隊が存在している事と、最初から相手の強さを理解していた事が彼の平常心を支えていた。

「………流石さすがは二千年不敗のマスティル家、簡単に勝たせてはくれんか………」

　ガルバウダ卿は厳しい表情を作ると、戦せん況きよう確かく認にん用に立体映像として投とう影えいされている宇宙港、そのメインタワー頂上部を睨にらみ付ける。そこでは金色に輝かがやく花の紋章が刻まれた、大きな旗が翻っていた。その旗は現マスティル家の正統後こう継けい者しや、第七皇女ティアミリス・グレ・フォルトーゼの出しゆつ陣じんを示す戦闘旗。記録に残っている範囲に限られるが、この二千年の間にマスティル家が旗を掲かかげて敗北した事実はない。ガルバウダ卿はその意味を身を以もつて理解し始めていた。










　ガルバウダ卿指揮下の二個大隊、その全ての兵器の照準が狂くるい始めたのは、彼の想像した通り新生フォルトーゼ正規軍の仕し業わざだった。

「狙い通りの効果を挙げているようですわね。流石ですわ、パルドムシーハ」

「いいえ、クラン殿下がセキュリティをこじ開けてくださったからこそです。お見事でした、殿下」

　照準の乱れはクランとルースの二人が引き起こした事だった。フォルトーゼの兵器は人工知能が集めた周囲の情報を総合して照準の調整が行われる。従って『周囲の情報』を乱してやれば照準は出で鱈たら目めになる。そこで二人が行ったのは、位置情報を混乱させるという攻撃だった。

　どれだけ技術が進もうが、射撃時に最も重要視される情報はやはり自分と敵の位置だ。特に今回は拠きよ点てん攻こう撃げきだから、敵の防衛兵器や重要な物の位置は、地図情報として共有されていてはっきりと分かっている。あとは自分の位置さえ分かれば、見えない敵でさえ攻撃する事が可能だった。

　フォルトーゼにもＧＰＳに相当する技術が存在しており、数個の人工衛星からの重力波信号を利用して正確に現在の位置を知る事が出来る。そしてクランとルースが目を付けたのはこの重力波信号だった。もしこの信号を乱す事が出来れば、信号を頼りに射撃する兵器は全て使い物にならなくなるのだ。

　だがそれは簡単な事ではない。頭上にある数個の衛星全てに嘘うその信号を出させるのは至難の業だ。フォルトーゼのＧＰＳも軍が管理している技術なので、コントロールセンターはヴァンダリオン側の手中にあって手が出せない。それを可能にしたのが、この場所にいない筈のクランと、彼女が保有する技術群だった。クランは軌き道どう上に隠したままの自身の宇宙船を使い、隠おん密みつ裏りにＧＰＳ衛星の一機に接せつ触しよく。そこからコントロールセンターのシステムに潜せん入にゆうして宇宙港の上空に来ている全ての衛星をハッキングした。そこからはルースの出番で、巧たくみにＧＰＳ信号を調整して、この場所でだけ位置情報が僅かに下へずれるように細工を施ほどこした。その信号を拾った兵器の人工知能は照準を僅かに上へ調整、目標まで距離があるのでその僅かな違いが大きな誤差となり、攻撃は全て虚こ空くうへ消えた。これはクランとルースだからこそ出来る、非常に高度な撹かく乱らん作戦だった。

「クラン殿、ルース、よくやってくれた。だが喜んでばかりはいられない。敵もすぐにカラクリに気付く。早々に次の手に移ろう」

　作戦を立案、指揮したのはもちろんキリハだった。そして彼女はこの撹乱が長続きしない事をよく理解している。位置情報を使わずに手動で砲撃したり、電波や熱源で誘導するミサイルを使われたりすれば意味がなくなるのだ。この作戦は敵の最初の砲撃を防ぎ、混乱させる程度の意味合いしか持たない。しかしキリハに抜かりはなかった。彼女の策にはまだ続きがあるのだった。










　ガルバウダ卿指揮下の皇国軍は後退しながら照準の異常の原因を調べた。だが最初はまるで理由が分からなかった。システムは正常、どれだけ調べても外部から介かい入にゆうを受けた痕跡は見当たらなかった。理由が判明したのは、歩兵隊にいた狙そ撃げき兵へいのおかげだった。彼の狙撃用ライフルは光学観測を優先する設定になっていたので、スコープを覗いた時の標的までの距離と、身に着けているコンピューターが報告してくる距離とに僅かな差がある事に気付いたのだ。彼は何度か確認した後にそれを上官に報告、それがそのままガルバウダ卿にも伝わったのだった。

「道理で異常がない訳だ。まさか測位衛星のシステムに侵しん入にゆうされていたとは………思った以上にやる相手のようだな」

「全部隊の火器管制から位置情報を切きり離はなしました。光学観測を優先、補助でレーザー測定や熱源等を使う設定です」

「急な事で驚おどろかされたが、謎なぞさえ解ければ戦えない相手ではない。狼の牙隊の連中を孤こ立りつさせるのはまずい、攻撃を再開しろ！」

　謎を解いたガルバウダ卿は再び全部隊を前進させた。既に特殊部隊が宇宙港へ突入している筈なので、攻撃の手を休めては作戦失敗は明らかだった。

「ガルバウダ卿、狼の牙隊より報告が入りました。宇宙港の敷しき地ち内ないへの侵入に成功、本棟へ接近中との事です！」

「いいタイミングだ！　このまま敵の注意をこちらへ惹ひきつけるぞ！」

　再び前進した皇国軍は改めて武器の照準を宇宙港の防衛兵器群に定める。今度は位置情報ではなくカメラやレーダーで観測して射撃するので、若じやつ干かん精度は落ちるものの惑まどわされる心配はなかった。

「命中多数！　しかし向こうの歪曲場を撃ち抜くには至らなかった模様！」

「それでいい！　火力はこちらが上なのだ、前進を続ければいずれ押おし切れる！」

　今度の砲撃は多くが命中した。だがまだ距離があるので、バリアーを破って被ひ害がいを与あたえるところまでは至らない。しかしガルバウダ卿はそれで満足していた。戦せん闘とうの始まりはこうなるのが普ふ通つうだし、真の狙いは陽動だからだった。

「報告します！　識別信号と戦闘旗が移動を開始、皇女殿下が出しゆつ撃げきされた模様！」

「討うって出てこられたか！　気き性しようの激しさは相変わらずであらせられるようだ！」

　第七皇女ティアミリスの性格と戦せん闘とう力りよくの高さは国民に広く知られている。銃じゆうを持たせれば百発百中、戦せん闘とう機きの模も擬ぎ戦せんでは教官を負かす事などしばしば。プライドの高さと激しい気性の影響もあって、模擬戦だろうが実戦だろうが戦闘においては常に先せん陣じんを切り、しかも大きな結果を残す。国民が好む強い皇族の姿を見事に体現しているが、敵にするとこれほど危険な相手もいない。ガルバウダ卿はすぐに手を打った。

「機動兵器を全て皇女殿下の迎撃に回せ！　殿下を自由にさせるな！」

「ですがガルバウダ卿、相手は―――」

「分かっている！　だがやらねば兵達たちが死ぬ！」

「―――了りよう解かいしました。機動兵器だけでなく、対空兵器の一部を回すべきでは？」

「任せる！　とにかく時間との勝負だ、急げ！」

「ハッ！」

　ティアが戦闘に用いるのは、高機動型の装そう甲こう服ふくに重武装を施した、いわば着る戦闘機とでもいうべきもの。また出撃したのは彼女だけではなく、多数の機動兵器を引き連れている。宇宙港の制圧が目的で地上兵力が多い皇国軍にとっては、空から攻撃してくるティアや機動兵器は非常に危険な敵となる。相手が皇族だからと対処が遅おくれれば取り返しのつかない結末に陥るだろう。だからガルバウダ卿は何もかもを覚悟した上で、ティア迎撃の命令を出したのだった。










　フォルトーゼで一いつ般ぱん的てきな機動兵器は、戦闘機と戦車の中間のような姿をしており、役目もそうだった。通常は戦車のように歩兵部隊に同行し、彼らを守りつつ大型の火器で敵を攻撃する。上空から敵が来た場合には、空を飛んで戦闘機のように戦う。複数の危機的状じよう況きように対応する、自由度の高い兵器と言えるだろう。だから敵にとっては非常に厄やつ介かいな兵器となる。だが新生フォルトーゼ正規軍の先頭に立って空を駆けるティアは、無数の機動兵器が向かってきても余よ裕ゆうを崩くずさなかった。

「この程度の数でわらわを倒たおそうというのか。面おも白しろい、やってみるがよい！」

　ティアは不敵な笑えみを浮うかべると、火器管制システムに命じて安全装置を外し、コンバットドレスの両りよう肩かたに装備されている二門の大口径砲を敵の機動兵器群へ向けた。敵は全て自動制せい御ぎよの無人兵器、しかも先手必勝が彼女の信条だ。ティアは至し極ごくあっさりと引き金を引いた。

　ドコォォォォン

　空を飛ぶティアが使っているものなので、大口径砲は射撃時の反動を打ち消すように作られている。しかし反動はともかく、衝しよう撃げきは殺し切れない。二門の砲が砲撃した瞬しゆん間かん、ティアの小さな身体からだは大きく揺ゆさぶられた。

「まず三つ！」

　しかしティアはその衝撃をものともせず、むしろ衝撃を楽しむかのような調子で次なるターゲットに狙いを定める。そしてやはり迷いなく引き金を引いた。

「ワハハハハァッ、機械なんぞに頼るから一方的に撃たれる事になるのじゃあっ！」

　ドコォォォォン

「これで五つ！」

　最初の砲撃で三機、今の砲撃で二機、皇国軍の機動兵器がバラバラになって吹ふき飛とんでいく。だが機動兵器側からの反撃はない。これは位置情報が利用出来ない影響だった。

　空中での戦闘では自身の動きが弾たまの飛ぶ方向に影響してしまうので、どの場所でどの方向に進んでいるのか、その速度と加速度は―――というような情報が地上以上に重要になってくる。その中で位置情報が使用出来ないので、機動兵器群の射程距きよ離りは通常より短くなっていた。光学観測やレーダーで敵との相対距離は分かっているが、それだけでは遠距離で命中させるのは難しかった。

　それに対してティアの射程は変わっていない。味方の照準に関しては、位置情報の誤差が補正されるプログラムをクランが作ったからだ。そしてティアが使っている武器が大口径砲なので、本来の射程内なら機動兵器をバリアーごと破壊できる。そういう差がこの一方的な展開を作り出していた。

「もっと頭を使って攻せめて参れ!!　向こうの指揮官はお飾かざりかっ!?」

　ティアは次々と機動兵器を撃げき墜ついしながら、不満を口にする。今の状態は難易度の低い訓練をやらされているに等しい。

「おおっ？」

　するとまるでティアの不満の声が届いたかのように、機動兵器群の動きが変わった。バラバラに接近するのではなく、密集する事で先頭が撃墜されても後続がティアの近くへ行けるように。また狙いを定めずとも牽けん制せい攻こう撃げきを繰り出し、ティアが動きにくいように。これまでとは違って、明確に意図を感じられる動きになっていた。

「そうじゃっ、やればできるではないかっ！」

　敵の動きが良くなった事に満足し、ティアは嬉うれしそうに声を弾はずませる。すると通信機からはその正反対の、酷ひどく真ま面じ目めな調子の声が二つ飛び出してきた。

『皇女殿下、殿下だけ前に出過ぎです。我ら家臣の心臓に悪うございます』

『ティア殿下、国民を戦わせたくないお気持ちはお察し致しますが、一人では勝てないのが戦争というものです』

　声の主はパルドムシーハ卿きようと、その娘のルースだった。二人はティアが一人で戦っている事に危機感を持ち、黙だまっていられなくなったのだ。

「分かっておる、分かっておる。親おや娘こで責めるな」

　ティアが一人で戦っていたのは、やはり心の奥おくの方にある、戦争で国民を戦わせたくないという思いからだった。それ故ゆえに自然とスピードを上げて先行し、可能な限り敵を落とそうとした。しかし現実として、多くの敵に取り囲まれてしまえばティアであっても倒されてしまうだろう。そうなってはヴァンダリオン側が勝利に大きく近付く。そんな最悪のケースを避さける為には、新生フォルトーゼ正規軍の兵士達に頼らねばならない。それが大きく見れば国民の為でもあった。

「済まぬ、皆みなの力を借りたい」

　ティアは手近な敵を排除したところで突とつ進しんを止め、後方から追って来ている味方と合流した。ティアの味方は兵士が乗っている有人型の機動兵器と、ルースが操あやつる無人型の小型戦闘機が合わせて二十機ほど。数で言えば皇国軍側の機動兵器の方が幾いくらか多いが、ティア達の方は照準に乱れがないので、むしろ有利な状況と言えるだろう。

「皆の者、わらわに続け！　敵の機動兵器を殲せん滅めつする！」

『おぉぉおぉぅっ!!』

　やはり皇女が出陣しているとなると兵士の士気の高さは桁けた違ちがいだ。ティアの周囲を固める兵士達はティアの言葉に雄叫びで応こたえると、全ての機体が一糸乱れぬ動きでティアと共に戦い始めた。この分ならティアの身の安全は問題ないだろう。ルースとパルドムシーハ卿は一安心だった。










　ガルバウダ卿の指揮下にある機動兵器群とティア達の戦いは、ティア達に有利に展開していた。だがガルバウダ卿はそれで良いいと考えている。ティア達を釘くぎ付づけにし、地上部隊に手を出させないという目標は達しているからだ。仮に機動兵器群が全て落とされたとしても、その頃ころには特殊部隊が任務を遂とげているだろうから、何も問題はない筈だった。

「………後はこのまま地上部隊で押し続けて、宇宙港に配置された守備隊の意識と戦力をこちらへ向けさせていれば、我々の勝ちだ」

　ガルバウダ卿は臨時司令部の中で戦せん況きようを示す立体映像を見ながら、軽く息をついた。まだ予断を許さない状況だったが、何とか勝利の目が見えて来ていた。

「一時はどうなる事かと思いましたが………」

「首の皮一枚、といったところだろうな」

　ガルバウダ卿指揮下の地上部隊は、攻こう撃げきを繰り返しながら進しん撃げきを続けている。距離が詰つまりつつあるので、攻撃はバリアーを破り、敵の防衛兵器を破壊し始めていた。もちろん敵は反はん撃げきを繰り返していたものの、皇国軍が移動している分だけ狙われにくく、地上部隊の被害は比ひ較かく的てき小さかった。この分なら敵は、潜入した特殊部隊に対応する余力はないだろう―――ガルバウダ卿はそんな風に考えていた。だが不幸な事に、彼かれを襲う異変はまだ終わりではなかった。

「ガルバウダ卿、あれをご覧下さい!!　うっ、宇宙港がっ!?」

「馬ば鹿かなっ、宇宙港が消えただとぉっ!?」

　この時に起こった異変は、地上部隊が攻撃しようと向かっていた宇宙港が、綺き麗れいさっぱり消きえ失うせてしまうというものだった。これまで宇宙港があった場所には広大な荒あれ地ちが広がっている。まるで砂で作った城じよう郭かくが、風に吹かれて消しよう滅めつしたかのようだった。

「一体どういう事だ!?　なぜこんな事が起こるのだ!?」

「分かりません！　電磁波、音おん響きよう、光学、どのセンサーにも反応がありません！　忽こつ然ぜんと姿が消えました！」

「何なのだこれはっ!?　マジックショーを見に来た訳じゃないんだぞ!?」

　超ちよう遠えん距きよ離りからのレーザー砲撃、位置情報の異常、皇女の出陣。驚くような事が次々と起こる戦いだったが、それでもこの異変ほどガルバウダ卿を驚かせたものはなかった。おかげで流石さすがの彼も冷静さを保つ事が出来なかった。










　キリハの作戦は単純明快。宇宙港を見失わせるというものだった。その為に必要だったのが、敵に位置情報を使わなくさせる事。そうする事で敵は目に頼って進軍するようになる。照準を乱す事は目的ではなく、あくまで手段だったのだ。攻撃しようというタイミングで位置情報を乱されれば、誰だって攻撃が邪じや魔まされたと思う。それがキリハの罠わな。本当は今どこにいるのかを分からなくする事が狙いだが、ただそうしただけでは狙いがばれてしまう。それを攻撃のタイミングで実行する事で、その狙いを誤ご認にんさせたのだ。

　そうなってしまえば後は簡単だ。魔ま法ほうやクランの技術で本来の宇宙港を隠かくし、同じく幻げん影えいの宇宙港を作る。そして敵が位置情報を使わなくなった時点から、少しずつ宇宙港の幻まぼろしを動かして皇国軍の進軍ルートを変更させる。この時に重要なのは、反はん撃げき出来ない幻影に無人兵器を同行させる事だ。そうすれば幻影の宇宙港にも反撃が出来、偽にせ物ものだと悟さとられる心配はなくなる。そして十分に本来のルートから逸それたところで、無人兵器を後退させ、幻影の宇宙港を消す。そうすれば皇国軍は宇宙港とは違う方向を向いて立ち往生する事となる。まるで砂さ漠ばくで蜃しん気き楼ろうを追った旅人のように。

　この状況でも、人工衛星から画像を取り寄せて地図と重ね合わせれば、そのカラクリに気付く事が出来たかもしれない。もしくは目の前の風景を地形データと照合するのでも構わない。だが目の前にあったものが忽然と消えたというショックは大きく、ガルバウダ卿きよう達たちはすぐにはそこまで思い至らなかった。この状況では、彼らもまさか地上部隊の位置が間違っているとは考えない。そんな思考の落とし穴こそが、キリハの策の本質だった。










　ガルバウダ卿は慌てた様子で臨時司令部のテントを飛び出すと、地上部隊の方を見た。その先に宇宙港の姿はない。彼は途と方ほうに暮れ、その場に立たち尽つくす。おかげで彼は貴重な時間を浪ろう費ひする事となった。

「………貴公が宇宙港攻撃部隊の指揮官か？」

　そして立ち尽くすガルバウダ卿に、何者かが声をかけた。味方にはこのように声をかけてくる者はいないから、我に返ったガルバウダ卿は反射的に腰こしの剣けんに手をかけ、慌てて声の方を振ふり返かえった。

「何者だっ!?」

「サトミ騎き士し団だん団長、里見孝太郎」

「青い鎧よろい………では貴公があの!?」

　そこに立っていたのは青い鎧に身を包つつんだ騎士―――孝太郎だった。そしてガルバウダ卿は孝太郎の姿を見た事で、自分達が新生フォルトーゼ正規軍の何らかの策略にはまっているらしい事を理解した。

「貴公の『あの』という言葉が何を指しているのかは分からないが、私が新生フォルトーゼ正規軍に所属している事は間違いない」

「ならば………貴公がここにいる理由は明らかだな。我らが混乱している間に、本ほん陣じんを襲われたという事か。我らは奇き襲しゆうしたつもりで、奇襲を受けたのだな」

　様々な異変、ティアの出陣、消えた宇宙港。どれも意識を前へ集める為のもの。孝太郎は多くの兵士を引き連れて易やす々やすと本陣に辿たどり着つき、ガルバウダ卿のところへやって来た。そして敵の騎士―――孝太郎がいるのに味方の兵士が駆かけ付けない事からすると、この場所の守備隊も既すでに倒されていると考えるのが妥だ当とうだろう。結果的に見て、ガルバウダ卿がやるつもりだった事は、全て孝太郎達たちにやられてしまった格好だった。

「貴公に降こう伏ふくを勧すすめに来た。これ以上の戦いは無意味だ。我々の全ての兵器が、あそこで立ち往生している貴公らの軍勢を狙っている」

「結論を出す前に、確かく認にんしたい事がある」

「何なりと」

「当方の奇襲部隊はどうなったのだ？　宇宙港へ突とつ入にゆうした筈だが」

　ガルバウダ卿が置かれた状況はすこぶる悪い。だが奇襲部隊の任務の成否によっては、逆転もあり得る。宇宙港を新生フォルトーゼ正規軍が使えないようにする事が、ガルバウダ卿の狙いなのだから。

「彼らは突入していない」

「していない!?　そんな筈はない、現にそう連れん絡らくしてきている!!」

「確かに隊長は突入したつもりでいただろう。まほ―――いや、催さい眠みん術じゆつを使ってそう思い込ませた」

　早々に奇襲部隊を発見した孝太郎達は、隊長には真希が魔法をかけ、残りの隊員達は静香とナナが倒した。真希は感覚や記き憶おくを操る魔法が得意なので、隊長に任務が順調であると思い込ませるのはそう難しい事ではなかった。

「………その時点で我々の負けは運命付けられていたという事か」

　もし奇襲部隊が作戦失敗の連絡をしていたなら、ガルバウダ卿は作戦を別のものに切り替かえていただろう。だからそうならないように工く夫ふうした時点で、確かにガルバウダ卿達は敗北の道を歩き始めた。結果、味方の部隊は宇宙港を見失って立ち往生、一方的に狙ねらわれている。もはや勝てる要素は見当たらない。見事なまでに新生フォルトーゼ正規軍の罠に嵌はまってしまっていた。これはガルバウダ卿も完敗を認めざるを得ない状況だった。

「だが我らはそれでも誇り高たかき騎士、そして兵士なのだ。一度始めた戦いは、最後の最後まで戦う」

「止よせ、結末は分かっている筈はずだ。全ぜん滅めつするぞ！」

「分かっている。だから貴公を騎士と見込んで、こう願うのだ。この一命をもって、我が兵士達の命と名めい誉よを守って欲ほしい！」

　歴史が浅いガルバウダ家だから、もしろくに敵と戦わないうちに降伏して生き残ったとなれば、その名は簡単に地に堕おちるだろう。かといって戦えば全滅は必至。どちらにしろガルバウダ家に属する従騎士や兵士達には未来がない。そうならない唯ゆい一いつの方法、それが指揮官であるガルバウダ卿の討ち死じにだった。これならば家名は守られ、味方の兵達も死なずに済む。これが最も犠ぎ牲せいを少なくする手段だった。

「我が名はウォントール・ギウス・ガルバウダ!!　路ろ傍ぼうの石が如ごとき騎士なれど、誇りと領民は最後まで守ってみせる!!」

　ガルバウダ卿は雄お叫たけびを上げて腰から剣を引ひき抜ぬくと、孝太郎に向かって走り出だした。もちろん彼も孝太郎に勝てるとは思っていない。報道を見て孝太郎の実力はよく知っていたから。それでも彼にはこうするしかなかった。両断され、討ち取とられ、それによって兵達を、領民を守る。それが彼の騎き士し道どうだった。

「見事な覚かく悟ごだガルバウダ卿！」

　孝太郎も腰からシグナルティンを引き抜くと、ガルバウダ卿を迎むかえ撃うった。ガルバウダ卿は優すぐれた人物だったが、剣の技量は常識的な範はん囲いに収まっている。孝太郎なら一刀の下もとに斬きり倒せる相手だった。

　ガキィン

　だが孝太郎はそうしなかった。鋭するどい一いち撃げきでガルバウダ卿の手から剣を弾はじき飛ばすと、何事も無かったかのようにシグナルティンを鞘さやに納めた。しかしガルバウダ卿はこの結末を受け入れる訳にはいかない。彼は剣を弾き飛ばされた時に尻しり餅もちをついた姿勢のまま、孝太郎に向って声を荒あららげた。

「なぜ殺さない!?　このままでは我らは破は滅めつする!!」

　ガルバウダ卿とその兵士達は袋ふくろ小こ路うじにいた。戦えば全滅、退けば軍法会議、どちらにせよ破滅する運命だった。それを回かい避ひする為の唯一の方法を否定されては、たまったものではない。ガルバウダ卿の気持ちは収まらなかった。

「私にはそれを理解しない貴公が不思議でならない」

「なんだと!?」

「貴公は一体何者なのだ？　貴公が領民や兵士達に向ける感情と同じものを、誰だれかが貴公らに向けているとは思わないのか？」

　だが孝太郎のこの一言が、ガルバウダ卿の燃え上がった感情を鎮ちん静せい化かさせた。孝太郎が言う『誰か』に、心当たりがあったのだ。

「まさか………皇こう帝てい陛下や皇女殿でん下かが、そうお望みなのか？」

「そうだ。我らの主君は、国民同士が殺し合う事を望んでいない」

「………な、なんと………」

　ガルバウダ卿は冷や水を浴びせられたような気分だった。皇帝と皇女がこの期ごに及およんでも敵兵の命を思おもい遣やっている事に驚きを隠せなかった。だが新生フォルトーゼ正規軍もまた陽動と奇き襲しゆう攻こう撃げきを選び、ガルバウダ卿にはこうして説得を試みている。話の筋は通っていた。

「そして彼らもな」

「彼ら？」

「向こうを見るがいい、ガルバウダ卿」

「馬鹿な、どうして兵達が退たい却きやくしてきているのだ!?」

　驚いた事に、宇宙港を攻撃すべく進軍していた筈の兵士達が、一いつ斉せいにこの臨時の司令部に向かって移動を始めていた。それは一見、退却にしか見えない。だが実態は違った。

『ガルバウダ卿を守れぇっ!!』

『絶対に敵に殺させるなぁっ!!』

『走れ走れぇっ!!　たとえ足が折れても走り続けろぉっ!!』

　孝太郎とガルバウダ卿のやり取りは、何な故ぜか電波に乗せて周囲に伝えられていた。宇宙港を見失って呆ぼう然ぜんとしていた兵士達はそれを聞いて我に返り、踵きびすを返して司令部へ向かった。決して退却したのではない。彼らはガルバウダ卿を守る為に走っていたのだ。

　兵士達は自分達が全滅すると考えていた。宇宙港を見失った時点でそう覚悟せざるを得なかった。あとはどう全滅するか。むやみやたらに武器を撃ちまくるのか、慌てて逃にげ出すのか、それとも危機に直面したガルバウダ卿のもとへ向かうのか。そこで彼らは迷わずガルバウダ卿を選んだ。

「貴公が守ろうとした者達は、同じように貴公を守ろうとしている。敵と戦う事よりも、我わが身みを守る事よりも、貴公を、仲間を守る事を選んだのだ」

　兵士達もちゃんと分かっている。こんな事をしてもガルバウダ卿を救える可能性は殆ど無いと。だが同じ無む駄だなら、ガルバウダ卿を救う事を選びたかった。大恩ある領主、あるいは仲間の為に走れば、少なくとも意味のある死を迎えられるから。

「そこで尋たずねよう、ガルバウダ卿。それでもなお、ここで死ぬつもりか？」

「………」

　ガルバウダ卿はすぐには答えられなかった。彼の胸には多くの思いがあり、なかなか一つの答えを見み出いだす事が出来なかった。

『もう少しだけ持もち堪こたえて下さい、ガルバウダ卿！』

『すぐにお助けに参ります！』

　しかし引き続き通信機の向こうから聞こえてくる兵士達の声が、そして徐じよ々じよに近付いてくるその姿が、彼に決断させた。

「………青あお騎き士し殿どの、我が軍は新生フォルトーゼ正規軍に降伏する。受け入れの準備と手続きを始めて欲しい」

　ガルバウダ卿の結論は降伏だった。もし今ガルバウダ卿が死ねば、兵士達はそのまま弔とむらい合がつ戦せんとばかりにこの司令部に突っ込もうとするだろう。そして見えざる敵から攻撃を受けて討ち死にするに違ちがいない。それだけは、何としても避けなければならなかった。

「了解した。………両軍に告げる。我々新生フォルトーゼ正規軍は、皇国軍司令官ガルバウダ卿の降伏を受じゆ諾だく。速すみやかに戦闘を停止されたし。繰くり返す、我々新生―――」

　孝太郎は通信機を使い、改めてガルバウダ卿の決断を両りよう陣じん営えいに伝えた。これにより、ようやくガルバウダ卿指揮下の兵士達は足を止めた。それを見たガルバウダ卿は大きく安あん堵どの息をつき、表情を緩ゆるめた。

「様々な配はい慮りよを感謝する、青騎士殿」

「貴方あなたが礼を言うべき相手は私ではありませんよ」

　孝太郎も同じく表情を緩め、ガルバウダ卿に笑い掛かけた。戦いは終わったし、通信も終しゆう了りようしている。強い騎き士しの顔はもう要いらない。年相応の笑え顔がおがそこにあった。

「素す晴ばらしい御ご家か臣しんをお持ちですね、ガルバウダ卿」

「………私の誇ほこりです。この先どうなろうと、今日の彼らの事は生しよう涯がい忘れません」

　こうしてガルバウダ卿は敗北した。しかしゆっくりと戻もどってくる家臣の兵達を見つめる彼の横顔には、少しも後こう悔かいは感じられない。言葉通りに、兵達の最後の決断と彼らが無事である事が嬉しかったのだ。恐おそらく歴史には、恥はずべき大敗と記されるだろう。しかしガルバウダ卿は、自分と家臣達にとっては必ずしもそうではない事を知っている。だから彼は、戻ってくる兵達を胸を張って迎えようと思った。







それぞれの思惑　十一月二十九日（月）







　宇宙港での戦いが報道されると、フォルトーゼ全域が大変な騒さわぎに陥った。数で劣おとる新生フォルトーゼ正規軍が、またしても敵味方双そう方ほうに殆ほとんど犠ぎ牲せい者しやを出さずに完勝。しかも戦いの決着を付けたのは青い鎧の騎士。それも今回は剣を使った戦いではなく、説得によって皇国軍の指揮官に負けを認めさせたというのだ。

　フォルトーゼの人々が青い鎧を着る者に求めるものは強さだけではない。優れた知性や大いなる博愛の精神をも求めている。今回の戦いはそれを見事に証明した。新生フォルトーゼ正規軍にいる青い鎧の騎士は、強く、賢かしこく、心優やさしい。求める者が再び現れた、そう感じる者は急激にその数を増やしていた。

　そんな青い鎧の騎士の評判を更さらに高めているのが、不思議な技わざを使う銀色の髪かみの少女が彼に同行していると判明した事だった。一説によると伝説に登場する皇女も、剣の封ふう印いんを解いた後から不思議な力をふるったとされている。少女の容姿と不思議な力は、それを思い起こさせたのだ。

　そして青い鎧の騎士―――孝こう太た郎ろうの評判は、そのまま新生フォルトーゼ正規軍、ひいてはそれを率いるエルファリアとティアの評価に跳はね返る。特に孝太郎を連れて来たのはティアだったので、メディアには連日『黄金の姫ひめと青き騎士』の見出しが躍おどっていた。もちろん志願兵は更に増え、様子見を決め込んでいた騎士団もぽつぽつと協力を打だ診しんして来ている。直接参加した騎士団はまだ少数だったが、騎士団内部の意思統一やスパイ対策などに時間がかかるのは明らかなので、孝太郎達は悲観していない。反撃のスタートとしては上々の滑すべり出しだと考えていた。

「………それにしても、キリハさんが本気を出すと、戦闘が起こらないんだな」

　孝太郎はお茶とお菓か子しを載のせたお盆ぼんを手に、キリハのデスクへと向かう。そのキリハは割り当てられた参さん謀ぼう用の部屋でコンピューターと睨めっこの最中だ。宇宙港防衛戦で優れた頭脳を見せ付けたキリハには、様々な相談事が寄せられるようになった。おかげでキリハには自分でお茶を淹いれる暇ひまさえない。孝太郎はその逆で、少々暇を持て余していた。戦いが始まらないと今一つ役に立たないし、出歩くと注目の的になってしまう。そんな訳で孝太郎はキリハの仕事のアシスタントのような事をやるようになっていた。

「まるで戦いが起こった方がよかったかのような口ぶりだな？」

「そんな筈ないだろ。単純に驚いているんだよ、キリハさんがここまでやれる人だって事をさ」

「それは違う。ガルバウダ卿とその家臣、領民達たちが勝っただけだ。我は単に、彼らが健すこやかな者達である事に賭かけただけだ」

　キリハが立てた作戦には、実は幾つものバリエーションがあった。皇国軍がどう攻めてくるのかによって対応は変わるから、全すべての結末で犠牲が少なかった訳ではない。だが収集した指揮官自身の情報や、彼と領民達との関係に関する情報などからすると、電でん撃げき的てきに決着が付く作戦を選せん択たくする可能性が高いと思われた。市街地や人命を尊重するなら、早く決着を付けるしかないからだ。魔法の武器があるから奇襲作戦を使いたい軍上層部の考えとも一いつ致ちしている事からも、その可能性は高いと思われた。

　実際戦いが始まると、ガルバウダ卿は終始敵味方民間人、全ての犠牲を最小限にしようという動きを見せていた。そして指揮下にある兵士達も忠実にその指示に従い、一糸乱れぬ動きを見せた。彼らは規律正しく、仲間を大切にし、命を浪費しなかった。殆ど犠牲がなかったのは、彼らがこういう彼らであったからこそだ。もしガルバウダ卿と領民達の関係が悪ければ、犠牲はもっと大きかっただろう。

「という事は、ティアとエル………というより、マスティル家の勝利とも言えるな」

　孝太郎はそう言いながらキリハの前にお茶とお菓子を置く。今日のメニューはエルファリアから貰もらった紅茶と、ルースが手配した焼き菓子。どちらもフォルトーゼ特有のものなので、地球から来た面々には好評だった。

「うむ。この星の運営が健やかだったからこそ、ガルバウダ卿とその領民達が健やかであった。マスティル家の伝統と誇りが勝利をもたらしたという解かい釈しやくも、決して間ま違ちがいではないだろう」

　キリハはコンピューターを操る手を休め、紅茶のカップを手に取った。朝から仕事に追われていた彼かの女じよも、ここで一いつ旦たん小休止。一度紅茶の匂においを嗅かいでから、その柔やわらかな唇くちびるをカップに付ける。孝太郎は彼女が小休止に入った事を確認すると、胸の奥に抱かかえていた心配事を切り出した。

「ところでそのガルバウダ卿の事なんだが………難しい立場になったよな？」

　戦いは新生フォルトーゼ正規軍の大勝利だったが、それだけに負けた側のガルバウダ卿は大きく評判を下げた形になっている。ガルバウダ卿は立派な人物だったから、孝太郎は彼の今後を心配していた。

「そうだな。このまま解放して帰らせれば、彼には非常に高い確率で軍法会議が待っている。数字だけを見れば、交戦せずに降参したと言わざるを得ない」







[image: ]







　新生フォルトーゼ正規軍は基本的に捕ほ虜りよを取らない。それはやむを得ず戦った国民を拘こう束そくするという事になるからだ。しかしその方針に従ってガルバウダ卿を返した場合、彼とその家には過か酷こくな未来が待っている。孝太郎はそこを心配していた。

「宇宙港が消えたという言い訳は、流石さすがに軍法会議では通じないよな」

「うむ。エゥレクシスはヴァンダリオンに魔法や霊れい力りよくを使った兵器を提供しても、その技術や原理などに関しては伏ふせているだろう。後で成り替わろうというのだから、その中ちゆう核かくとなる部分まで提供している筈はない。そうなると審しん問もんはガルバウダ卿に不利だ」

　ガルバウダ卿とその指揮下にある二個大隊は、キリハの策によって完全に惑わされ殆ど戦わない内に降伏した。彼らが勝てないと考えた理由は宇宙港が消えた事が原因だ。彼らは魔法を知らないから、まともな対応が取れなかったのだ。しかし同じように魔法を知らない軍法会議は自然とガルバウダ卿の怠たい慢まんや臆おく病びようさ、あるいは新生フォルトーゼ正規軍との内通を疑うだろう。その判決が悪いものになる事は明らかだった。

「そこで相談なんだが………何とかならないか？」

　孝太郎は手近なデスクにお盆を置くと、キリハの顔をじっと見つめる。孝太郎はガルバウダ卿が酷い目に遭あうと分かっていて解放するのは間違いだと思っていた。たとえ本人がそれでいいと思っていたとしても。しかし捕虜を取らないのが新生フォルトーゼ正規軍の方針なのは間違いないから、上う手まい落としどころが見付からなかった。そこでキリハに相談する事にしたのだ。

「捕虜は取らない。でも帰すと危ない。普通に処理したら、あの人はまずい事になる」

「ふむ………ガルバウダ卿は我が軍の機密を知ってしまったから、情報漏ろう洩えい対策で一時的に解放しないというあたりが妥当ではないか？」

「機密って？　魔法とかか？」

「汝なんじだ」

「俺おれ？」

「ここに伝説の青騎士本人がいるという情報は、新生フォルトーゼ正規軍の最高機密だ。その情報が漏もれないようにするのは当然だろう？」

「なるほどなぁ………俺の情報かどうかはともかく、そういう方向に持って行けばいいって事か」

　キリハは孝太郎の悩なやみにも明快な答えをくれた。情報漏洩の観点から敵の将校を返せないというケースは現実的に起こり得る。その情報が古くなるまでは軟なん禁きん状態で留め置くというのは良い落としどころだろう。

「我は汝の情報がいいと思うが」

「キリハさん、俺を困らせて遊んでるんだろう？」

「もちろんそれもあるが、汝の情報なら漏洩しても公式に認めない限り問題がないから、実際にガルバウダ卿に教えてしまう事が出来る。そうなれば誰も嘘うそをつかずに済む」

「うっ………」

　その情報として孝太郎の正体を利用するのは良い手だろう。荒こう唐とう無む稽けいに見える真実なので、この状況下ではプロパガンダと思われてしまうから公式に認めるのは難しい。それでいて既に国民の多くが孝太郎と青騎士の関連性を疑っている状況なので、漏洩したところであまり情勢に変化がない。それでも機密は機密、公式に認めるとしても戦後になるだろうから、ガルバウダ卿を守るには十分だろう。

「汝がガルバウダ卿に自己紹しよう介かいの一つもしてくれば、彼は守られる。難しい事ではあるまい？」

「………やっぱり面白がってるよな、キリハさん？」

「うむ、さっきもそう言っただろう？」

　問題があるとすれば孝太郎の気分の問題だろう。この方法だとキリハやティアの気分は最高なのかもしれないが、孝太郎はそうではない。成り行きでこうなっただけなので、やはり自分で青騎士だと名乗るのは恥ずかしかった。

「やれやれ、他ほかに手がなかったらそうするよ」

「無いと良いな？」

　キリハは困り顔の孝太郎に笑いかけながら、お茶用のお菓子に手を伸のばす。その笑顔といい仕草といい、どことなく子供じみた印象がある。それは孝太郎以外にはなかなか見せないリラックスした姿。お茶と孝太郎との対話が、息いき抜ぬきになったようだった。

　自分の問題は片付いたし、キリハも息抜きが出来た。そこで孝太郎は、そろそろ仕事に戻る事にした。キリハのアシスタントもそれはそれで仕事は多いのだ。

「キリハさん、お茶とお菓子以外に必要なものはあるかい？」

「汝だ」

「おい」

「これは別に、冗じよう談だんで言っている訳ではない」

「………どういう意味だ？」

「残念な事だが………これから勝つ為ために消費する、命の計算をしなければならない。だから汝が必要なのだ」

「そっか………何をすればいい？」

「これまで通りに手伝ってくれていれば構わない。ただ、ずっと傍そばにいて欲しいのだ。この悲しい計算が、終わるまではな………」

　キリハは確かに大人びているし、その頭脳は誰よりも優れている。だがそれは人が死んでいく事をより正確に感じ取れるという意味でもある。ここまでは犠牲を上手く避ける事が出来たが、この先はそうもいかなくなる可能性が極きわめて高い。作戦立案時に人の死を前提にしなければならないという事は、まだ少女である彼女の心に大きな負担をかける。キリハには今こそ孝太郎が必要だった。

「分かった、ずっと居るよ。それと………終わるまでは何でも好きなだけワガママを言って良いからな？」

「うん。ありがとう」

　だからなのだろう。この時キリハが孝太郎に向けた眼まな差ざしと笑顔は、安堵と甘あまえとが同居した、幼い少女を思わせるものだった。










　そうやってキリハが作戦立案に頭を悩ませ始めた頃。ティアもまた難しい問題に直面していた。彼女は今、エルファリアと共に再び会見の席上にいる。先だっての宇宙港防衛戦について、質疑応答を行う為だった。前回同様に遠えん隔かく地ちから通信回線を通じての会見ではあるが、ティアもエルファリアも全てを包み隠さず話すつもりでいた。

『―――という経けい緯いで間違いありませんか、皇帝陛下』

「そうなりますね。安全上の問題で人的、技術的な部分までは話す事が出来ませんが、作戦立案から実行まで、多くの部分にサトミ騎士団が貢こう献けんした事は確かです」

『そうなりますと今回もまたサトミ卿の存在がクローズアップされてくるのですが、皇女殿下、やはりあの方が何者であるのかは御お話はなし頂けませんか？』

「えと………今のところ、わらわから話せる事は、あの者とは旅先で出会ったという事だけじゃ！」

　この日の会見でも、ティアは防戦一方だった。今回はエルファリアによる政治的な意思の表明がなかったので、宇宙港防衛戦の顛てん末まつについての質疑応答に多くの時間が割さかれていた。するとどうしても作戦を主導した人物についての言げん及きゆうを避ける事が出来ない。またこの戦せん闘とうで犠牲者が極きよく端たんに少なく、しかもその決着が説得であった事などが影えい響きようし、青い鎧の騎士―――孝太郎に更なる注目を集める結果となっていた。そして国民の関心事は即すなわち記者達たちの関心事。記者達からはティアに対して、孝太郎に関する質問が相次いだ。しかしティアにはその質問に対する十分な答えが用意出来なかった。

『しかし殿下、それでは国民は納なつ得とくしませんよ！　あの常識外れの強さ、皇国軍を完全に手玉に取った知略、にもかかわらず安易に戦いで決着を付けない気高さ。しかも青い鎧を着ている！　どうか仰おつしやって下さい殿下！　あの方が一体どのような方なのかを！』

「言えぬ！　複雑な立場の男だと申しておろう！」

　孝太郎と青騎士を繋つなげて考える国民は日増しに多くなっているが、タイムトラベルを含ふくむ全ての事情を理解して貰えるかどうかという話になると疑ぎ問もん符ふが付く。だからエルファリアと軍部が対立している間は、彼女の主張の印象を変えてしまう恐れがあるので答えられなかった。その意味においては、孝太郎が青騎士の子孫ぐらいの話であった方が扱あつかいは簡単だっただろう。そして恐らく、国民と記者はそれを聞きたがっている。だからこそ真実を語れない。ティアの状じよう況きようは非常に厳しいものだった。

『それではあの銀ぎん髪ぱつの女性は!?』

「ほ、ほへっ？」

『皇帝陛下と皇女殿下が演習弾だんで撃たれかけた時、不思議な力で曲くせ者ものを弾き飛とばした、この銀髪の女性の事です！』

　この時に質問に立っていた記者は、孝太郎が突とつ破ぱ口こうにならない事は見み越こしていた。そこで記者が目を付けたのが孝太郎の周りにいるある人物だった。それは先日の暗殺未み遂すい事件において、孝太郎の傍でティアとエルファリアを守った不思議な少女。彼女は美しい銀色の髪を持ち、額には剣の紋もん章しようが刻まれている。青騎士の伝説には、その容姿に該がい当とうする人物が一人だけ存在している。記者はその少女―――晴はる海みの立体映像を空中に投とう影えいしながら、更に畳たたみかけた。

『お答え下さい殿下！　この方は何者なのですかっ!?』

「あ、あうぅ………えっとぉ………」

　ティアは思わず口くち籠ごもる。流石に晴海の話が飛び出すなど予想外で、どう答えたものか分からなくなっていた。

『この方なら何者なのかをお答え頂けますよねっ!?』

「それはそのぉ………コータローの………サトミ卿きようの騎士団の団員なのじゃが………」

『もっと詳くわしくお願い致いたします！』

「ええと………」

　ティアは完全に追い込まれていた。懸けん命めいになって孝太郎に関する質問をやり過ごそうとしていたところに、横から晴海に関する質問が飛び出してきた。記者の質問の意図は明らかだが、もちろんそこには答えられない。芋いも蔓づる式しきに様々な事実を話さねばならなくなるからだった。

「少し落ち着きなさい、ティア」

　そんなティアに、エルファリアが助け舟ぶねを出した。彼女は困っているティアを放っておく事が出来なかった。本当は皇女の義務と放っておくつもりでいたが、あまりにティアに不利な状況になったので、彼女の母親の部分が顔を出したのだ。

「は、母上………？」

「時期的に話せない事は、話せないで構わないのですよ。ただし、絶対に嘘だけはつかぬように。それが私達を信じてくれる者達への誠意です」

「………はい、分かりました」

　母親の顔を見て、その言葉を聞いた事で、ティアは少しだけ冷静さを取り戻した。そして一度大きく深呼吸をすると、再び通信回線の向こう側にいる記者と向き合った。

「………全てを語る事が出来ない事は、申し訳なく思っておる。そなたらが気になっているのもよく分かる。事が事じゃからの。じゃが、一度冷静になって考えて欲しい」

　ティアは一つ一つ慎しん重ちように言葉を選んで話し続けた。言えない事は伏せつつも、決して国民達を裏切らないように。そうしながら、ティアは改めて感じていた。皇族であるという事は、こんなに大変な事なのか、と。だがティアは投げ出さない。彼女には最高の皇族でなければならない事情があるのだ。それは彼女の想おもい人が最高の騎士であるから。だからティアは敢かん然ぜんとその困難に立ち向かっていった。

「もし仮に、あの者達が青騎士に縁ゆかりの者達だとしよう。仮にじゃぞ？」

『はい、仮に、ですね』

「その者が、自分から青騎士の関係者ですと言うと思うか？　青騎士は国を乱さぬように去ったのじゃぞ？」

『では青騎士の縁えん者じやだろうがそうでなかろうが、彼かれらは無関係の立場を貫つらぬくと？』

「その通りじゃ。本人に確認した訳ではないが、恐らく間違いないじゃろう」

　ティアはそこまで言うと一度息をついた。ティア達は立場上話せないし、孝太郎も恐らく言わないだろう。その辺りの事は上手く伝えられたのではないかと思っていた。しかし記者はそうは思わなかった。

『あれっ………？　ちょっと待って下さい殿下、何な故ぜ御ご本ほん人にんに確認する必要があるのですかっ!?　あくまで仮定であって、関係はない筈ではっ!?』

「しまったっ!?」

『やはり、本当に青騎士に所しよ縁えんがある方達なのですねっ!?』

「ノッ、ノーコメント！　ノーコメントじゃっ！」

　ティアの立場だからこそ出てしまった、真実のひとかけら。それを引き出した記者だけでなく、多くの記者達が興奮気味に身を乗り出している。ティアが言葉を誤ったのは明らか。おかげで彼女の苦境はもうしばらく続きそうだった。










　ティアが記者達から解放されたのと、キリハの仕事が一通り片付いたのは、殆ど同じようなタイミングだった。おかげで二人は一いつ緒しよに休きゆう憩けいを取っている。忙いそがしい二人なので、顔を合わせたのはしばらくぶりだった。

「会見はやり直しが効かぬからのう。ふあぁぁ………神経が擦すり減ってしまった。しばらくやりとうない」

　ティアは休きゆう憩けい室しつのソファーにぐったりと身体からだを預けていた。普ふ段だんは活動的で強い力を感じさせるティアだから、そうしていると小さな身体が一層小さく見える。大きく疲ひ弊へいしているのは明らかだった。

「………それは災難だったな、ティア殿どの」

　キリハの方は一見普段通りだった。だがそれはあくまで他人が見た場合の話で、孝太郎達にはちゃんとキリハの疲ひ労ろうが伝わっている。彼女が消しよう耗もうしているのは心と魂たましい。人の生死を冷れい徹てつに計算し続けた結果だった。

「ねー、キリハ。あたしのチョコ食べてもいいよ」

「ありがとう、早さ苗なえ」

「ティアも口開けて」

「あーん」

「ぽいぽいっ」

　今日の早苗は普段よりも優しい。普段の早苗はお菓子の袋ふくろを開けると真っ先に自分で食べるのだが、今日に限ってはキリハとティアに譲ゆずった。霊力が見える早苗だから、二人が大きく消耗しているのが分かるのだ。そんな早苗が特に気にしているのがキリハだ。消耗具合ではティアの方が上だが、キリハの消耗はティアのそれとは少し性質が異なる。放っておきたくなかった。

「キリハ、肩かた揉もんだげるよ」

「今日はサービス満点なのだな、早苗」

「良いい女は自分の活かつ躍やくの機会を逃のがさないのです」

「ふふふ、そうか。では頼たのむ、早苗」

「頼まれた！」

　早苗は頭できちんと理解していた訳ではないものの、なんとなくキリハには人のぬくもりが必要だと感じていた。それがこの肩揉みという行動になった。そしてぬくもりを注ぐ人数は多い方がいいと思うから、手近なところに助けを求めた。

「孝太郎孝太郎、あんたもどっか揉んでやって！」

「馬ば鹿か野や郎ろう、そういうのは女同士でやれ！」

「どこでもいいんだよ、おっぱいとかさ」

「肩以外は特に女同士でやれ！」

　早苗の言いたい事は孝太郎にも分かる。基本的には大賛成だった。しかし男の孝太郎がそこに加わるとなると、肩以外は妙みような事になる。たとえキリハがそれを望んでいるとしても。そんな訳で孝太郎は早苗の要求を敢然と拒きよ否ひした。

「孝太郎もキリハも得するんだから、意地を張らずにやればいいのに」

　早苗には孝太郎の選択が無意味なものに感じられていた。早苗は楽が出来るし、孝太郎はキリハを揉み放題。キリハは回復が早まる上に、孝太郎とスキンシップが出来る。早苗の考え方だと、孝太郎は全員に利益があるお得な手段を放ほう棄きしたのだ。

「ふふふ、その辺りを察してやるのも良い女なのではないか？」
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「そっか、それもそーだね。よし、今回はあたしが頑がん張ばろう！」

「期待している」

　当のキリハに諭さとされた早苗は、いつになくやる気を出して肩を揉み始める。この調子ならキリハが元気になるのも早いに違いないだろう。

「ねぇティアちゃぁん、素そ朴ぼくな疑問があるんですけれどぉ」

　休憩室にはゆりかの姿もあった。彼女はこれまで地球から持ち込んだお菓子を食べながら、フォルトーゼで入手した漫まん画がを読んでいた。しかしティアとキリハの話が終わったようなので、ゆりかは思い切って気になっている事を訊たずねてみる事にしたのだった。

「なんじゃ？」

　ティアはソファーに寝ね転ころんだまま、目だけを上げる。ゆりかは上下反対になったティアと視線を合わせると、本題を切り出した。

「なんというかぁ………里さと見みさんの鎧よろいが青いからぁ、フォルトーゼの人達は気になっている訳じゃないですかぁ？」

「んー、まあ………そうじゃな。我が国くにの人間にとっては、鎧の色が青いという事には、特別な意味がある。注目せずにはおれんじゃろう」

　ティアはそう言うと大きく口を開ける。ゆりかはそこにポテトチップを押おし込むと、続きを話した。

「だったらぁ、里見さんの鎧を別の色に塗ぬっちゃえば良いんじゃないですかねぇ？　ピンク色とかぁ。そうすればぁ、みんなの興味はそれ程ほどでもなくなるんじゃないかと思うんですよぉ」

　ティアが困っているのは、孝太郎が注目を集めてしまうから。その理由は孝太郎が青騎士を思わせるから。そこには間違いなく鎧の色が影響している。だとしたら孝太郎の鎧の色を変えてしまえば、国民の興味が削そがれ、ティアの負担が軽くなるのではないか。この考えはゆりかにしては非常に合理的で、一緒に話を聞いていた少女達の多くが、確かにそうかもしれないと感じていた。

　ぼりぼり、ごくんっ

「嫌いやじゃぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　だがティア当人はそうではなかった。彼女は大おお慌あわてでポテトチップを噛かみ砕くだくと、全力で否定した。おかげでポテトチップの破は片へんが口から飛び出し、ゆりかに当たったほどだった。

「そんなの絶対に嫌じゃあぁぁぁぁぁっ!!」

「でもでもぉ、そうした方が会見楽ですよぉ？」

「孝太郎の鎧は青じゃなきゃ嫌なのじゃあっ!!　絶対に青が良いのじゃあっ!!　他の色は嫌じゃあぁぁぁぁっ!!」

　ティアはソファーに横たわったまま、手足をバタバタと大きく振ふり回まわして不満を表現する。彼女は身体が小さい事もあって、その姿はまるでおもちゃを買って貰えない子供のようだった。

「アホだコイツ………」

　孝太郎はティアの皇女らしくない姿に呆あきれていた。するとそんな孝太郎の呟つぶやきを聞きつけたティアは全身のバネを使って跳ね起おきると、まるで野生動物のように両手両足で地面を蹴けってほんの一いつ瞬しゆんで孝太郎の目の前にやってきた。そしてその細く優美な指を孝太郎の顔に突つき付ける。

「ならばそなたは別の色がいいというのかっ!?　本当にそう思うておるのかっ!?」

　ティアはその大きな瞳ひとみでじっと孝太郎の瞳を覗のぞき込む。その瞳に宿っている健やかな光を見た孝太郎は、ティアが実は鎧の色ではない物を問うている事に気付いた。

　―――そうか、お前それで………。

　真にティアが孝太郎に問うているのは、青以外の鎧を着て、二千年前の世界で出会った人々の前に立てるのかどうか。アライアやシャルル、他の少女達。そして共に戦った兵士達や、支えてくれた国民達の前に立てるのかどうか。それに対する孝太郎の答えは決まっていた。

「………いや、青でいい」

　それ以外に答えはない。名乗るかどうかはともかく、青騎士として胸を張り続ける事が共に生きた人々に対する誠意、そして騎士の道だった。

「ふふん、それでよいのじゃ、我が騎士よ」

　孝太郎の答えを聞いて、ティアは満足げに大きく頷うなずいた。そして同時に孝太郎の鼻先に指を突き付けていた手がそのまま伸びて、孝太郎の頬ほおを優しげに撫なでていく。それはほんの一瞬の出来事だったが、頬を撫でたティアの手に多くの想いが込められている事は孝太郎にも伝わっていた。

「………主従揃そろってアホね………」

　もちろんその辺りの事情は見ている側には伝わらない。ティアと孝太郎が無用の苦労を背せ負おっているようにしか見えないから、早苗の指し摘てきは辛しん辣らつだった。










　ヴァンダリオンは宇宙港を奪だつ取しゆする作戦を立てて軍を出だしたものの、作戦には失敗。これにより新生フォルトーゼ正規軍及およびエルファリアの評判は更に高まった。また作戦が裏目に出た訳なので、激しい性格のヴァンダリオンは怒いかり狂くるっていてもおかしくはない。だが奇き妙みような事に、彼は作戦が失敗しても冷静なままだった。

「ふん、予定通りか」

　ヴァンダリオンはエルファリアの会見を眺ながめながら果実酒―――地球なら赤ワインに近い果物の発はつ酵こう酒しゆ―――を飲んでいる。その表情にはエルファリアに対する敵対意識こそあるものの、戦いに負けた事に対する怒りは存在していない。今の彼には果実酒の味を堪たん能のうするだけの十分な心の余よ裕ゆうがあった。

「第一段階は成功と考えて宜よろしいでしょう。流石に宇宙港をつつかれては、エルファリアも出て来ない訳にはいかなかったようですな」

　そしてヴァンダリオンの参謀を務めるグラナード長官は、むしろこの結末に満足している様子だった。宇宙戦せん艦かんが利用出来る宇宙港が奪うばえなかったのだから、本来は焦あせったり後悔したりして良い筈はずだ。にもかかわらずそうなっていないのには訳がある。実は宇宙港へ攻こう撃げきして防がれるというのは、より大きな作戦の為の布石だったのだ。

「本格的な反はん抗こう作戦には宇宙港は必ひつ須す。このタイミングで我々に奪われれば連中は『アライア』に釘くぎ付づけになる。それを避さける為には多くの兵を出さざるを得ない―――よく考えたものだな、グラナード」

「こうなってしまえば、連中は守る為にも、決着を付ける為にも、多くの兵を集中させる必要があります。そこへこちらが兵を差し向ければ、自然と犠ぎ牲せいは多くなる。エルファリアのプロパガンダもここまででしょう」

　新生フォルトーゼ正規軍はこれまで、フォルトーゼ全域で小規模な戦いを繰り返かえしてきた。感覚的には、戦いというよりも小こ競ぜり合あいという表現の方が相応ふさわしいだろう。おかげで犠牲者は少なく、新生フォルトーゼ正規軍が一方的な勝利を収める事も多かった。そしてそういう小さな勝利を重ねる事で支し援えん者しやが増え、兵力も増大。大規模な反抗作戦に移る下地が整い始めた。

　そうなると問題になるのが兵力の移動だ。これまでは各地でバラバラに戦っていればよかったが、大規模な反抗作戦をするとなると兵力を一ヶか所しよに集める必要がある。そこで必要になるのが宇宙港だ。宇宙港は人の運うん搬ぱんにも物資の運搬にも必要で、大規模な反抗作戦の要となる重要な場所。つまり宇宙港は新生フォルトーゼ正規軍のアキレス腱けんだった。そのアキレス腱を攻せめられれば、正規軍としては兵力を集めて守らざるを得ない。これまではそうではなかったが、今というタイミングではそうせざるを得なかった。

　そしてその兵力の集中こそが、ヴァンダリオンとグラナードが待っていたもの。戦闘というものは規模が大きくなれば大きくなるほど、一方的な結末が起こらなくなる。大兵力は隠かくす事が出来ないから、往々にして正面激げき突とつになるのだ。そうなれば戦いは多大な犠牲を伴ともなうようになる。エルファリアが国民から支持されているのは、犠牲が少ない戦い方を貫いてきた影響が大きい。伝説のアライア皇女の戦いがイメージされるからだ。だから戦闘を大規模化する事で強制的に犠牲が出るように仕向け、エルファリアの支持を削ぐ。それがヴァンダリオン達の狙ねらいだった。

「後は大規模な戦いが出来るかどうかだが………その辺りはどうなのだ？」

「兵力的な問題はありません。敵が兵力を集中させたおかげで反乱の危険性が下がり、こちらも兵の移動が可能になりました」

「今回のような大規模な撹かく乱らんに対する対策は？」

　宇宙港での戦いにおいて唯ゆい一いつ予想外だったのが、新生フォルトーゼ正規軍が行った非常に大規模な撹乱作戦だった。同じ事が起こると、ヴァンダリオン達の目もく論ろ見みが崩くずれる可能性が存在する。対策が必要だった。

「ＤＫＩの御おん曹ぞう司しが虎とらの子の特とく殊しゆ部隊を出して対応すると確約しました」

「エゥレクシスめ、今度は何が狙いだ………？」

　撹乱作戦の他にも心配事はある。銀河規模の複合企き業ぎようＤＫＩの総そう帥すい、エゥレクシス。彼が保持する技術は軍のそれを大きく上回る。エゥレクシスはその技術を提供する事で、軍部への影えい響きよう力りよくを強めつつある。このままエゥレクシスに依い存そんすれば、エルファリアを倒たおした後の政治体制において、彼が大きな発言力を持つようになるだろう。それはヴァンダリオン達にとってあまり喜ばしい事ではなかった。

「まあいい。ここでエルファリアの力を削ぐ事が出来れば、あの青二才の力は必要なくなる。『あれ』を使うぞ、グラナード」

「しかしヴァンダリオン様、『あれ』はまだ未完成です。出しゆつ撃げきには早過ぎます！」

「折せつ角かく運び込んでおきながら、使わぬ手はない。それに完成していないのは宇宙戦の対策と装備なのだろう？　地上で戦う分には今のままで問題はない。違ちがうか？」

「確かにそうですが………エルファリアに犠牲を強しいる為に、そこまでする必要があるのですか？」

「あるとも！　女め狐ぎつねのプロパガンダを打うち砕くには、誰だれにでも明らかにそれと分かる勝利が必要になる！　その為にはプロパガンダの中核を成す、あの青い鎧の騎き士しを殺す事が最も効果的なのだ！　その為になら何を使っても構わん！」

　だが今はエゥレクシスよりもエルファリアが問題だった。そして早々にエルファリアの力を削げれば、エゥレクシスなど問題ではなくなる。そしてエルファリアの力を削ぐ為には、敵味方双そう方ほうに多くの犠牲を出す事と、象しよう徴ちよう的てきな存在になりつつある青い鎧の騎士を殺す事が有効だった。

「殺せぇっ、青騎士を殺すのだっ！　今度こそ！」

　ヴァンダリオンの胸の内には、身体の奥おく底そこから湧わき上あがる強い衝しよう動どうがある。それは青い鎧の騎士に対する激しい憎ぞう悪おと殺意だ。自身の魂すら焼き尽つくすかのように、負の感情が地じ獄ごくの業ごう火かの如ごとく燃え盛り、ヴァンダリオンを突き動うごかしている。エルファリアを倒す為に騎士を殺したいのか、それとも騎士を殺す為にエルファリアと戦うのか、今の彼にはその明確な区別はなかった。










　ヴァンダリオンは次の戦いで奥おくの手てを使う―――そう真ま耶やから報告を受けたエゥレクシスは、仕事で使っている革かわ張ばりのチェアに深く腰こし掛かけると、腕うでを組んで考え込んだ。

「支し援えん要よう請せいがあったから、あるいはと思っていたが………『あれ』を使うという事は、彼らはコータロー君を殺すつもりのようだね」

「エルファリア側は、あの坊ぼうやが情報戦の要になっているものね。ヴァンダリオン達にとっては早々に排はい除じよしたい相手でしょう」

「コータロー君が完全に世論を動かす前に倒してしまおう―――まあ、順当な考え方だと思うよ」

　エゥレクシスはヴァンダリオン側の思おも惑わくに気付いていた。やはりフォルトーゼの人間には孝太郎の存在は無視できない。だからこのまま孝太郎を放置すれば着実に戦果を挙げ、世論に対して大きな影響力を持つようになるのは明らかだ。その前に何とかするべきだという考え方は、エゥレクシスも合理的だと考えていた。

「それにしても………てっきり『あれ』はウィルス兵器の目くらましで持ち込んだんだと思っていたんだけれど、それだけじゃなかったのね」

「彼らは狡こう猾かつだよ。ウィルス兵器が防がれた今、『あれ』に注目している人間はいない。コータロー君のところの軍師も、流石に見落としているんじゃないかな」

「仮にあの娘こが見落としたとしても、正面対決になるだけでしょう？　『あれ』で坊や達に勝てるのかしら？　混こん沌とんに呑のまれて暴走状態になったタユマやパープルさえ退けた連中なのよ？」

　エゥレクシスと比べると、真耶は懐かい疑ぎ的てきだった。孝太郎達たちの強さは誰よりもよく知っている。彼女はそれを何度となく体験していた。だから幾いくら奥の手があるのだとしても、それだけでヴァンダリオン達が勝てるとは思えない。これは真耶が自分達の強さを知っているからこそ出て来た反発心でもあった。

「私は勝てると思うよ。確かにコータロー君達は強い。しかし戦いがより大規模なものになった時点で、彼らが強いだけでは勝てなくなってしまった」

「たかだか十人程度では、千人を遥はるかに超こえる規模の味方は守れない？」

「そうだと思うよ。しかも『あれ』以外にも通常戦力があるからね。明らかにコータロー君達の手に余る」

「なるほど、意味が分かって来たわ」

　確かに孝太郎達は強いが、数が少ないという決定的な弱点がある。おかげで戦闘の規模が大きくなった場合には、孝太郎達だけが勝って、戦闘全体では負けているという状況が起こり得る。突出して強い一ひと握にぎりの兵力は、大規模な戦いではあまり意味がないのだ。特に今回のヴァンダリオンの狙いは敵味方双方の兵力の浪ろう費ひにある。ナナを入れても十一人しかいない孝太郎達では、兵達を守れないのは明らかだろう。

「そして『あれ』はパワーだけなら従来型の兵器を大きく上回る。何らかの手段でコータロー君達の連れん携けいを断たつ事が出来れば『あれ』のパワーで押し切きれる」

「………ヴァンダリオン達からＤＫＩに支援要請が来ている。もし私達がレインボゥ達の魔ま法ほうの無力化だけでなく、より踏ふみ込んだ協力をした場合には―――」

「そうなんだよ真耶。私達の立ち回り方次し第だいで、ヴァンダリオン達はコータロー君達に勝ってしまうんだ」

　技術の提供でもダークネスレインボゥの介かい入にゆうでも構わない。何らかの手段で孝太郎達が不利になるように仕向ければ、ヴァンダリオン達は戦闘に勝利し、場合によっては孝太郎そのものを殺すという、より上位の目的をも達するかもしれない。それがエゥレクシスの読み。そして真耶も、今の時点ではそれが正しいと感じるようになっていた。

「それで貴方あなたはどうするつもりなの？　………というより、どうしたいの？」

「問題はそこだね」

　ギッ

　エゥレクシスはデスクに肘ひじを突き、再び考え込んだ。エゥレクシスはまだ権力構造に入り込めていないから、このタイミングでヴァンダリオンに勝たせるとまずい事になる。その観点からするとヴァンダリオン達に協力するふりをしながら、ギリギリで孝太郎達が勝てるような道を残してやるのがベストと言える。この場合はゆりか達が使う魔法を妨ぼう害がいする程度まで協力するのが良いだろうと思われた。

「よし………ここは我々の総力を挙げ、軍部を支し援えんしよう」

「ちょっと待ちなさいエゥル!!　本気で言っているの!?」

　だがエゥレクシスが出した結論は真逆のものだった。これを聞いた真耶は目を剥むき、自身もデスクに手を突いてエゥレクシスと正面から向き合った。彼かの女じよの考えは逆で、エゥレクシスが軍部への影響力を強める時間を稼かせぐ為に、秘ひ密みつ裏りに軍部を妨害をしようと考えていたのだ。

「本気だよ。確かめたくてね」

「確かめる？　何を？」

「それでもコータロー君が勝つって事を」

　エゥレクシスは大おお真ま面じ目めだった。彼にはかねてから気になっている事があった。それを確かめる為には、孝太郎を危機的な状況に追い込むのが手っ取り早い。その為の手段として軍部に積極的に協力する事にしたのだ。

「呆れた。不利な状況に追い込んで、なおかつ坊やに勝って欲ほしいの？　ずいぶん歪ゆがんだ愛情ねぇ？」

「正確には少し違う。もしコータロー君が私の思っている通りの人物であるなら、この程度では負けない。逆に我々が手を抜ぬいたりすれば、彼が私の思っている通りの人物でなくても勝ってしまう」

「坊やが何者であるのかを見み極きわめる為に、あえて全力で軍部に手を貸すというの？」

「そういう事になるかな」

「それで坊やが負けたらどうするの？　困るんじゃないの？」

　真耶はエゥレクシスの考えを聞いた事で驚おどろきは収まったものの、完全に呆れ顔がおだった。一つの事実を確かく認にんする為に犯おかすリスクが高過ぎるように思えたのだ。

「負けはないよ。これは私の勘かんだがね」

「その勘が外れたら火傷やけどじゃ済まないわよ？」

「この程度の勘を当てられないようなら、どの道私はヴァンダリオンを超えられない。この選せん択たくには私自身の器うつわの大きさを測る意味もあるんだよ」

「………道理ね。フン、面おも白しろくなってきたわ」

　エルファリアの治世を終わらせる事だけがエゥレクシスの目的ではない。最終的にはヴァンダリオンを打倒して、新しい社会を構築するまでが目的だった。その為には今後も数え切れないほど危ない橋を渡わたる事になるだろう。この程度の予測を外すようでは、最後まで乗り切る事は出来ない。今回も今後も、自分とヴァンダリオン、そして孝太郎達の実力を正確に感じ取っているかどうかが問題だからだった。

「ただし厄やつ介かいなのは、コータロー君達が負けないのは確かだと思うんだが、その先が分からない事さ。一方的に勝つのか、痛み分けに近いのか、その時の兵力の損そん耗もうは―――私が一番知りたいのはそこだ。それ次第で我々の今後の立ち回り方が変わってくる」

「あら、場合によっては向こうに付くって事？」

「その可能性もあるよ。想定している展開は何パターンかある」

　もしエゥレクシスが想像した通りなら、エルファリアは表面的な状況とは全く別に、切り札を隠し持もっているという事になる。それを無視すれば、大おお詰づめを迎むかえた時に逆転されてしまう可能性があった。だからエゥレクシスは今回の戦いで軍部に協力し、エルファリアの切り札を覗き見みようとしている。そして問題の切り札がどれだけ強いのかによって、掛かけ金きんを上乗せするのか、勝負から降りるのか、それとも―――という判断を下そうとしていた。実際に問題になってしまう前に、先んじて問題を把は握あくするのは方法論として正しいだろう。そこに多少のリスクがあろうとも。

「ただ全すべてのパターンに共通している事がある」

「それは？」

「全力で軍部に手を貸すけれど、こちらの被ひ害がいは最小限に抑おさえる必要があるって事さ。立ち回り方を変える可能性があるんだから、自然とそうなる。だからなるべく戦闘そのものには参加しない方向でいきたい」
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　確率としてはそう高くはないが、場合によっては軍部と手を切り、新生フォルトーゼ正規軍に鞍くら替がえする可能性がある。その時の事を思うと、ダークネスレインボゥを始めとする特別な戦力が減ってしまう状態は避けたい。そうなると装備や兵器を提供するのと、魔法によるバックアップに注力するのがベストだろう。

「そんな事言ったら、クリムゾンが怒おこるわよ？」

「そこを何とかするのが君の仕事だろう？」

「そんなの御ご免めんだわ。自分でやって頂ちよう戴だい」

「それでもやってくれる君が好きだ」

　戦うのが好きなクリムゾン。そんな彼女に戦うなと告げる役目を真耶に押し付けるエゥレクシス。この時のエゥレクシスの笑え顔がおは過か剰じようなまでに清すが々すがしかった。

「………なんでこういう嫌いや味みな男をパートナーに選んでしまったのか………」

　対する真耶は盛大に溜ため息いきをついて肩を落とす。その身体の殆ほとんどが機械で出来ているとは思えない、見事な落ち込みぶりだった。

「私は感謝しているよ。可能性をくれた君に」

「………良い酒を用意しておきなさい。それで手を打つわ」

「分かった、最高の酒を用意しておこう」

　エルファリアの新生フォルトーゼ正規軍、ヴァンダリオン率いる軍部、そしてエゥレクシス達のＤＫＩ。全ての勢力に異なる目的があり、勝利の条件も一つではない。だから未来はまだ不確定性の雲の中にあった。それでも一つだけ明らかな事がある。それはもうすぐ激しい戦いの時が訪おとずれるという事だった。










　新生フォルトーゼ正規軍は惑わく星せい『アライア』最大の宇宙港を守る事に成功した。だがその結果、宇宙港を守り続けなければならなくなった。今はヴァンダリオン率いる皇国軍に対して大規模な反抗作戦をしようという時だから、宇宙港を取った取られたとやっている暇ひまはないのだ。だが宇宙港に兵力を集中させ続けるのは得策ではない。根本的な部分での問題解決が必要だった。

「こうなってくると、この『アライア』は掌しよう握あくしないとまずいよな？」

　孝太郎はルースが用意した立体映像を眺めながら問題を提起した。孝太郎には二千年前のフォルトーゼでも似たような経験があった。交通の要所、物流の要となる町を支配下に置いても、周辺の環かん境きようが安定するまではその力は十分に発揮されなかった。宇宙港も交通の要所で物流の要。本質的には二千年前と状況は同じだろう。

「うむ。最低でも制空権と制宙権を完全に確保せねば、武装船団以外の離り着ちやく陸りくは現実的ではないじゃろう」

　ティアはそう言いながら、目の前を漂ただよっている惑星『アライア』の立体映像をほっそりとした指先でつつく。宇宙港の上空の安全と『アライア』の軌き道どう上の安全を確保しなければ、大量輸送用の宇宙船は利用しにくい。武装船ならやりようはあるだろうが、武装している分だけ効率が悪いし、物流に使うには数が足りない。やはり早々に『アライア』の掌握が必要だった。

　そしてティアがつついた『アライア』の立体映像は晴海の前を通り過ぎていく。それを見送った後、晴海は手を挙げた。

「あのう、具体的にはどうするんでしょうか？」

　晴海は分かり易やすい説明を求めていた。しばらく前から作戦会議に使っているこの部屋には専門用語が飛び交かっていたから、軍事に疎うとい彼女には話が今一つ分かっていない。もちろんこれはゆりかや早苗、静しず香か辺りも同じだ。特にゆりかと早苗の場合は、何の話をしているのか、その辺から既すでに怪あやしかった。

「具体的には宇宙港の周辺にある皇国軍の基地に攻撃を仕し掛かける。特に重要なのは軌道上の軍事衛星をコントロール出来る基地だ」

　晴海の質問に答えたのは、作戦立案を担当しているキリハだった。彼女は既に作戦を立てているので、この辺りの事情は誰よりも詳しい。

　宇宙港の周辺にある基地を制圧する事で宇宙港上空の安全を確保し、軍事衛星をコントロール出来る基地を制圧する事で軌道上の安全を確保する。そうすれば大量輸送用の宇宙船が使えるようになり、正規軍は活発に活動できるようになるだろう。

「軍事衛星って、この間みたいにパ？　ハッキングだっけ？　出来ないの？」

　静香はキリハのおかげで話が呑のみ込めたが、そのせいで疑問が生じた。位置情報を混乱させた時のように、軍事衛星を混乱させられないだろうか―――これはもっともな疑問だろう。この疑問に答えたのは実際にハッキングを担当したクランだった。

「出来そうだったのが、出来なくなりましたの」

「どういう意味？」

「シズカ、貴女あなたは急に殴なぐられたらどうしまして？」

「ええと………咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよして反はん撃げきするんじゃないかしら」

「そうですわよね？　だから皇国軍は新たにハッキングに対策をしましたの」

「殴られてもボーッと突っ立たっているほど、呑のん気きじゃないって事ね」

「そういう事ですの。流石さすがに懲こりたようですわね」

　宇宙港での戦いでは、皇国軍は位置情報を乱されて酷ひどい目に遭あった。その反省から皇国軍はセキュリティを大おお幅はばに強化した。これにより重要なシステムは物理的にネットワークから切り離はなすなど、思い切った対策が取られている。その為ためシステム同士の連携が鈍にぶくなった訳だが、ハッキングは格段に難しくなった。クランが言った、出来そうだったのが出来なくなった、というのはそういう意味だった。

「結果的に宇宙港の時のような、撹乱して混乱させる作戦は使い難にくくなっています。これはハッキングに限った話ではありません」

　静香とクランの話を受け、ルースがまとめる。どうしてそうなったのかは分からなくても、撹乱を受けて位置を誤ご認にんさせられたという事実は残っている。だから二度目は混乱してくれず、仮にハッキングが可能であっても効果は薄うすくなる。仕掛けは分からなくても、手品だと知っていれば驚かない。今はそういう状じよう況きようだった。

「まあ………同じ詐さ欺ぎに二度以上かかる人間は、ゆりかみたいな人達たちくらいよね」

「それはどういう意味ですかぁっ、真ま希きちゃぁん!!」

「それに重要なタイミングでは、きっとダークネスレインボゥが出てくる。もう一度同じ作戦を使うのは避けた方がいいと思うわ」

　戦術的に見ても同じ作戦を連続して利用するのは愚おろかな事だろう。それが可能なのは正せい攻こう法ほうのみ。奇き策さくを連用するのは愚かである上に、使い続ければ必ずダークネスレインボゥが出てくる。同じ作戦を使うにしても、時間を置くのが普ふ通つうだろう。

「幸か不幸か、俺おれ達たちの次の狙いはこの………ええと、シャルドリッサ基地だ。防衛戦ではなく制圧戦になるから、自然と同じ手は使えないだろう」

　孝太郎は仲間達に考えを伝えながら、自分の言葉の中に気になる単語を見付けた。

　―――シャルドリッサ………シャルル殿でん下かの御お名な前まえを冠かんした基地か………。

　孝太郎は胸の内でそんな事を呟きながら、自分の胸のあたりを見下ろす。今は平時なので鎧を着ていないが、そこには階級章が下がっている。それは木もく片へんと毛糸で作られた、手作りの階級章だった。

『ふぉるとーぜのあおきし　かいきゅう　すごえらい　しゃるる　あらいあ　しんえいたいちょう』

　階級章には右へ左へとのたくった文字でそう書かれている。他人が見れば子供が作ったおもちゃだが、孝太郎はこの階級章を大切にしていた。この階級章は孝太郎にとって特別な意味がある宝物だ。この階級章が胸で揺ゆれている限り、孝太郎は最高の騎士であり続けようとするだろう。

「………どうした、コータロー。腹でも減ったか？」

　自分の胸を見下ろしている姿は、見方によっては腹を見下ろしているように見える。だから隣となりの席に座すわっていたティアは、孝太郎は腹が減ったのではないかと解かい釈しやくし、その視線に割り込むようにして孝太郎を見上げた。

　―――シャルル………殿下？

　不意に階級章の向こう側へ現れた、ティアの顔。小首を傾かしげるようにして孝太郎を見上げているその顔は、記き憶おくの中にある想おもい出での人物のそれによく似ていた。そしてこの時のティアの言葉も。

「ああ、そんなところだ。だからティア、この会議が終わったら何か食いに行こう」

「仕方のないやつじゃのう」

「お前は要いらないのか？」

「そんな事は言うておらん。わらわも絶対に行くからな。よいな、一人で勝手に行くでないぞ!?」

　階級章をくれた人達は、ティアの中で今も生き続けている。それを感じた孝太郎は、今後の戦いへの想いを新たにした。

　―――御ご安あん心しん下さい、殿下。国民と国は必ずお守り致いたします。

　それはティアに対する想いなのか、それとも記憶の中の人々に対する想いなのか。孝太郎にはその明確な区別はない。しかし想いが区別出来ない事を、孝太郎は嬉うれしく思っている。それは二千年の時を経ても、皇家の望みが少しも変わっていないという事だからだった。










　作戦の詳しよう細さいを詰つめる段階になると、キリハ達の話は非常に高度なものになる。すると現代戦には疎い孝太郎や、そもそも戦せん闘とう向きではない者達は、別の作業に当たる事になる。この時孝太郎が担当していたのは、自分が率いる部隊の人選だった。兵士に必要な資質は何年経たとうが変わらないから、孝太郎もこの作業なら可能だ。ただしシャルドリッサ基地に攻めこむ為の部隊なので、相当に柔じゆう軟なん性せいと信しん頼らい性せいが求められる難しい作業だった。

「ねーねー孝太郎、このロボットのおじちゃん達も連れて行こうよ。絶対連れてった方がいいって！」

　早苗は孝太郎の手伝いを担当していた。彼女はルースが集めてくれた兵員の資料を孝太郎と一いつ緒しよに眺めている。そこには志願時に記入された直筆のサインも含ふくまれているので、霊れい波はを読み取る事で人物評価をより正確なものにしていた。

「どうせロボットの活かつ躍やくが見たいんだろう？」

「うん！」

「真ま面じ目めにやれよ。みんなの命がかかってるんだぞ？」

「やってるよう。壁かべをぶっ壊こわしたり、重いもの持ったり、みんなを守ったりさ、色々できるじゃない。活躍するって事は、みんな助かるって事でしょ？」

「………お前意外にちゃんと考えてたんだな？」

　現在議題に上がっているのは、ウィルス兵器の時に戦った巨きよ人じん型のロボットを使っていた部隊だった。彼かれらは上層部から捨すて駒ごまにされた事や、その後の経けい緯いを鑑かんがみ、家族が別の星にいる者を除いた全員が新生フォルトーゼ正規軍に志願した。きちんとした根こん拠きよがあった上で事前に言われていたのならともかく、何の説明もなく理り不ふ尽じんに捨て駒にされては、流石の彼らも軍部への忠誠は続かなかった。

「御免なさいは？」

「御免なさい」

「………早苗様は？」

「御免なさい早苗様」

「結構結構。とゆー訳で、このおじちゃん達も連れて行こ！」

「短期決戦にしたい訳だし、それもいいかもしれないな。連れて行こう」

　早苗はこの部隊の志願理由に嘘うそはないと感じていた。孝太郎も彼らが志願するまでの経緯をよく知っているし、家族を理由に志願しなかった者達もいたので、早苗の判断に間ま違ちがいはないと思っている。しかも彼らの経験や、巨人の戦せん闘とう力りよくは申し分ない。孝太郎は最終的に彼らを連れて行く事に決めた。

「やったー！」

「………どうもなあ………」

　だが孝太郎は早苗のリアクションがどうも気にかかる。彼女が言っている事は正しいのだが、その真の狙いは単純にロボットが見たいからである可能性が濃のう厚こうだった。

「………うん？」

　だが、孝太郎の興味はすぐに早苗から剥はがれた。志願者のリストの中に、気になる名前を見付けたのだ。その名前はリストの一番上のあたりにあった。孝太郎はその名前に興味を惹ひかれ、名前に触ふれてデータを呼び出した。

「間違いない………志願してくれたのか、オライエン」

　フォルトーゼのアルファベット順に並べると、オライエンという名前はリストのトップ付近にやってくる。おかげで偶ぐう然ぜん目に付いた訳だが、孝太郎はこの人物に会った事があった。先日動物の姿に変身して検問を突とつ破ぱしようとした時、正体がバレたにもかかわらず、見み逃のがしてくれた兵士だった。

「どうしたの、孝太郎」

「知っている人がいたもんでさ」

「ふーん。悪い人じゃなさそうだね？」

「ああ、そこに関しては折り紙付きだ。だから俺おれの隊の副官にしようかと思ってる」

　オライエンの皇家に対する忠誠心の高さは疑うべくもない。そして彼は孝太郎のノスタルジックな気持ちを掻かき立てる名前と容姿をしている。自然と副官はこいつしかない、そういう気持ちになっていた。

「ちょっとー！　あんたの副官は早苗ちゃんでしょうっ!?」

「お前全然話を聞いてないな。お前は偵てい察さつ部隊の隊長だぞ」

「あれ、そうなの？」

「うちは攻撃担当。お前は偵察担当。人数が増えたから、俺達はバラバラになって、それぞれの得意な仕事をするんだ」

「あたし隊長かぁ！　よぉし、頑がん張ばるぞぅっ！」

　これまでは概おおむね一緒に行動してきた孝太郎達一行だが、このような状況下ではそうもしていられなくなった。個々の才能を発揮できる部隊に配属され、その部隊の指揮を執とる形になっている。例えばキリハは本部付きの作戦部にいるし、ルースは多数のオペレーター達を仕切っているという具合だった。

　例外は晴海とクランだろう。晴海の力は孝太郎の近くにいる方が効果的に働くので、自動的に同じ部隊に配属された。クランは正体がバレてはまずいし、彼女の力は情報収集や工作活動などで生かされる。そこで彼女は部隊を率いず、単独で小型宇宙船の『揺ゆり籠かご』に乗る事になっていた。

「そうしてくれると助かる。お前達の頑張り次第で、その後の戦いの方向性が決まる」

「出来るだけみんな元気で終わりたいもんね？」

「そうだな。その通りだ」

　新生フォルトーゼ正規軍は宇宙港を安定して利用できるように、周辺にある幾つかの皇国軍基地の攻こう略りやくを行う。その中で孝太郎達が担当するのは最難関と言われるシャルドリッサ基地だ。航空兵力は元より、宇宙にある軍事衛星をコントロールする施し設せつがあるので、シャルドリッサ基地には多くの兵力が配置されていた。

　シャルドリッサ基地には地上部隊が一個連隊、航空部隊が一個大隊、合計で三千人強の兵力が配属されている。これはフォルトーゼ本星を除けば、相当規模が大きい基地であると言えるだろう。宇宙港の周辺で言えば、間違いなく最大兵力を誇ほこる基地だった。

　対する孝太郎達が使える兵力もほぼ同数。防御用の施設を事前に用意できる分だけ防御側が有利になるので、孝太郎達は攻め方かたを工く夫ふうしなければならない。そうなると早苗が率いる偵察部隊の役割は重い。早苗達たちが集めた情報を使って攻撃を行うのだから。

「しっかり頼たのむぞ」

「うんっ！」

　本当は少女達に戦いなどさせたくはない。またフォルトーゼの人々が死んでいくのも決して嬉しい事ではない。だからこそ、可能な限り素す早ばやく決着を付けたい。それが今も昔も変わらない、皇家の戦い方。そして、青騎士の戦い方でもあった。







攻略戦　十一月三十日（火）







　シャルドリッサ基地を攻めるにあたりキリハが立てたのは、奇き襲しゆうと工作を同時に行う作戦だった。

　まずは警備が手て薄うすな位置から基地内へ侵しん入にゆう。そこで攻撃部隊が大暴れしている間に、一緒に侵入した隠おん密みつ部隊が防御装置などを無効化しつつ、正門を開放して味方の兵力を基地内へ招き入れるというものだ。

　上う手まくいけば一時間とかからずに決着が付く。宇宙港を守る上で新生フォルトーゼ正規軍はこの場所での長期戦を避けたいから、状況に適した攻撃作戦と言えるだろう。

『―――早さ苗なえの報告によると、敵兵の意思は東側に向いているらしい』

「正門がある西じゃなくて、攻め辛づらそうな東なのか？」

『そのようだ。気になって調べてみたところ、しばらく前に東側から反政府勢力の奇襲を受けた記録が残っていた』

「それで東を気にしているのか。それでどうしたらいい？」

『既に汝なんじの従者殿どのに東側で姑こ息そくな事をしてくれるように頼んである』

「あいつか………なら安心だな。姑息な事をさせたらあいつの右に出る者はいない」

『汝らはその隙すきに北側から侵入を』

「西じゃなくて？」

『巨人を隠すには北の入り組んだ地形が有利だ。それに西は防御装置が多い。しかし最終的にティア殿の本隊は西から基地へ向かう。移動し易いからだ』

「………なるほど、何から何まで助かるよ、キリハさん」

『これが我の仕事だ。ではまた後のち程ほど』

「おう」

　孝こう太た郎ろうの鎧よろいの人工知能は、会話が終わったのを察すると素早く通信を終しゆう了りようさせた。孝太郎達は隠密行動中なので、発覚しにくいレーザー通信であっても通信は最小限にする必要があった。すると通信の終了を待っていた兵士の一人が、孝太郎に話しかけた。

「閣下―――」

「オライエン、その閣下は勘かん弁べんしてくれないか？」

　孝太郎は思わず兵士の言葉を遮さえぎる。どうにも閣下と呼ばれるのがくすぐったい。しかもそう呼んだ兵士は孝太郎よりも年上だった。

「しかし閣下を止やめると、サトミ卿きようとお呼びしなければなりませんが」

「………仕方ない、閣下でいい」

　だが結局孝太郎は閣下という呼こ称しようを受け入れた。サトミ卿よりはましだったし、あまり悠ゆう長ちようにしていられない事情もあった。

「はい。それで閣下、司令部は何と？」

「東へ行くなら北の方がいいらしい。先例があって、東は警けい戒かいされているそうだ」

「では北回りの進軍ルートであると部隊に通達します」

「頼む。ついでに隠密部隊の方にも伝えてくれ」

「了りよう解かいしました」

　副官を務める青年は、孝太郎に敬礼をすると素早く背を向けた。そして足音を殺して夜と森の木々が作り出す闇やみの中へと消えていく。孝太郎達は今、夜の森を進軍中だった。孝太郎達の背後には味方が列を作って続いている。副官の青年は後続の味方に進軍ルートを伝えに行ったのだ。そして副官がいなくなったのを見計らって、同行していた晴はる海みが孝太郎の傍そばへやってきた。

「………里さと見み君、やっぱり少しだけど魔ま力りよくを感じます。ダークネスレインボゥがいるんだと思います」

　晴海は周囲を気にしながら孝太郎にそっと囁ささやいた。近くには味方の兵士が数名いたが、孝太郎達に注目している者はいない。今は流石さすがに敵の方が気になっているのだ。

「………どういう魔法だか分かりますか？」

「………まだ距きよ離りがあるので、個別の魔法までは分かりません。でもこの距離で感じ取れる以上、大きな魔力が一ヶか所しよで集中的に使用されているんだと思います」

　晴海の額に浮うかび上がった紋もん章しようと長い髪かみがぼんやりと銀色に光っている。彼女が魔法に関連する力を使っている証あかしだった。

「………じゃあ、もしそれが探知系の魔法なら俺達の事は既に知られていますね」

「………そうなると思います」

　晴海が基地から魔力を感じ取ったのは感覚的なもので、魔力を感じ取る為の専用の魔法を使った訳ではない。もし専用の探知の魔法ならもう少し手前の時点で魔力を感じ取っていただろう。やはり受け身で得た情報と、積極的に調べて得た情報には、精度に大きな開きがある。それと同じ理由から、感覚だけで遠えん距きよ離りから感じ取れるほどの魔力が使われていて、仮にそれが探知魔法であるなら、その探知範はん囲いは驚くほど広い。既に敵に存在を知られていると考えていい状況だった。

「………しかし周囲の警戒にここまでの規模の魔法を使っているとは思えません。もう少し規模の小さい魔法で十分な筈はずなんです」

「………という事は何か大おお掛がかりな仕掛けか、武器やなんかがあるって事ですね」

「………もしくは何かを作っている最中なのかもしれません。向こうにはこちらが今日攻こう撃げきに来るとは分かっていない訳ですから」

「………敵に回すと厄介だな、魔法ってやつは………」

　孝太郎は渋しぶい顔をして晴海から視線を外し、進行方向を見つめた。今は鬱うつ蒼そうと茂しげる森の木々のせいで何も見えないが、その先には問題のシャルドリッサ基地があった。そこで待ち構えている敵は魔法で何かをやっている。魔法は柔軟性が高く、様々な使い方がある。だからあらゆる状況に対応出来、味方にすると心強い。しかし敵にした場合は、何が来るのかがさっぱり分からない。びっくり箱を前にしたような状況で、開けてみるまでは何が起こるのかが分からない。緊きん張ちよう感かんだけが募つのる、やり辛づらい状況だった。










　孝太郎が率いる戦闘部隊は、無事にシャルドリッサ基地の傍まで辿たどり着ついた。幸い発見された様子はなく、敵兵が押おし寄よせてくるような事はなかった。今は近くの谷に身を隠かくして後続の部隊が追い付いて来るのを待っているところだった。

「………桜さくら庭ば先せん輩ぱい、何か感じますか？」

「………これ、魔力が一色じゃない………複数の魔力が働いています！」

　後続の部隊を待つ間、孝太郎と晴海は部隊から少し先行し、基地の様子を窺うかがっていた。隊長である孝太郎が自らやって来た理由は、通常の手段による情報収集だけでなく、孝太郎の霊視や晴海の魔法でも情報収集を行う為だった。

　基地の姿は夜の闇の中でもはっきりと見える。軍事基地なので夜でも多くの明かりが灯ともされているのだ。基地を囲む柵さくの向こうには滑かつ走そう路ろが広がり、駐ちゆう機き場じようには何機も戦せん闘とう機きが並んでいる。また多くの大たい砲ほうや機き関かん砲ほうが据すえ付けられ、砲ほう口こうが空に向けられていた。そして要所を守るように戦車が配置され、見回りの兵士が歩き回っている。基地には非常に強固な防衛態勢が敷しかれていた。流石に基地の者達も、宇宙港の次はここだと理解していたのだ。

　そして晴海は基地の中から問題の魔力を改めて感じ取っていた。今回は先さき程ほどまでとは違い、もう少し踏み込んだところまで感じ取れている。強い魔力は一つではなく、三つだった。そして更さらに詳くわしい情報は、不意に背後から聞こえて来た声が教えてくれた。

「………この感じだとイエローとオレンジ、それにグリーン、最低でも幹部が三人やってきている筈ですよ」

「………藍あい華かさん！　もう追い付いて来たのか！」

「………うちは里見君の隊とは違ちがって、身軽ですから」

　孝太郎と晴海がいる場所に、少し遅おくれて真ま希きが姿を現した。彼女は藍あい色いろのマントを身に着けていたから、まるで夜の闇から染しみ出だして来たかのようだった。しかし真希が孝太郎と晴海に向ける表情は明るい。それは闇の中で煌こう々こうと輝かがやく月のようだった。

「………そっか。おっといけない、幹部が三人やってきているってのは確かかい？」

　孝太郎は真希の登場で和なごみかけた空気を修正する。残念ながら今は真希の言葉の方に注目すべき時だった。

「………はい。魔力の雰ふん囲い気きからすると、あの三人で間違いないと思います」

　真希は元々ダークネスレインボゥの魔法少女だった。だから個々の幹部が発する魔力の癖くせをよく知っていた。おかげで彼女は魔力の揺らぎを感じただけで相手を特定する事が出来る。だがこれは真希だから感じ取れる事であって、魔法が使えれば誰だれでも出来る事ではない。真希は魔力がそれほど強くはないが、技術の高さと正確さは他たの追つい随ずいを許さない。そんな彼女だからこその芸当だった。

「………そしてこの三人が来ているなら、残りの三人と真ま耶や様もいるんじゃないかと思います」

「………そうかもしれませんね。この基地を攻せめられたらまずいのは分かっているのですから、全員で来る方が確実です」

　晴海も真希の意見に賛成だった。状況からして周辺の基地に少しずつ配置しているとは思えない。魔法は使える者が少ないので、防御側は一番守りたい拠きよ点てんに強力な魔ま法ほう使つかいを集める必要がある。そうしなければ孝太郎達たちに各個撃げき破はされるだけだからだ。

「………しかしこれ見よがし過ぎるのが気にかかります。まるで見付けてくれと言わんばかりで………」

　だが真希には気にかかる事があった。全員で来ているなら、何な故ぜ魔ま力りよくを隠そうとしないのだろうか？　残りのメンバーの力があれば、この魔力を隠す事は可能だろう。にもかかわらずそうなっていない。真希にはそこが不思議だった。

「………それは藍華さんの言う通りだろうな」

　だが孝太郎はそうではなかった。孝太郎には敵が魔力を隠していない理由が想像できていたのだ。
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「………えっ？」

「………教えているんだよ。俺達はここにいる、早くしないと始まっちまうぞって」

「………まさか、わざわざそんな事を？」

「………するさ。エゥレクシスと真耶辺りが考えそうな事だ」

「………挑ちよう戦せんという事ですか？」

「………どうだろうな。挑戦かもしれないし、罠わなかもしれない。何であれ、厄介な事になるのは間違いないな」

　派手好みのエゥレクシスが主導しているなら、大々的な挑戦かもしれない。だが真耶が主導しているなら、罠の可能性もある。単にクリムゾンの忍にん耐たい力りよく切れという場合もあるだろう。可能性は幾いくつもあるが、一つだけ共通している事がある。それは感じ取れる魔力が大きいという事。何らかの強力な障害が存在するのは間違いなかった。










　シャルドリッサ基地への侵入は難しい事ではなかった。クランから預かった光学迷めい彩さいと真希の魔ま法ほうを組み合わせれば、夜の闇の中で基地を囲む鉄てつ柵さくを破るのは簡単だ。しかもクランが基地の東側数キロ先に小さな装置を飛ばし、明かりを点てん滅めつさせるというシンプルな手段で敵の気を引いてくれていたので、孝太郎達は労せず基地の敷しき地ち内ないへ侵しん入にゆうする事に成功していた。

　―――敷地が広いから魔法で警戒するのが現実的じゃないのは分かるが………何もないのはそれはそれで不安になるな………。

　孝太郎達が簡単に侵入出来たのは、通常の侵入対策しかなかったという事が大きい。霊れい力りよくを使った対策が存在しない事は早苗が調査済み。そして魔力の方は晴海と真希が確認している。孝太郎にはダークネスレインボゥがいるにしては無防備過ぎるように思え、そこがかえって不気味に感じられていた。

　―――どうやら本当に罠か挑戦のようだな………気を引き締めてかからないと、まずい事になりそうだ………。

　孝太郎にはヴァンダリオンの思おも惑わくは分からないから、自然とそんな風に考えた。もしここでそれが分かっていたら、今後の展開は少し変わっていただろう。

「里見君、桜庭さん、行ってきます」

　考え込んでいた孝太郎を真希の声が現実に引き戻した。真希と彼かの女じよが率いる部隊は、基地へ入ったところで孝太郎達と分かれる予定になっていた。真希達は隠おん密みつ裏りに行動し、防御装置の無効化と、正門の開放を行う手筈だった。

「気を付けて下さいね、真希さん。みんな無事で再会しましょう」

「今回は藍華さん達が要だ。よろしく頼むよ」

　今回の戦いで、最も危険なのは真希の部隊だろう。全員で十人という少人数で、シャルドリッサ基地の防御装置を無効化し、正門を開けなければならない。見付かってしまえば脱出は困難。非常に危険な仕事を任されていた。そしてキリハが真希を隊長に指名したのは、真希の特徴である冷静さと合理性、柔じゆう軟なんな魔法の力を考こう慮りよしての事だ。逆に言うと、真希がいたからこそ可能になった作戦と言える。それだけ彼女は重要な役割を負っているのだった。

「ふふ、だったらもし無傷で成功したら、御ご褒ほう美びありますか？」

　危険と重大性を十分に理解しているからだろう。真希の口から珍めずらしい種類の言葉が飛び出した。彼女が孝太郎に甘あまえるのは、珍しい事だった。

「それは―――」

「冗じよう談だんですよ。じゃ、本当に行きます。また後で！」

　しかし結局真希は真希。孝太郎の否定的な言葉を聞きたくなくて、冗談めかして強ごう引いんに話を終わらせてしまった。戦場では無類の強さを誇る藍色の魔法少女も、個人的な人間関係においては臆おく病びようだった。

「藍華さん、御褒美ありだ！」

　だが孝太郎もその辺りの事情はよく分かっている。また、かつて真希の友人であった赤い髪の少女とも、真希を大切にするという約束をしていた。だから孝太郎は迷わず彼女にそう呼び掛かける事が出来た。

「あ………」

　孝太郎の言葉を背中で聞いた真希は、ほんの僅わずかな間だけその場に立ち尽くした。

「………頑張ります！」

　そして彼女は一いつ瞬しゆんだけ振り返り、輝かんばかりの笑顔を残して去っていった。そんな真希を見送った孝太郎は安あん堵どする。それは一緒に見送った晴海も同じだった。

「あの調子なら、大丈夫そうですね」

「むしろ心配なのは俺達の方だと思いますよ」

　戦士としての経験は、真希が突出している。彼女に任された仕事は危険だが、彼女がその実力を十分に発揮できれば心配はいらない筈だ。ここからの孝太郎と晴海は、むしろ自分達の身を心配する必要があるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「えっ？」

「里見君は私が守りますから」

「ははは、頼みます、本当に」

「はいっ、お任せ下さい！」

　孝太郎と晴海は同時にシャルドリッサ基地の建物へ向き直った。二人は今からそこへ向かい、暴れ回る事になる。これは真希が見付からないようにやる事なので、役目も危険も大きい。だから二人はお互いの覚かく悟ごを確かめ合うかのように、もう一度だけ顔を見合わせて頷き合うと、多くの兵士達を引き連れて走り始めた。










　真希の目的地は基地の地下にあるメンテナンス用の通路にあった。メンテナンス通路には通信用のケーブルが通っている。このケーブルは基地の本ほん棟とうにある司令室と、敷地内にある施設や防御装置、そして人工衛星と通信するアンテナを繋つないでいる。それらのケーブルが枝分かれする直前のあたりが、真希の目的地だ。その場所でケーブルを繋ぎ変えてシステムに侵入し、施設や防御装置、アンテナを無効化するのが彼女の仕事だった。

「急いで頂ちよう戴だい！　あまり悠長にやっている余よ裕ゆうはないわ！」

「ハッ、総員直ちに作業にかかれ！」

　メンテナンス用の通路への侵入は上手くいった。元々は味方の基地なので、新生フォルトーゼ正規軍は設計図を持っている。おかげで真希達は迷う事無く目的地へ辿り着く事が出来た。後は警備の兵士が問題となるが、そこは真希が得意とする精神系の魔法を駆く使しして安全に通過した。

　こうして真希達は無事に目的地へ到とう着ちやくし、システムに侵入する作業を開始した。部下の兵士達が作業を進める中、真希は真しん剣けんな眼まな差ざしで周囲の警戒を続けている。これまで皇国軍の警戒網にはかからずに来られたが、真希には一つだけ懸念があった。

　―――グリーンにだけは位置を知られている可能性がある。もし事前に予知されていたのなら、今魔力の反応があるかどうかは問題ではなくなる！

　数日前に予知の魔法が実行され、真希や孝太郎の位置が特定されていた場合、皇国軍はわざわざ防御態勢を敷く必要はない。一番効果的に妨ぼう害がいできる場所で攻撃すればいい。それは恐おそらくこの場所だ。部下の兵士達が作業に入っていて、敵が来てもすぐには対応できない。ここで攻撃を受ければ高確率で任務に失敗するだろう。

「怖い顔ね、真希」

「クリムゾン!?」

　そして真希の懸念は最悪の形で実現した。ダークネスレインボゥの幹部達の中では最も攻こう撃げき力りよくが高いダーククリムゾン。誰に見付かりたくないと言って、彼女ほど見付かりたくない相手もないだろう。しかも状況は悪い。部下の兵士達は作業中、しかも地下の閉鎖空間ではクリムゾンの爆炎の魔法は致命的だ。真希一人では到底守り切れない。真希はこの時、部下の兵士達の全ぜん滅めつを予感していた。

「やれやれ、ようやく見つけたわ。三日前のグリーンの予知では四番目よ、ここ」

「止まりなさい、クリムゾン！　少しでも動いたら攻撃するわ！」

　真希は杖つえを構え、その先端をクリムゾンへ向ける。作業中だった兵士達も事情を察してそれぞれに武器を構える。だが配置が悪く、九人の兵士達の中でクリムゾンを狙ねらいに捉えていたのは僅かに二人だった。

「落ち着きなさいって。今日も戦いに来た訳じゃないんだから」

　それに対してクリムゾンは無防備なままだった。その場に立ち尽くしたまま、杖を構える訳でも呪文を唱える訳でもない。ただじっと真希を見つめていた。

「信じられないわ、そんな事」

「そりゃそうでしょうけど………戦っちゃいけないって、あんたの師匠からお達しがあったのよ」

「真耶様が？」

「でも前回も不完全燃焼だったから、あんたが攻撃してくれるなら願ったり叶ったりよ。反はん撃げきはしていいって事になってるから」

「………貴女あなたを攻撃して得な事なんて一つもないわ」

　クリムゾンは殆ほとんど嘘をつかない。そういう複雑な駆かけ引きは嫌きらいなのだ。それぐらいなら戦って燃やしてしまおうというのがクリムゾンのやり方だ。だから強敵が相手であればあるほど、クリムゾンは正直だった。それを誰よりもよく知っているから、真希は背後を振ふり返かえって部下の兵士達に呼び掛けた。

「みんな、作業を続けて！　事態は一刻を争あらそうわ！」

「は、はいっ！」

　兵士達は半信半疑といった様子だったが、真希の指示に従って自分達の作業に戻もどった。一刻を争う状況なのは全員がよく理解していた。

「そうそう、それでいいのよ」

「それでクリムゾン、貴女は何をしに来たの？」

「もちろんあんたの顔を見に来たのよ」

　敵意が引いたのを察して、クリムゾンは悠々と真希に近付いていく。真希はもう攻撃しないと確信しているのだ。そして実際、真希は彼女に攻撃をしなかった。

「それは嬉しいんだけれど、当然それだけが理由じゃないわよね？」

「相変わらず頭がいいわねえ。教えて欲ほしい事があって来たのよ」

「教えて欲しい事？」

「あんたの男の事よ」

「里見君の事？　別に私の男って訳じゃないんだけど」

「真面目人間のあんたが強く否定しない時点で同じ事だわよ。ともかくあの男―――孝太郎は何者なの？」

　クリムゾンがやって来た理由、それは孝太郎に関する情報を得る為ためだった。クリムゾンなら真希と平和裏りに接せつ触しよくできる可能性が高い。予知の魔法で事前に来る場所が分かっているならなおの事そうだった。

　ちなみにこれはエゥレクシスから請け負った仕事だった。戦ってはいけない状じよう況きようで暇ひまだったから、クリムゾンは真希と会えるならと引き受けたのだ。

「里見君は里見君よ。それ以上でもそれ以下でもないわ」

「そんな筈はないでしょう？　孝太郎はこの国に来る前からあの姿、あの戦い方だった。そしてそれはこの国の英雄伝説と酷似している。扇せん動どうなら準備期間が長過ぎるし、地球で始める理由はない。だからどうしても狙ってやったとは思えない。しかし偶然にしては伝説との一いつ致ちが多過ぎる。だったらそこには何らかの必然がある―――エゥレクシスはそう言っていたわ」

　エゥレクシスとダークネスレインボゥは、孝太郎の真実に迫りつつあった。これまで何度となく戦ってきた彼らだから、多くの状じよう況きよう証しよう拠こを持っている。以前からそうだったという情報一つだけでも、孝太郎の存在を疑う理由には十分だろう。

「クリムゾン、貴女の言いたい事は分かるわ。そしてここで私が真実を話さなかったらどうなるのかも」

　真希の背中を一筋の汗が伝う。クリムゾンは戦う気はないと言ったが、真希が真実を話さなかった場合もそうなのかは分からない。クリムゾンは真希に喋らせようと、暴れ出すかもしれないのだ。ここで彼女に暴れられてしまってはぶち壊しになる。単純な思考をするクリムゾンだから意図してこの流れを作った訳ではないが、結果的に真希はぎりぎりの選せん択たくを迫られていた。

「だったら素す直なおに話せばいいじゃない」

「………私が話せる範囲で貴女が納なつ得とくしてくれる事を祈いのるわ」

　話し過ぎては味方の状況が悪くなる。話さな過ぎれば作戦が危あやうい。そのぎりぎりのラインを見み極きわめて話さねばならない。真希は半ば祈るような気持ちだった。

「貴女の言う通りよ、クリムゾン。あれは決して扇動じゃないし、狙ってやった訳でもない。きっかけは一人の女の子のお祈りのようなもの。そこから予期せず始まった事件の中で、あの人はただ必死にもがき続けたの。その結果がこの複雑な状況を作り上げた。つまりあの人があの人だったから、こういう事になっている。何か必然があるとするならば、それだけだわ」

「ふぅん」

「私から言えるのはこのぐらいね」

　真希は大おお真ま面じ目めな顔でクリムゾンの表情を見つめる。話せる事は話した。後はこれでクリムゾンが納得してくれるかどうかだが、真希はそれは難しいと思っている。クリムゾンが動いたら、すぐに呪文を唱えるつもりだった。

「それだけ聞ければ十分だわ。エゥレクシスはその部分を知りたがっていたのよ」

　だが真希の予想に反し、クリムゾンは満足気に頷うなずいた。

「えっ？」

　拍子抜けした真希は思わず素っ頓狂な声を漏らした。その驚おどろきは深い。

「孝太郎は意図的に作り上げられた英雄ではない―――それさえ確定すれば、あとは手持ちの証しよう拠こと突き合わせて、結論に近い所までいけるそうよ」

　付き合いが長い分だけ、エゥレクシスは多くの情報を持っている。その情報を組み上げる為に必要だった土台、それが作られた英雄なのかどうかという点だった。

「そしてエゥレクシスが結論を出すのに必要な最後のピースは、この戦いの結末が教えてくれる」

「………やっぱり何かあるのね？」

「あんたに分かり易やすい表現をすると、真耶は楽しそうだったわ」

「まずい………作業を急がないと！」

　真希が驚いていたのはほんの僅かな間だけだった。すぐに元の彼女に戻ると、今後どう行動するべきかを必死になって考え始めた。

「そんな訳だから………また会いましょう、真希」

　真希の興味はクリムゾンから剥がれていたから、真希を攻撃するなら今が最大のチャンスだった。しかしクリムゾンはそうせず、約束通り真希に背を向けた。彼女にとって奇襲ですぐに終わる戦い程ほどつまらないものはなかった。

「クリムゾン！」

「なに？　戦う気になってくれたの？」

「元気そうで良かったわ」

「………。またね、真希」

「ええ。また会いましょう」

　正々堂々などと言うつもりは更々ない。だがどうせ戦うなら真正面からぶつかって長く楽しみたい。だからクリムゾンはそういう機会がやってくるのを待つつもりだった。










　丁度真希がクリムゾンと遭遇した頃ころ、孝太郎達はシャルドリッサ基地の本棟への突とつ入にゆうに成功していた。早苗の言葉に従って巨きよ人じん兵器の部隊を連れて来ていたので、壁かべを破は壊かいしての強行突入だった。

『この場所を完全に封鎖したら続きます！　部隊を先行させて下さい！』

「頼む！　だが無茶はするな！　十分経ったら封鎖できていなくてもこの場を離れろ！　我々は十分以内に司令室へ到達出来なければ脱出する！」

『了解しました！　ご武運を！』

「ありがとう！　諸君らもな！」

　孝太郎が率いる部隊の目的は、真希の部隊の存在を隠す事だ。つまりただ目立つ事がその役目だった。それには基地の中ちゆう枢すうを襲おそうのが手っ取り早い。この基地では軍事衛星のコントロールが出来るので、皇国軍は中枢を攻撃される事を嫌う。孝太郎達の期待通り、皇国軍の兵力は司令室があるこの建物に集中しつつあった。

「桜庭先輩、頼みます！」

「はいっ！」

　皇国軍の兵力は全部で三千余り。完全に包囲されてしまえば、四十名ほどしかいない孝太郎達の部隊はひとたまりもないだろう。猶予はおよそ十分。それまでに真希の部隊がシステムに侵入して、外にいるティア達たちの部隊を基地内に引き込まなくてはならない。仮に真希が成功したとしても、孝太郎達はそれまでの数分間は基地内で孤こ立りつしている。守勢に回れば最後だから、孝太郎達は最初から全力だった。

「輝きなさいっ、シグナルティン!!」

　晴海の命令に従って孝太郎の剣けんが輝き始める。それは最初純白の光だったが、輝きを強めるうちに赤い光に変化していく。赤い光は攻こう撃げき魔ま法ほうの魔力が放つもの。シグナルティンの魔力は破壊的な力に転嫁され、刀身全体を赤く輝かせた。

「でやぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ドコォォォォォォン

　孝太郎がシグナルティンを一閃すると、一行の前に立たち塞ふさがっていた対侵入者用のシャッターが吹ふき飛とんでいく。その向こう側で待ち構えていた皇国軍の兵士達は、その煽あおりを受けて体勢が崩れ、ほんの一瞬だけ反応が遅れた。監視カメラで孝太郎達の接近を知っていた彼かれらも、まさか剣の一いち撃げきでシャッターが破壊されるとは思っていなかったのだ。

「歪わい曲きよく場ばの発生装置は………あれか！」

　孝太郎はその一瞬を見み逃のがさない。左手に持っていたサグラティンを大きく振りまわし、その刀身から霊力の刃やいばを発生させた。

　ジャキィィィィィン

　霊力の刃は孝太郎の剣速そのままに宙を駆け、兵士達の後方に設置されていたバリアーの発生装置に突き刺さった。部隊ごと守れる強力なバリアーも、霊力による攻撃に対しては無力。発生装置はあっけなく両断された。

「てっ、敵襲ッ!!　反撃しろぉぉっ!!」

　この場所の皇国軍を率いる隊長は、爆炎の中から現れた孝太郎がバリアーの発生装置を破壊したのを見て、慌あわてて反撃を命じた。

「自分からシャッターを開けて攻撃してくれば、まずいのは俺おれ達たちだったんだが………残念ながらもう手遅れだ」

　その孝太郎は素早く床に身を伏せた。するとその直後、嵐あらしのような勢いで多くの銃じゆう弾だんが孝太郎の身体からだの上を通り過ぎていく。それは孝太郎が率いている部隊が放ったもので、皇国軍の兵士には銃を撃つ余裕は与あたえられなかった。

「よし、上手くいったな」

　孝太郎が立ち上がると、その場に居た全すべての皇国軍兵士が倒たおれているのが見えた。しかし死んでいる者は一人もいない。孝太郎が率いる正規軍の部隊が撃ったのは、命中させた相手を気絶させる特別製の銃弾だった。

「閣下！」

　そこへ射しや撃げきを指揮していた副官のオライエンが駆け寄ってくる。その表情は何か言いたげだった。

「言いたい事は分かる。だが休んでいる暇はない。急いで次へ行くぞ」

「いえ、そうではなく………通常弾を使った方がいいのではありませんか？　これでは閣下が危険過ぎます」

　オライエンの心配事は孝太郎だった。相手を気絶させる銃弾には攻撃力が殆どない。弾たまそのものはちょっとした衝しよう撃げきを与える程度のものでしかないのだ。その為、何発撃うち込んでもバリアーを破る事が出来ない。そこで孝太郎が先行してバリアーを破る必要があり、オライエンはそれを危険視していたのだ。

「私が元気なうちはこれでいい。私には君達に同胞を殺せとは言えない。この二本の剣がある限りな」

　孝太郎はティアとアライアの願いを知っている。だからどうしても必要な状況でない限りは、兵士達に同じ国の人間を殺させるつもりはなかった。

「閣下………」

「ただし、私が居ない時は適宜通常弾を使え。判断は任せる。私にも君達に身を守るなとは言えないからな」

「………」

　孝太郎の考えを聞いたオライエンはその場で姿勢を正した。そして兵学校で習った通りの非常に正確な動作で敬礼を行った。

「急にどうした？」

「閣下と共に戦える事を大変光栄に思います。閣下の事は私達が必ずお守り致いたします。どうか御ご安あん心しん下さい」

　フォルトーゼの文明が発展し、騎き士しの時代ではなくなっても、人の規範として騎士道は生き続けている。特に国と国民を守ろうと志願した兵士達は、その傾けい向こうが強い。そんな彼らにとって孝太郎は特別な存在だった。

「お、おい………」

「では失礼致します。部下達を急がせます」

　言いたい事だけを一方的に言うと、オライエンは素す早ばやく部下達の許もとへ戻っていく。そして後には戸惑っている孝太郎だけが残された。

「ふふふ、里見君、英雄って大変ですね？」

「笑い事じゃありませんよ、先輩。俺おれは特別な事なんてしてないのに………」

　孝太郎はただ、親しい人達を裏切りたくないだけだった。なるべくその願いを尊重したかった。その親しい人達がたまたま皇女や皇こう帝ていだったから、結果的にこうなっただけなのだ。孝太郎としては別に尊敬されるような事はしていないつもりだった。

「その当たり前がなかなか出来ないんですよ、普ふ通つうは」

「それは、普通じゃない桜庭先せん輩ぱい達たちが手伝ってくれるからじゃないですか」

「じゃあやっぱり、里見君は中身が特別なんですよ。そうでなきゃ、みんな里見君を手伝わないでしょう？」

「勘弁してくださいよ、先輩」

「駄目です。頑張って下さいませ、わたくしの騎士様」

　少し前にシグナルティンの魔力を使ったので、晴海の額にはまだぼんやりと剣の紋章が浮かんでおり、その髪にも銀色の輝きを残している。おかげで晴海だけでなく、想おもい出での人にもそう言われているかのような気がして、不思議と孝太郎の胸は躍おどった。しかし和んでいていい状況ではない。孝太郎はすぐに気持ちを切きり替かえると、気になっていた事を晴海に尋たずねた。

「ところで桜庭先輩、近くに魔力を感じますか？」

　それはダークネスレインボゥの事だった。真希と別れてからこの場所まで、三度ほど皇国軍の兵士達と交戦している。しかしそのどれにもダークネスレインボゥの幹部の姿はなかった。居る筈なのに攻めて来ない。孝太郎はそれが気になっていた。

「近くにはありません。もっと向こう………えと、南側みたいです」

　晴海の話を聞きながら立体映像の地図を呼び出す。孝太郎達は基地の北側から侵しん入にゆうしてきたので、丁度進行方向。施し設せつの位置で言うと、滑走路がある方向だった。

「………どういう事だ？　何な故ぜ攻せめて来ない？」

　孝太郎は厳しい表情で考え込む。この場所で魔法が使われているのは間ま違ちがいない。なのにダークネスレインボゥは攻めて来ない。また警けい戒かいや防ぼう御ぎよにも使っている様子はないし、兵士達の武器も通常のものだった。孝太郎にはそれが不気味だった。

「閣下！」

「里見君、みんなが来ましたよ」

「考えていても仕方がないか。行きましょう、桜庭先輩！」

「はいっ！」

　確かにダークネスレインボゥは気になる。だがそれ以上に重要なのは、この場所にじっとしていてはいけないという事だ。不安な気持ちを頭の片隅にしまい込むと、孝太郎は仲間達を引き連れて通路を進んでいった。










　孝太郎達が基地の司令室へ辿り着いたのは、想定された時間的猶予である十分間を、あらかた使い切った頃の事だった。

「何とか間に合ったか！」

　孝太郎は通路の角から先を覗のぞきながら、時間を確かく認にんする。残りの時間は一分三十秒。キリハが立てた作戦通りの時間だった。この残り時間であれば通路の先にある司令室へ突入していい事になっている。孝太郎達が司令室にこだわっていたのは、敵を引き付ける為に有効だからという理由だけではない。他ほかにももう一つ、重要な役目があったのだ。

「オライエン、隠おん密みつ部隊からの連れん絡らくは？」

「まだありません。手間取っているのか、あるいは………」

「心配しても始まらない。作戦通りに司令室へ突っ込むぞ！」

　それは真希達の失敗に備えての事。司令室を制圧すれば防御兵器を無効化し、軍事衛星をコントロール出来る。もちろん正門も開ける事が出来るだろう。作戦立案の段階で、キリハはきちんと目的達成の手段を複数用意しておいたのだ。

　しかし孝太郎達が突入にこだわって無理をすれば、作戦全体が破は綻たんしてしまうかもしれない。だから早過ぎても遅過ぎても突入してはいけない事になっている。また作戦全体の進行も孝太郎達が突入する前提では組まれていない。これはあくまで不測の事態に備える為のバックアップ。今回はたまたま孝太郎が時間通りに辿り着き、真希の方が予定より遅れていた為に、突入を試みる事になったのだった。










　一方その頃、問題の司令室の中では多くの兵士達が入り口のドアに向かって武器を構えていた。またドアのすぐ内側には空間歪曲場による強力なバリアーが展開されている。これまで通りに孝太郎が突入して来ても、部屋の中の者達には影えい響きようはなく、しかも孝太郎はバリアーの所で一いつ旦たん停止する。そこへ向けて総そう攻こう撃げきをかけつつ、周辺に潜ませている兵士達を使って後方から孝太郎の部隊を攻撃する。素早く孝太郎を倒した上で残敵を挟撃、それがこの基地の司令官が考えた反撃作戦だった。

「上う手まい具合に作戦に嵌はまってくれるといいんだけれど………」

　兵士達の最後方から、中年に差し掛かろうかという年ねん齢れいの女性がドアを見つめていた。だが彼女は軍隊という組織に身を置いているおかげで身体が程よく鍛きたえられ、年齢よりもずっと若く見える。この女性が基地の司令を務める女騎士、タイガシオン卿きようだった。タイガシオン家の紋もん章しようはウミツバメ。翼を広げたウミツバメを模した髪かみ飾かざりが、その長い髪を飾っていた。

「甘い事を考えている連中です。きっと大丈夫ですよ」

「そう願いたいわね。もう後がないのだから」

　部下は楽観的だったが、タイガシオン卿は厳しい表情を崩くずさなかった。彼女は自分の作戦に自信を持っている。だが正規軍の力はあなどれない。甘い考えを持っている事を差し引いても、勝利を確信するところまでは至らなかった。

「………こちらに手落ちは無かった筈はず。後は暁あかつきの女神の御加護を願うしかない………」

　タイガシオン卿は孝太郎達の侵攻速度がとても速かった為に、効果的な反撃は一度しか出来ないだろうと考えた。兵士を何度も配置し直すだけの時間があるとは思えなかったのだ。かと言って場当たり的に兵士を送り続けるのは愚おろかな行こう為いだろう。兵力の逐次投入は下策だった。

　だからタイガシオン卿は反撃をする場所を一ヶか所しよに絞る必要があった。そこで選んだのがこの司令室だった。彼女は孝太郎達がクランの技術を持っている事を知らないから、地下に埋設されたケーブルから短時間でシステムが乗っ取られるとは考えておらず、素直に乗っ取りなら司令室だと考えた。また孝太郎達は皇国軍を殺さないので、味方が死ぬ心配はしなくていい。だから心置きなく味方を捨すて駒ごまに使い、孝太郎達の攻めがワンパターンになるように誘ゆう導どうした上で、司令室で決戦を試みる事にした。彼女はこれが最も効果的な作戦だと考えていた。

　あとは実際に勝利出来るかどうかだ。タイガシオン卿は短い時間の中で可能な限りの準備はしたと思っている。だからこそ神に祈る。彼女は十分な努力をしてから神に祈るタイプだった。

「来ました、青い鎧よろいの騎士です！」

　司令室の扉の前に設置された監視カメラが、青い鎧を着た騎士の姿を捉える。それはすぐに部屋の中に伝わり、兵士達に緊きん張ちようが走った。

「敵はバリアーで一旦止まる。落ち着いて狙え！」

　タイガシオン卿がそう兵士達に命じた直後、凄まじい勢いで部屋のドアが弾け飛ぶ。

　ドコォォォォンッ

　弾け飛んだドアの破は片へんは雹ひようの嵐のようにバリアーの表面を叩く。兵士達はドアの破片に続いて、青い鎧の騎士がバリアーに捕まるのを待った。だがドアの破片に続いてバリアーを叩いたのは青い鎧の騎士ではなかった。

　トン、コンコンコン………

「しまったっ!?　対閃光防―――いや違ちがうっ、これはっ!?」

　床に転がったレモン型の何かを、タイガシオン卿は最初閃光弾だと思った。正規軍は人を殺さないし、軍事衛星を乗っ取りたいから、手しゆ榴りゆう弾だんは使わない。となると自然と閃光弾が想像されたのだ。ショックと閃光で相手を怯ひるませるこの武器は、突入時にはお約束と言ってもいい武器だった。

　ボシュゥゥゥゥウゥゥゥゥゥッ

　だがレモン型の何かは、予想に反して爆ばく発はつも閃光を放つ事もなかった。代わりに物もの凄すごい勢いで高熱の煙を吐き出だし始めた。それは閃光弾ではなく、熱煙幕弾だったのだ。

「馬ば鹿かなっ、この場所でこんなものを使ってどうするつもりだ!?　お前達にだって何も見えなくなるだろうに!?」

　これは戦術上有り得ない選択だった。熱煙幕弾はその名の通り高温の煙を発して視界を奪う無力化兵器だ。煙が視界を遮り、高温が赤外線センサーを妨害、含ふくまれている金属粉末がレーダーを使えなくする。確かに無力化兵器としては飛び抜けた力を持つが、自分が突入しようとしている場所に使えば自分も無力化されてしまう。双そう方ほうが何も見えない状況を作り出しても何の意味もない。タイガシオン卿には訳が分からなかった。煙に視界を奪うばわれている事よりも、そちらの方に大きく困惑していた。

「………目だけに頼たよるからこうなる。音や匂におい、振動。あるいは武術の達人なら、気配で分かるかもしれないな。何にせよ、準備不足という事さ」

「何者だっ!?」

「おっと、それ以上は動かない方が良い。貴公がもう一歩前に出ると、喉のどが裂けて死ぬ事になる」

「はっ!?」

　タイガシオン卿は思わず前に踏ふみ出しかけたが、喉に冷たい何かを感じて慌てて踏み止とどまった。その直後、部屋の換気システムが働き始め、煙が薄れ始める。ほぼ同時に熱煙幕弾も機能を停止していたので、視界が戻るのはあっという間だった。

「ま、まさか、こんな事が………」

　視界が戻ると、驚くべき光景が広がっていた。タイガシオン卿を除く全ての皇国軍兵士が床に倒れていたのだ。代わりに立っていたのは青い鎧の騎士と銀色の髪の少女、そして頭に何かの装置を被かぶった正規軍の兵士達だった。










　孝太郎も当初はこれまでと同じ手順で司令室に飛び込んでいくつもりだった。ここまでそれで問題がなかったので、あえて変える必要性を感じなかったのだ。それを止めたのが晴海だった。

「手筈はこれまで通りに―――」

「待って下さい里見君、最後はやり方を変えた方がいいと思います」

「どういう事ですか？」

「もし相手がキリハさんだったら、好きに攻せめさせて油断させた挙あげ句く、最後の最後で罠わなを用意すると思うの。絶対に来る筈のこの場所で！」

　晴海は罠があるならこの場所だと思っていた。司令室へやってくるには幾いくつかルートがあるから、そのどこかに罠を張るのは効果的ではない。それぐらいなら絶対にやって来る司令室に罠を仕し掛かけて勝負する。キリハ程でなくても、経験豊富な司令官ならそれぐらいやって来るような気がしていた。

「なるほど、確かにそうかもしれませんね」

「もしそうじゃなくても損はない訳ですから、やり方を変えた方がいいと思います」

「そうします。助かりました、桜庭先せん輩ぱい」

　言われてみれば確かにその通りで、孝太郎も晴海の意見に賛成だった。そこで孝太郎は攻撃の手段を変へん更こう、熱煙幕弾を使う事に決めた。孝太郎には霊れい力りよくが見えるし、兵士達たちも霊子力センサー付きのゴーグルがある。敵だけの視界を奪う事が可能になる筈だった。

　そしてその結果がこれだ。司令室の兵士は全て倒され、立っているのはタイガシオン卿一人。危ない局面は度たび々たびあったが、孝太郎達は無事に目的を達したのだった。










　孝太郎はタイガシオン卿に突つき付けていた剣を下ろすと、改めて彼かの女じよと向かい合った。タイガシオン卿はこの基地の司令官だ。彼女と話を付けるのが、この場所における孝太郎の最後の仕事だった。

「降こう伏ふくしてくれないか、タイガシオン卿」

「脅しなら効かない。お前達が皇国軍を殺さないのは知っている。それに我々を殺してしまえば、衛星の制せい御ぎよコードが分からなくなるぞ」

　タイガシオン卿は戦せん闘とうだけでなく、交渉の相手としても難しい相手だった。彼女は孝太郎達の目的と、正規軍の軍事組織としての弱点を知っている。容易には説得できそうにない雰ふん囲い気きだった。

　だが孝太郎も何の根こん拠きよもなく降伏を迫せまっている訳ではない。その根拠の一つが、丁度このタイミングで孝太郎達の許へ届けられた。

　ピー

『里見君、遅くなってごめんなさい！　たった今、こっちの仕事が済んだわ！　今、正門を開けています！』

「いいタイミングだ。ありがとう、藍華さん」

　それは地下にいる真希からの連絡だった。クリムゾンとの遭遇のせいで孝太郎達の突入よりは遅おくれていたが、突入から十分以内というタイムリミットには間に合っている。期待通りの、真希らしい堅実な仕事ぶりだった。

「………制御コードに関してはたった今必要なくなった」

「くっ」

　どうしてそうなっているのかまでは分からないが、正門を開けているという言葉が何を意味しているのかはタイガシオン卿にも分かる。基地のシステムは新生フォルトーゼ正規軍に掌しよう握あくされてしまったのだ。

「あとは貴公次し第だいだ。司令室を失って指揮系統が寸断されて全部隊が孤立、しかも防御装置も設備も使えず、戦せん闘とう機きも飛ばせない。そんな状態で不敗を誇ほこるマスティル家と一戦交えるつもりか？」

「それは………」

　タイガシオン卿の強気の仮面が崩れ始める。システムを乗っ取られているので、既すでに戦略的な意味では負けが確定した。あとはこの場所の部隊がどうするのか、問題はその一点に絞られた。だがシステムを乗っ取られた以上、状況は極めて不利。タイガシオン卿もそこは重々分かっていた。

「それに幾ら我々でも、正面激げき突とつでは犠ぎ牲せいは避さけられない。退いてくれないか？」

　孝太郎はアライアとティアの理想を体現しようと心こころ掛がけているが、それでも現実と折り合わねばならない時があるという事はちゃんと分かっていた。二千年前の戦いでもそうであったように、どうしても避けられない犠牲はある。今回がそういうケースだ。もしタイガシオン卿が退いてくれなければ、戦いは血で血を洗う凄せい惨さんなものになる。いかに孝太郎達でも、そればかりは避けられない。だからこそ、孝太郎は彼女を説得しようと懸けん命めいになっていた。

「状況はよく分かっている。それでも………降伏は出来ないのだ………」

　孝太郎の懸命な説得にもかかわらず、それでもタイガシオン卿は降伏しなかった。だが彼女はそれを毅然と宣言した訳ではない。降伏できないと言った時の彼女の表情は、諦あきらめと絶望に彩られ、あまりに悲しげだった。

「馬鹿な、全滅するぞ!?」

「大隊長以上は、家族が人質に取られているのだ。その上で、最後まで戦えと厳命されている。我々は愛する家族の為に、退く訳にはいかんのだ！」

　タイガシオン卿は戦う事を選んだのではない。彼女は人質を取られ、戦う以外になかったのだ。そしてそれは部隊長達も同じ。自分達の身が滅びようとも、家族を守る為には戦わねばならない。もし彼女らが降伏を選べば、皇国軍の中にいるヴァンダリオンの息がかかった兵士がそれを報告する。そうなれば家族の命はない。彼かの女じよ達たちには選択の余地は残されていなかったのだ。

「おのれヴァンダリオンめぇっ!!　一体どこまで腐ってやがるっ!!」

「貴公―――いや、あえてこう呼ぼう、青あお騎き士し殿どの！　我々を倒して先へ進め！　あのような男に皇国を好きにさせるな！」

　タイガシオン卿は覚かく悟ごを決めた。彼女達は勝てない。しかし戦わない訳にはいかない。そして人質を取られた大隊長以上が全て戦死するまで、この戦いは終わらない。ならば真っ向勝負で誇り高く散る事こそが、戦いを終わらせる最短ルートだった。

「諦めるなっ！　まだ分からんっ！」

　だが孝太郎の意見は違う。孝太郎はまだ諦めていなかった。

「しかし―――」

　タイガシオン卿は無理だと否定しようとした。けれど孝太郎の瞳ひとみを見た瞬しゆん間かんに、その言葉は途切れてしまった。孝太郎の瞳はまだ強く輝いていた。

「もし大隊長が指揮を執れなくなった場合には？」

「副大隊長を務めている中隊長に指揮権が移り―――そうか、中隊長なら人質は取られていない！　撤退の判断を下す事が出来る！」

「そういう事だっ！　おい従者様っ、聞こえているかっ!?」

　孝太郎は鎧の通信装置を起動すると、上空の『揺ゆり籠かご』で待機しているクランを呼び出した。

『なんですの、いきなり？』

「この基地にいる皇国軍の大隊長達の現在位置を特定出来るか!?」

『顔写真でもあれば出来なくはありませんけれど。何な故ぜそんな事が必要ですの？』

「うるさい！　黙だまってやれ！　後で土下座でも何でもしてやるから、とにかく急げ！」

『察するに「あらゆる手段を許容する」ですのね』

「特定したら俺と大家さん、早苗とゆりかに伝えろ！　即そく時じで無力化が必要だ！」

『分かりましたわ、少々お待ちくださいまし』

　この基地の兵力は三千余り。編成で言うと陸上兵力が一連隊、航空兵力が一大隊という事になる。一連隊は四大隊で構成されているので、連隊長のタイガシオン卿以外に、大隊長が四人いる。航空大隊の一人を加えると、大隊長以上はこの基地に六人いる計算だ。孝太郎はその全てを無力化する事で、戦いを終わらせようと考えていた。

　皇国軍にはヴァンダリオンの息がかかった者が居るので、タイガシオン卿や大隊長が撤退を宣言すれば、その家族が殺されてしまう。だがもし指揮権が、人質を取られていない者に引き継がれれば事情は変わる。指揮系統が寸断されている状況で大隊長を失った場合には、自然と態勢を立て直す為に撤退を選択するに違いなかった。

　しかしそれを成立させる条件は非常に難しい。既に拘こう束そくしているタイガシオン卿を除く五人の大隊長の位置を正確に特定し、しかも狙ねらいを悟さとられないように、ごく自然な攻撃に見せかけて倒さねばならない。孝太郎が隠かくしておきたいクランに頼ったのは、その困難さをよく分かっていたからだった。

　―――ベルトリオンがあの顔をしているという事は、よっぽどの事があった筈ですわ。誰だれがやらかしたのかは知りませんけれど、首謀者は時空の彼方かなたに吹き飛ばされるかもしれませんわね………。

　この時点ではクランはまだ自分が何をさせられているのかが分かっていない。しかし孝太郎の顔を見て重要な事だと察した彼女は、真希に持ち込ませた装置を介して基地のシステムに侵入、五人の大隊長を探し始めた。戦場にいる孝太郎を一番よく知っているのはクランだ。だから彼女には迷いはなかった。

「青騎士殿………何と言っていいのか………」

「何も言わなくていい。悪いのはヴァンダリオンだ」

「それでも………済まない。悪あしき者に膝ひざを折り、貴公らに剣を向ける我らを幾ら憎んでくれても構わない。だがどうしても家族は見捨てられないのだ！」

　タイガシオン卿が人質に取られているのは一人娘むすめと病床の夫。自分の命よりも大切な二人だから、どうしても見捨てられず撤退を宣言する事が出来ない。それで多くの兵士達の命が失われようとも。悪党の言いなりになるしかない自分が情けなくて、タイガシオン卿は歯は噛がみしながら涙を溢あふれさせた。

「安心しろ、ヴァンダリオンの思い通りにはさせない！　上手くすれば戦いが本格化する前に止められるかもしれない！」

　状じよう況きようは悪い。このままでは多くの無む駄だな血が流される。だが大隊長を全て捕らえる事が出来れば、戦いは早期に終結する。希望はまだ失われた訳ではなかった。

　ゴ、ゴゴゴッ、ドドドドドドドドッ

　しかしヴァンダリオンの策略はこれで終わりではなかった。両軍がまさに激突しようというこのタイミングで、ヴァンダリオンの最後の策がシャルドリッサ基地全体を揺らし始めた。

「この揺れはなんだ!?　どうなっている!?」

「分からない！　だが滑かつ走そう路ろの向こうにある地下格納庫なのは間違いない！　あそこだけ私の管轄から外れている！　上の連中はあそこで何かしているようだった！」

　タイガシオン卿の言葉を参考に、正規軍の兵士がオペレーター席のパネルを操作する。すると基地の南側を監視するカメラの映像が立体映像として司令室に投とう影えいされた。

「あれは!?」

　その立体映像を見た者は誰もが息を呑のんだ。しかし誰よりも驚いていたのは他でもない孝太郎だった。それも当たり前だろう。問題の立体映像は、地下の格納庫から這はい出ようとしている巨きよ大だいな赤い竜りゆうだったのだから。







火竜帝対火竜帝　十一月三十日（火）







　ヴァンダリオンが言う『あれ』とは、攻撃用の大型機動兵器だった。先日のウィルス兵器騒動では、機動兵器運うん搬ぱんがウィルス兵器運搬の隠れ蓑みのとして使われた。実際に『アライア』の外から機動兵器が持ち込まれ、運ばれていく途中でウィルス兵器に置き換えられたのだ。その為ため、機動兵器は使われずに残った。それを今回の戦いで使おうというのがヴァンダリオンの考えだった。どうせ持ち込むなら本当に強力な物を持ち込んでおき、意識がウィルスに向いた後で使用する。ウィルスと機動兵器は、お互いに陽動や目くらましとして機能しているのだった。

「………作戦は分かるけど、随分趣味的な形をしているわね？」

「私にとっては敗戦の記き憶おくを呼び起こさせる形だね」

「そういえば貴方あなた、坊ぼうやのコレに攻撃されたのよね」

「向こうのはもっと優美だったが、攻撃的な印象はよく似ているよ」

「名前はなんて言ったっけ？」

「正式には拠きよ点てん攻こう撃げき用大型機動兵器真竜壱いち式アルゥナイアというそうだよ。………名前も優美ではないね」

　問題の機動兵器は全長二十メートルを超こえる巨大なもので、しかも四足で歩行する爬は虫ちゆう類るいの姿をしていた。その背中には巨大な翼と推進器を備え、飛行する事も出来る。その姿はまるで伝説で語られるドラゴンのようだった。

「しかも私達で改造したから、壱式改になった訳でしょう？　美しくない名前を更さらに美しくなくしてしまったわね」

「その割に楽しそうだね？」

「それはそうよ。フォルトーゼの科学技術の塊に、本格的に霊子力と魔ま法ほうが導入された初めてのケースだもの」

　この壱式改は見た目を優先した趣味的な兵器という訳ではない。ヴァンダリオンの腹心の部下であるグラナードが主導して作り上げた最新兵器だった。グラナードは軍務庁長官と科学技術庁長官を兼務しているので、膨大な予算と最新の技術を使い、この巨竜兵器を作り上げたのだ。

　フォルトーゼの戦術理論では、機動兵器というものに対して戦闘機と戦車の中間の役割を求める。歩兵の支し援えんと防御をする為の機体なので、自然とそうなってくるのだ。また同じ理由から、大きさも戦車や戦闘機のサイズを超える事はない。歩兵の位置を教えるほど巨大では意味がないのだ。つまり機動兵器というものは支援を専門に担当する比ひ較かく的てき小型の機体という事になる。最初から脇役として作られた兵器なのだ。

　グラナードはその脇役として作られた兵器の技術を集約して発展させ、戦場の主役として君臨する兵器を作ろうと考えた。戦闘機と戦車の中間ではなく、双方の機能を余す事無く発揮する。大きさも機動性を損なわない範はん囲いで最大のサイズにし、攻こう防ぼうの能力を最大化する。それがこの巨竜の正体だった。

　そしてこの巨竜には、新たにＤＫＩの支援で霊子力と魔法の技術が導入された。地底人の急進派から提供された霊子力技術は解析されて既にＤＫＩの力の一つとなっており、今回はそれが巨竜の性能の向上にあてられている。また各種エネルギーを魔ま力りよくへ変換するコンバーターはダークネスレインボゥの専売特許。膨大なエネルギーを魔力へ変換し、幾つかの強力な魔法を稼働させる事が可能となっていた。

　エゥレクシスが使っている巨きよ人じん兵器のウォーロードIIにも霊子力や魔法が使われているが、ここまでの強化は施ほどこされていない。ウォーロードII自体が試験的なものであったからだ。そしてそこで得たデータを基もとにして、この巨竜には本格的に霊子力や魔法が導入されている。ただでさえ強力な兵器だったこの巨竜は、霊子力と魔力を得た事で、新たな次元へ到達した。戦場における生態系の頂点、究極の捕食者として作り上げられた大型機動兵器、それが壱式改アルゥナイアの正体だった。

「とはいえ………やり過ぎたんじゃないかしら？」

「どういう意味だい？」

「パープルやタユマが暴走した時とは状況が違うから、これではどう転んでも坊やに勝ち目がないわ」

　当初真ま耶やは大きくした機動兵器程度では孝こう太た郎ろうは倒せないと考えた。孝太郎達は悪意に呑まれたパープルやタユマさえ退けたからだ。だが実際に壱式を見て、そこに霊力や魔力を組み込んでいく内に、彼女はその考えを改めた。多数対多数である今回の戦いに壱式改が介かい入にゆうした場合、孝太郎は勝てない。ヴァンダリオンの勝利条件はただ多くの犠牲を出す事。純粋な戦闘兵器である壱式改から、多数の人間を守り切るのは不可能だった。

「単純な計算の上ではそうだろうね。だが、クリムゾンの話だとコータロー君は作られた英雄ではない。つまり彼の腰こしに下がっているあの銀の剣けんは、本物のシグナルティンである可能性が高い。フォルサリアにあったものではない訳だからね」

　孝太郎が作られた英雄でない以上、腰に下がっている銀の剣は外見を変更されていないという事だ。つまりそこに刻まれたアライアの紋章は、最初から刻まれていたという事になる。するとアライアの紋章が刻まれた魔法の剣が現存している事になり、歴史的な経けい緯いからシグナルティンである可能性が濃のう厚こうになる訳だった。

「本物なら勝てるというの？」

「勝って欲ほしいね。それは我々にとっての希望でもあるんだ！」

　出しゆつ撃げき態勢を整えた壱式改は大型のリフトに載せられ、上に向かって昇っていく。その頭上では天井が左右に開き、満天の星が覗く。そしてその星明かりと基地の照明が、壱式改の巨体を照らし始めた。

「行って来い壱式改！　そしてコータロー君が何者であるのかを、私に教えてくれ！」

　その瞬間、リフトは地上に到達した。そして壱式改は巨大な身体を誇示しながら、内蔵されたジェネレーターを最大出力に引き上げる。

　ガオォォォォン

　ジェネレーターが最大出力に到達する時、雷鳴のような非常に大きい音が周囲に響ひびき渡わたった。それはまるで、巨大な竜が上げる咆ほう哮こうそのものだった。










　機械仕掛けの巨大な竜が地上へ姿を現したのは、正門からティア達が突とつ入にゆうして来た少し後の事だった。既にティア達は基地を守っている兵士達と交戦を始めており、問題の機械仕掛けの巨大な竜―――壱式改はその側面を突く形で攻撃を仕掛けて来た。

「ルース！　そなたの無人機と、わらわの隊の機動兵器を全部あの化け物の迎げい撃げきに回すのじゃ！　今攻撃を受けるとまずい事になる！」

『仰せのままに、マイプリンセス！』

　ティア達は非常に難しい状況にあった。正面には基地を守る皇国軍の部隊がいるが、このままだと彼かれらは全ぜん滅めつするまで戦う。部隊長が家族を人質に取られているから、撤退命令を出せないのだ。打開策は部隊長を倒たおす事だが、まだその五人の所在が掴めていない。この状態で側面から壱式改に攻撃を受ければ、戦せん況きようは部隊長どころではなくなってしまう。そこでティアは壱式改に無人機と機動兵器をぶつけて時間を稼ごうと考えたのだ。

『ティアちゃん、あの大きいのは私に任せて！』

　だがここで静しず香かが壱式改の相手を買って出た。

「シズカ!?　じゃが今そなたの隊に抜けられては困る!!」

　ティアは戸惑う。基地へ攻撃を仕掛ける部隊は全部で四つ。ティア大隊、静香大隊、ゆりか大隊、そして孝太郎大隊だ。孝太郎大隊に関しては孝太郎が不在なのでティアの指揮下に入っている。そういう状況で四つの隊のうちの一つに抜けられてしまっては戦線が支えられない。ティアには静香の提案は呑めなかった。

『私の隊じゃなくて、おじさまが行く気になってるの！』

「そうか、その手があったか！」

　ティアは静香の提案の意味を理解して、その顔を綻ほころばせる。目には目を、竜には竜を。巨大な竜型兵器に対し、本物の竜をぶつける。それが静香の提案だった。

『面おも白しろいではないか！　あれは儂わしに対する挑ちよう戦せんだ！　黄金の姫ひめよ、儂に機会をくれ！』

「是ぜ非ひもない！　お頼たのみ申し上げる、火か竜りゆう帝てい殿どの！」

『心得たぁっ!!　ハーッハッハッハッァ、シズカよ！　あの機械仕掛けのまがい物に、どちらが真の王者であるか、思い知らせに行こうぞっ!!』

『そういう事みたいだからっ、あとはお願いねっ、ティアちゃんっ！』

　静香は自分の部隊の指揮をティアに任せると、半竜半人の姿に変身して空へ舞まい上がった。そしてその高度が数十メートルに達した時、彼女はもう一度変身した。半竜半人の姿から完全な竜の姿へ。そこから更に身体からだが大きく膨れ上がり、全長二十メートルを超える巨体へ。それはフォルトーゼの生物界の頂点に君臨する、伝説の存在。竜りゆう達たちの王、爆炎の覇者、火竜帝アルゥナイアだった。

『そのようなおもちゃを儂の前に出したのが運の尽きだ!!　今すぐバラバラに打うち砕くだいてくれるっ!!』

　アルゥナイアはその顎あごを大きく開き、牙きばを剥むき出しにして空を駆かける。背中の翼の力強い羽ばたきは、あっという間に壱式改との距きよ離りを詰めた。

　ゴォオオォォォォォッッ

　だが壱式改もそれを黙って見てはいない。大きく口を開けると、ジェネレーターの出力を全開にする。すると開いた口の奥おくで、強い光が輝かがやき始めた。

『おじさま！』

『うむ！』

　バシュゥゥゥゥゥゥンンンッ

　壱式改の口から強い光の奔流が吐き出された。それはジェネレーターの力をダイレクトに放出するエネルギー砲ほうだった。しかし幸いな事に、アルゥナイアは発射前の時点で危険を察知して大きく旋回を始めていた。おかげで壱式改のエネルギー砲は空を焼き、森を薙なぎ払はらっただけで終わった。

『ひええぇぇえぇぇっ、あんなの冗じよう談だんじゃないわ！』

　だが吹ふき飛とんだ森を見た静香は、背筋が寒くなる。もし直撃を受けていれば、アルゥナイアとてただでは済まなかっただろう。

『当たらねばどうという事はない。今の調子で頼むぞ、シズカよ！』

『頑がん張ばるわ！　まだ死にたくないもん！』

　静香が竜に変身した時は、アルゥナイアの心が主導的な立場になる。しかし科学技術や兵器に関しては静香の方が知識があるので、彼女の助言は不可欠だ。その分だけ異なる時代出身というアルゥナイアのハンデが軽減されていると言えるだろう。

『こちらも負けていられんなあっ!!』

『あんまり派手にやらないでねっ、おじさまっ！』

『今回ばかりは保証しかねるっ!!』

　引き続き空中を旋回して再び壱式改を正面に捉えたアルゥナイアは、お返しとばかりにその口を開いた。口の奥では高温の火炎が燃え盛っている。火炎の温度は一気に上昇し、白く輝く超高温の炎に姿を変えた。

　シュゴォォォォォォォンンンッ

　アルゥナイアの口からも強烈な光の奔流が放たれた。あまりに高温高圧ゆえに既に火炎というよりもプラズマに変じている程ほどの強烈な光の柱は、ビーム砲と同じくらいのスピードで壱式改に迫った。

　ゴォォォォォォッ

　しかし壱式改はアルゥナイアが火を吐く直前に背中の推進器を点火、その二十メートルを超える巨体からは想像できない程の素早さで横に身をかわした。おかげでアルゥナイアのプラズマブレスもまた、壱式改の横を通り過ぎて行った。

『やるではないかっ！　見た目ばかりではないという事かっ！』

『おじさま、来るわよ！』

　壱式改は着地するや否いなや推進器の向きを変えつつ背中の翼を展開。そのまま宙に駆け上がると、まっしぐらにアルゥナイアめがけて突とつ進しんしてきた。

『速い！　だが接近戦は望むところっ！』

　アルゥナイアは大きく翼を羽ばたかせ、壱式改を迎え撃うたんと自身も突進を始めた。口から覗く牙と、大きく広げた指の先にある爪が、剣呑な光を放つ。

『おじさまっ、ちょっと待って！　何か動きがおかしいわ！』

　だが静香はアルゥナイアの対応を誤りだと感じて制止しようとした。だが既にアルゥナイアと壱式改の距離は殆ほとんどない。静香の声が終わる前に、両者はそれぞれの強きよう靭じんな四し肢しが生み出す必殺の一いち撃げきを繰くり出した。
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　ギャリィィィッ

『ぬぅぅんっ!!』

　壱式改の爪はアルゥナイアが纏まとっている防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを突き破り、体表を覆っている鱗うろこを数枚引き剥がした。アルゥナイアの防御魔法と鱗を合わせた防ぼう御ぎよ力りよくは宇宙戦せん艦かん並みなので、壱式改の攻こう撃げき力りよくの高さは驚おどろくべきものだった。実は壱式改の爪には接近戦用のビーム砲が内蔵されており、命中と同時に発射する仕組みになっている。爪によるダメージにビーム砲の高熱のダメージが加わるので、いかにアルゥナイアであっても防ぎ切れなかった。

『だがやられて引き下がる儂ではないっ！』

　ガシィィッ

　傷を受けてもアルゥナイアは止まらず、長大な尾を器用に振ふり回まわして飛行姿勢を変更しながら、同時にその尾で壱式改を一撃した。これはドラゴンならではの空中機動、そして攻撃だった。

『浅い!?』

　しかしその一撃は壱式改のバリアーを破るまでには至らない。大型のジェネレーターが生み出すエネルギーは大きく、生み出されるバリアーは強固だった。そしてアルゥナイアが途中で飛行ルートを変更した事で、両者は激突する事無くそのまま擦すれ違った。

『どういう事だ!?　あの動きは―――』

『おじさままだよっ!!　頭下げてっ!!』

『なんだとっ!?』

　ドドドドドドドドッ

　静香の指示に従って咄とつ嗟さに頭を下げたアルゥナイアの頭上を、壱式改の腕うでに装備されている機き関かん砲ほうの弾たまが薙ぎ払っていく。驚いた事に壱式改は擦れ違った直後に方向転換を済ませ、アルゥナイアを砲ほう撃げきしたのだ。

『やっぱりそうだ！』

『あり得ない動きだ!!　あのまがい物はどうなっているのだ!?』

『おじさま、多分あの竜は誰も乗ってない！』

『何っ!?』

『全部コンピューターが―――えと、考える事まで機械仕掛けなの！　だからあんな無茶な動きが出来るのよ！』

　生物は神経を伝わる電気信号と化学物質の受け渡しで身体を操っているので、当然その伝達には僅わずかながら時間を要する。また脳が状況を判断するのにも幾らか時間が必要だ。だから人間が攻こう撃げきを避よけようとしても、実際に動けるのは何分の一秒か後の事になる。それがドラゴンほどの大きさになれば、タイムラグは更に大きい。

　だが壱式改の動きは明らかにそうではなかった。アルゥナイアの動きに対する反応が早過ぎるのだ。五感に優れる静香でも、感じた遅れはほんの僅か。普ふ通つうの人間なら同時に反応しているように見えただろう。そしてこの事が、静香が壱式改にはパイロットが居ないと考えた根拠だった。

　そしてそれを裏付けているのが、壱式改の動きの速さだった。ここで言う速さは、反応の早さではなく、動きそのものの速さだ。生物の脳は血液の循環で機能を維い持じしているので、あまりに速く動いてしまうと血液がその動きについていけず、流れなくなって意識を失う。人間であれば地球の重力の十倍程度の勢いで加速した場合にそうなる。そして一式改は擦れ違った直後に方向転換して砲撃してきたので、明らかにそれ以上の速さで動いている。人間が乗っているなら気絶か、悪くすれば死んでいる筈はず。だから乗っていないと考える方が自然だった。

『魂たましいを持っていない埴はに輪わちゃん達だと思うといいかも』

『なるほど………思ったより厄やつ介かいな相手のようだ』

『おじさま、魔ま法ほうで何とかならないの？』

『儂は魔法使い程自由には魔力を操れん。やっても焼け石に水といったところだ』

　アルゥナイアと壱式改は空中で再び向かい合う。その大きさは同じぐらいだが、壱式改は武装が取り付けられている分だけがっしりとしたシルエットになっている。静香にはその違ちがいがそのまま現在の状況に反映されているように思えて、この先に起こる事が不安でならなかった。










　アルゥナイアの力をもってしても、壱式改を即座に倒す事が出来ない。その事は孝太郎に大きな驚きを与あたえていた。アルゥナイアの絶大な力を身をもって知っている分だけ、その驚きは深かった。

『―――幾らアルゥナイアさんでも、生物という枷かせの内側におりますの。ですから生物に不可能な速度で動かれては、攻撃を当てるのは難しい筈ですわ』

「という事は、俺おれ達たち次し第だいって事か！」

『そういう事ですわね。攻撃の密度が上がれば、速くても避け切れませんわ！』

　壱式改はアルゥナイアにとって相性の悪い相手と言える。だがアルゥナイアが対応してくれなければ、状況はもっと悪くなっていただろう。ここは孝太郎達の方が問題を片付けて、戦力を壱式改へ振り向けるべきだった。

「クラン、まだ見つからないのか!?」

『もう少し待って下さいまし！　動き回る三千人の中から五人を見付け出そうとしているのですから、時間がかかりましてよ！』

　しかし孝太郎達の問題も簡単ではない。皇国軍の攻撃を抑え込みながら、五人の大隊長を見付けなければならないのだ。しかも皇国軍は司令室を占せん拠きよされて指揮系統が混乱、部隊ごとに好き勝手に戦っている。いかにクランであっても、問題の五人を見付け出すのは容易な事ではなかった。

『クラン殿、少し手伝おう』

『キィ!?』

　そんなクランに救いの手を差さし伸のべたのはキリハだった。彼女はその優すぐれた頭脳で、クランを手助けする方法を見付け出だしたのだ。

『ルース、照明弾。通常より高高度で発光するように調整』

『了りよう解かい、パラメーター修正、照明弾準備良し』

『撃て！』

『発射ッ！』

　ドンッ

　キリハの指示でルースは照明弾を発射した。すると照明弾はシャルドリッサ基地の上空高くに飛び上がり、周囲を煌こう々こうと照らし始める。まだ深夜であるから、その輝きは一ひと際きわ目を引いた。

　ピッ、ピピピピッ

『ターゲットＡ、ターゲットＣ、ターゲットＤ捕捉』

　その直後、クランのコンピューターが三人の大隊長の居場所を特定した。クランはこの結果に驚き、目を見張った。

『キィ、これは一体―――そうか、そういう事ですのね！』

　クランは部隊の配置と飛び交う電波の密度から大まかに部隊の位置を特定、そしてカメラで撮影した映像の解析によって大隊長を見付け出そうとしていた。問題は映像の解析の部分だった。フォルトーゼの技術のおかげで基地を照らす照明程度の明かりで撮影は問題ないのだが、監視カメラや上空の『揺り籠』のカメラは上からの映像になってしまい、なかなか顔認証が可能なタイミングがなかった。だがキリハが打ち上げさせた照明弾のおかげで、ほんの一いつ瞬しゆんだけ誰もが顔を上げた。クランのコンピューターはその瞬間を逃のがさず、三人の大隊長を見付け出したのだった。

『ユリカ、一人目は貴女あなたのすぐ傍そばですわ！　得意技の毒ガスを撃ち込んで、周りごとまとめて眠らせてしまいなさいっ！』

『得意技って何ですか得意技ってぇっ!!』

『マキ、二人目は貴女の近くなのですけれど、地上へは出られまして!?』

『もうすぐです！　任せて下さい！』

『三人目は少し遠いですわね………ティアミリスさん、足の速いあなたが行って下さいまし！』

『心得た！　一撃で仕留める！』

　クランは次々と仲間達へ指示を出しながら、コンピューターへの命令を変へん更こうしていく。三人見付けたので、残り二人の居場所はかなり絞られる。また監視と解析は二倍以上の力を振り分けられるようになった。おかげでこれまでよりも何倍もやり易やすい。残り二人の居場所も、すぐに特定出来るだろうと思われた。

　ピピッ

『ターゲットＢ、ターゲットＥ捕捉』

『やりましたわ！　ベルトリオン、貴方の足元と、少し北側ですわ！』

　そしてその結果はすぐに現れた。クランは喜色満面でそれを孝太郎に報告する。それはいつになく可愛らしい笑え顔がおだったのだが、残念ながら孝太郎にはそれに気付く余よ裕ゆうはなかった。

「でかした！　俺おれと桜さくら庭ば先せん輩ぱいで―――」

　ドドンッ

「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　孝太郎と晴はる海みのすぐ傍に大きなクレーターが出来上がる。それは何ど処こからか飛来した、大口径砲によるものだった。

『おやかたさま、基地の外からの砲撃です！　発射地点は南方八キロ！』

　ルースが報告する間にも、周囲に幾いくつかクレーターが出来上がる。その砲撃に敵味方を問わず多くの兵士達が巻き込まれていた。孝太郎は味方の兵士達に建物の陰に入るよう指示すると、再び通信機に呼び掛かけた。

「クラン、どうにかならないか!?」

『仕方がありませんわ、わたくしが行って砲ほう戦せん部隊を排はい除じよ致いたしますわ！』

「そんな事をしていいのか!?」

　クランの申し出はありがたいものだった。しかし孝太郎にはそれが安易に飛び付いてはいけない申し出だと分かっていた。

　確かに彼かの女じよの『揺り籠』なら、気付かれずに問題の砲戦部隊に近付ける。だが攻撃をした途端、その姿を皇国軍に見られてしまうだろう。攻撃中まで姿を消せるほど彼女の技術は万能ではないのだ。そして姿を見られてしまえば、彼女の属するシュワイガ家に多大な悪影響を及ぼす。ただでさえ仲が悪いマスティル家に協力して、反逆者になるという事だからだ。

『この状況で手段を選んでいられませんわ！　あらゆる手段を―――違いまして!?』

「………そうだな。頼めるか？」

『ええ！』

　クランに帰る家がなくなったら、自分がずっと守ろう―――孝太郎は密かにそんな事を決意する。リスクをクランにだけ背負わせる訳にはいかなかった。それを知ってか知らずか、クランの瞳に宿った光はとても強い。クランもまた皇女であるから、仲間達と兵士達は自分が守ると決意していた。

『お待ち下さいクラン殿でん下か！　大気圏を突とつ破ぱして降下してくる戦せん闘とう機き隊たいがあります！　兵力は戦闘機が四、このコースだと砲戦部隊に合流するようです！』

「この忙いそがしい時にっ!!　一人で行くんじゃないぞ、クラン!!」

『でも―――』

「黙れ！　俺はお前の葬式をするつもりはないからな！」

　砲戦部隊だけならともかく、それを守る戦闘機隊がいるのでは、クランが行っても生きて帰れない。

『クラン、少し待つがよい。わらわも共に参ろう』

『ティアミリスさん!?』

『わらわとそなたが一いつ緒しよに行けば、勝つ可能性も―――』

　クランと話しながら、ティアはレーダーに映る四つの赤い点を見つめていた。それは問題の四機の戦闘機の所在を表すものだった。

　ピー、ピピピッ

　すると何故か突然、四つの赤い点が全すべて青い点に変わった。

『どうしましたの、ティアミリスさん』

『いや、もう勝った』

『はい？』

　ティアはその大きな瞳ひとみを僅かに潤ませながら、たった今頭上を通り過ぎていった四機の戦闘機の映像を拡大する。それは何の変哲もない、宇宙と大気圏内両方で使える汎用の戦闘機だ。だがティアにはその機体に書き込まれた部隊のマークに見覚えがあった。

『お待たせして申し訳ありません、皇女殿下。只今より第四十七航宙飛行小隊は、ティアミリス皇女殿下の指揮下に入ります』

　それはティアが惑わく星せい『アライア』に降下する際に、命を救った兵士の部隊のマーク。彼らはあの戦いの後、皇国軍からの離脱を決意。新規に受領した機体ごと、この場所までやって来たのだった。

『第四十七航宙飛行小隊、この基地を狙っている砲戦車両を撃げき破はせよ！　ただしやり過ぎるでないぞ！』

『仰せのままに、マイプリンセス！　十分な訓練を積んでおります、御ご安あん心しん下さい！』

　そして四機の戦闘機は急激に高度を下げ、低空から砲戦部隊に接近。機体に装備されたレーザー砲で、器用に砲戦車両だけを破は壊かいした。










　飛来した戦闘機隊の支援で危機を脱した孝太郎達たちは、五人の大隊長全てを捕獲ないし無力化した。これにより皇国軍部隊の指揮権は中隊長以下に引き継がれた。まだ頑強に抵てい抗こうを続けている部隊も多いが、それは壱式改が優勢に戦いを進めているからだ。壱式改の戦せん闘とう能力の高さは既すでに誰もが知るところ。壱式改がアルゥナイアを倒せば、まだ逆転は可能だと考えても不思議はない。しかしその逆に、孝太郎達が壱式改を破壊すれば、彼らの考え方も変わるだろう。

「お待たせして申し訳ない、アルゥナイア殿」

『まったくだ青あお騎き士しよ。いざやってみると、機械と戦うのはあまり面白くなかった』

　孝太郎と晴海が合流した時、アルゥナイアは傷だらけだった。その姿からこれまでの壱式改との戦いが激しいものであった事が窺われた。

「笠かさ置ぎさんは大だい丈じよう夫ぶですか？」

『聞いて下さいよ桜庭先輩！　あっちのメカおじさまってズルいんですよ！　後から動き始めてこっちより速いんです！　完全にズルですズル!!』

　壱式改はアルゥナイアの動きを見てから動き出し、それでなおアルゥナイアより速い。これはじゃんけんで相手の指が動き出したのを見てから手を決め、それでいて遅れずに素す早ばやく出すようなものだ。優れた解析力と圧あつ倒とう的てきな速さが生み出した、遅れない後出しじゃんけん。そこには作戦や技わざの読み合いはないから、アルゥナイアの表現を借りれば『面白くない戦い』という事になるだろう。

「それでよく無事でしたね………よかった」

『メカおじさまは時々よそ見をするんです。里さと見み君をやっつけたいみたいでした』

「俺―――私を？」

『そうだ。恐おそらく優先的に狙ねらうよう命じられているのだろう』

　それでもアルゥナイアが傷だらけで済んでいるのは、壱式改が時折孝太郎を攻撃しようとするせいだった。その瞬しゆん間かんだけ壱式改はアルゥナイアよりも遅い。そこが付け込みどころであり、一気にやられずに済んだ原因だった。

　しかしそれはあくまで細かい部分まで理由を追求した場合の話だ。結局のところアルゥナイアがやられずに済んだのは、彼が竜達の帝王であればこそだろう。打たれ強さと一瞬の隙すきを逃さず反はん撃げきする力は、彼にしかないものなのだから。

「だとしたらやる事は一つですね」

『頼めるか、青騎士よ』

「貴方に頑張らせて、私が頑張らない訳にはいかないでしょう」

『よく言った！　流石さすがは青騎士！』

「行きます！　桜庭先輩を頼みます！」

　孝太郎は晴海をアルゥナイアの許もとへ残し、壱式改に向かって飛んで行く。孝太郎達の作戦はシンプルだ。孝太郎が狙われるなら、狙わせればいい。そうすれば壱式改はアルゥナイアではなく孝太郎の行動を優先的に解析しようとする。それはアルゥナイアが攻撃するチャンスとなる筈だった。

「バリアーは要いらない！　全エネルギーを推進器に回せ！」

『アラートメッセージ、本機が無防備になります』

「どうせ何を食らってもアウトなんだ！　馬ば鹿かみたいに速く飛べ！」

『当機メインシステムは、フォルトーゼの全国民にかわり、御おん身みの御武運と栄光をお祈り致いたします』

「最近素す直なおになったじゃないか、お前ッ！」

　孝太郎は鎧よろいの全身に付いている推進器を全開にすると、出で鱈たら目めな軌き道どうを描きながら壱式改に接近する。ただでさえ相手は動きを読むのに長たけているので、真まっ直すぐ飛んでいては良い的になる。出鱈目に飛んでなお安全とは言えない状じよう況きようだった。

『里見君、防ぼう御ぎよは任せて下さい』

　そんな晴海の力強い声が、孝太郎が握り締めたシグナルティンから伝わってくる。こういう状況では、孝太郎を守るのは晴海の仕事だった。

「頼みます！」

『幾つか魔法をかけて里見君を守ります！　でも気を付けて下さい、直撃だけは防ぎようがありませんから！』

「はい！」

　だがシグナルティンと晴海の力をもってしても、小型の戦闘艦並みのパワーを備えた壱式改の攻撃は防ぎ切れない。基本的に攻撃が当たらないようにするのが、孝太郎を守る方法だった。

「早速来たか！」

　距離が詰まると、壱式改は孝太郎を倒さんと砲撃を開始した。両りよう肩かたの大型砲と腕の機関砲、それら実じつ弾だん砲ほうを連射しながら、壱式改も推進器を全開にして孝太郎に迫る。後出し方式の先読みは距離が近いほど正確になる。壱式改の人工知能は、孝太郎との距離を詰めて一気に決着を付けるつもりだった。

「うおぉぉおぉぉぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎は小さい分だけ小回りが利く。その利点を十二分に発揮し、孝太郎は銃じゆう弾だんと砲弾の雨を縫うようにして壱式改との距離を詰めていった。だがこの銃弾と砲弾の雨が壱式改の罠わなだった。攻撃によって孝太郎の動きを制限する事で、予測の精度を引き上げたのだ。その結果、孝太郎は壱式改の狙い通りの場所に自ら滑り込んでしまった。

　キュゥンッ

　そしてその場所へ向けて発射されたのが壱式改の頭部に装備されているレーザー砲だ。このレーザー砲は壱式改の武器の中では弱いほうの部類に入る。だが視線追尾式なので、カメラの中央に捉えているものにそのまま当たる。孝太郎は自分からそこへ飛び込んだので、回かい避ひする余地はなかった。

「………危ない危ない、後出しで速いってこういう事か！」

　だがレーザーが貫つらぬいたのは孝太郎ではなく、晴海が魔法で生み出した虚きよ像ぞうだった。実際の被ひ害がいは無かったものの、孝太郎はこれによって肝を冷やした。おかげで静香が言っていた事が骨身に染みて理解できた。

『そういう事だ！　だがそれも一つの目標だからこそ出来る事だ！』

　その瞬間だった。いつの間にか壱式改に接近していたアルゥナイアが、右腕を大きく振り回して鋭利な爪で攻撃する。すると壱式改は推進器に点火して身体をひねり、その爪をかわそうとした。

　ギャギィィィィィッ

　アルゥナイアの爪は壱式改から僅かにそれた。おかげで壱式改のバリアーの表面を引っ掻き耳障りな音を立てただけで終わった。ジェネレーターのパワーを余す事無く利用する事を考えた兼ね合いで、壱式改のバリアーは空間歪わい曲きよく場ばを利用している。おかげで直撃でなければアルゥナイアでも破る事ができなかった。

『おじさま、左へ！』

『了解だ！』

　アルゥナイアは爪を振るっても動きを止めず、そのまま左側へすり抜ぬける。壱式改は通常の生き物ならあり得ない方向に腕を回して機関砲で追撃したが、迷わずすり抜けたおかげでアルゥナイアに被害は無かった。

『上う手まくやった筈だが、それでも直撃せんとは………』

『諦めちゃ駄目よおじさま！　もう一回やってみましょ！』

『無論だ！　儂は万物の帝王！　敵に見せる背中は持ち合わせておらぬ！』

『カッコイイおじさま！』

　孝太郎を囮おとりにして思い切った攻撃をしても、目立った効果が得られなかった。だがアルゥナイアだけであった時とは違って、攻撃が命中しかけた。これは大きな進歩だった。

『そうじゃぞ！　今度はわらわ達も同時に仕し掛かける！　次こそは当てられる！』

　そして次の攻撃にはティアと戦闘機隊が加わる。各種砲撃やミサイルで攻撃されれば、壱式改の動きはかなり制限されるだろう。まだ降参するには早かった。

「ティア、俺の事は気にしないで撃ちまくれ！　お前達の狙いが正確なら、俺はそれを避よけられる！」

『分かった！　では行くぞ皆みなの者！』

「おうっ！」

　ティアの掛け声とほぼ同時に、孝太郎が再び前に出る。壱式改には魂がないので、霊れい視しで狙いを探る事が出来ない。またエネルギーの桁が違うので、バリアーで防ぐのも現実的ではない。そこでほぼランダムな回避運動頼みになる。これに失敗すると晴海の防御魔法が最後の砦だ。相変わらず危険極まりない状況だが、今度はティア達の援護射しや撃げきがある。その分だけ孝太郎の気持ちは楽になっていた。

「ティアの狙いは迷いがなくて助かる」

　孝太郎は霊視によってティア達の狙いが線になって見える。それをくぐるように旋回しながら壱式改に迫せまった。すると壱式改はティア達の攻撃を嫌きらい、素早く回避運動を取る。その結果、機械の竜りゆうは胴体後部のやや下側、ちょうど尻尾しつぽの先端を孝太郎へ向けるような格好になった。

「これなら！」

　孝太郎はシグナルティンとサグラティンを握り締め、壱式改に突進する。多くの動物や乗り物に共通する問題だが、後部の下側は死角になる。壱式改の場合は尻尾があるので特にその傾けい向こうが強い。孝太郎から攻撃を仕掛ける絶好のチャンスだった。

『いけない里見君っ、下がってぇっ!!』

　突然の晴海の警告。

「えっ!?」

　孝太郎は反射的にその声に従って緊急用のブースターを点火、強ごう引いんに飛行する軌道を変更してそのまま壱式改の後ろ上方へすり抜けていく。その時の加速が強過ぎてほんの一瞬だけ意識を失い掛けたが、孝太郎は何とか意識を繋つなぎ止めた。だが確かにそうするだけの価値はあった。

「なんだ、あれは？　ホーミングの………エネルギー弾か？」

　孝太郎の眼前には幾つかの光の玉があった。それらは美しい曲線を描いて孝太郎を追いかけてきている。この光の玉は孝太郎が壱式改の死角にもぐりこんだ時に、それこそ孝太郎の死角から襲い掛かってきた。しかし孝太郎が晴海の警告に従った為ために、命中する事はなかったのだ。

『違うわ里見君！　それは攻こう撃げき魔ま法ほうよ！　あの機械仕掛けの竜には、魔法を使う力があるんだわ！』

「なんだってぇっ!?」

　壱式改は機体の多くの部分が魔法によって強化されている。そしてそれらとは別に、攻撃の為の魔法兵器が組み込まれていた。

　物体の強化が得意なイエローの魔法で、攻撃魔法を発するクリスタルを製作。だが実際に魔法を発動させるにはエネルギー源となる魔ま力りよくが別途必要になる。そこで物の性質の変更が得意なオレンジの魔法で、エネルギーの変換装置を作った。この装置は壱式改のジェネレーターが生み出す強力なエネルギーを魔力に変換する。この仕組みのおかげでエネルギーを変換装置に流すだけで攻撃魔法が発生する。そして発生した攻撃魔法の誘ゆう導どうに使われるのはグリーンが得意とする情報系の魔法だ。それは壱式改を除く、一定以上の速度で移動する物体に向かって突っ込んでいくというシンプルな誘導方法なのだが、沢たく山さんのエネルギー弾を発射する方式とは相性がいい。こうして普通の攻撃からミサイルの迎撃にまで対応する、便利な魔法兵器が完成した。今回はそれを、死角から近付く孝太郎に向かって放ったのだった。

「桜庭先輩、頼みます！」

『おねがいっ、シグナルティン！』

　だが攻撃が魔法であった事が幸いした。孝太郎のシグナルティンは魔法に対しては無類の強さを誇ほこる。剣けんが纏う純白の光は、魔力を分解する力を持っているのだ。おかげで向かってきた光の玉は孝太郎に命中する前に消しよう滅めつした。しかしもしあのまま孝太郎が気付かずにいたら、消滅したのはきっと孝太郎の方だっただろう。

『大丈夫、里見君？』

「大丈夫です。しかし………何でもありか、あれは」

　壱式改の魔法は完全な誘ゆう導どう弾だんなので、方向や姿勢に関係なく発射できる。その為今回はアルゥナイアに対応しながら孝太郎を攻撃した。結果的に壱式改は孝太郎達の攻撃をやり過ごす事に成功していた。

『まずいぞコータロー！　見た目より遥はるかに容易ならざる敵じゃ！　初めから一機で多数を相手に戦う事を前提に作られておる！』

　壱式改は攻撃力だけでなく、回避と防御が突出して優ゆう秀しゆうで、しかも魔法の誘導兵器を装備している。初めから多くの敵を相手にする為の設計が突き詰められているのだ。おかげで孝太郎達が援軍としてやってきたにもかかわらず、アルゥナイアだけで戦っていた時と戦せん況きように大きな変化が起こらない。パワーだけなら暴走したタユマやパープルの方が上かもしれないが、戦いにくいのは圧倒的に壱式改の方だった。

『ふっふっふーん、お困りのようですなぁ、諸君』

　孝太郎達の気持ちに暗雲が垂れ込めかけた、その時。やたらと能天気な声が辺りに響ひびき渡わたった。それは音として聞こえる声ではない。霊れい力りよくの振動として聞こえてくる、不思議な声だった。

『遂ついにこのあたし、早さ苗なえちゃんの出番がやってきたのです！』

「どういう事なんだ？」

『よく知らない。キリハが行けって言うから来たの』

　不思議な声の主はもちろん早苗だった。孝太郎達の不利を察したキリハが、状況の打開の為に『早苗ちゃん』を送り込んで来たのだ。

『でもやる事は分かってるから、お任せなのです！　孝太郎も一緒に来て！』

「よく分からんが、この際どうでもいい！　頼たのむぞ、早苗！」

『まっかせなさーい！』

　無む邪じや気きな声と無意味な自信が、沈みかけた孝太郎達の気持ちを明るくしてくれる。実際の力よりも、そういう人を明るくする才能こそが、早苗の一番の武器―――孝太郎は彼女の背中を追いながら、そんな事を考えていた。

『よぉし、ここでいいかな』

「何をする気だ？」

『説明が面倒だからもうやる』

「おい」

『必殺っ！　ろーかる・えりあ・さなえちゃんねる！』

　早苗がアニメのヒーローの必殺技わざポーズをそのまま真似すると、普ふ段だんから彼女を包つつんでいる霊力が急激に膨れ上がった。膨れ上がった霊力は二つに分かれ、孝太郎とアルゥナイアに降り注ぐ。そして早苗の霊力は孝太郎とアルゥナイアの身体からだ全体を包み、力強く輝かがやき始めた。

『これでよしと。あとはよろしく』

「ちょっと待て、お前一体何を―――」

　何が起こったのかが分からず、孝太郎は困惑気味だった。しかしアルゥナイアは既に自分に何が起こったのかを理解していた。

『いや、これでいいのだ！　助かったぞ、サナエ！』

『ぶいっ』

　アルゥナイアは大きく旋回して孝太郎と早苗に近付いてくる。そんなアルゥナイアに早苗は自慢げにブイサインを向けた。

『儂に乗れ、青騎士！』

「はいっ！」

　アルゥナイアがやってきたのは孝太郎を乗せる為だった。アルゥナイアが考えている事をやるには、孝太郎の力が不可欠だったのだ。

「里見君、手を！」

　最初からずっとアルゥナイアの背中に乗っていた晴海が孝太郎に手を差し伸べる。孝太郎は晴海の手を掴つかむと、無事にアルゥナイアの背中に降り立った。

「ありがとうございます、桜庭先輩！」

『いってらっしゃーい！』

　早苗に見送られ、アルゥナイアは再び空中で壱式改と対たい峙じした。アルゥナイアは孝太郎と晴海を連れて、もう一度攻撃を仕掛けるつもりだった。

「アルゥナイア殿どの、いったいどうなさるおつもりですか？」

『まだ気付いておらんのか？　自分の身体に起こった変化を？』

「変化？」

『あの娘むすめは儂らの動きを速くしてくれたのだ』

　孝太郎とアルゥナイアが壱式改に苦戦するのは、互角に戦う為に必要な速度が、生物の肉体が出せる速度よりも速いからだ。それは神経系の伝達速度の遅さ、そして脳の思考速度の遅さが原因だ。脳と神経が遅いから、身体を必要な速度で動かせないのだ。

　そこで早苗が行ったのは、霊力による脳の活性化、そして身体を覆う早苗の霊力に神経系の代行をさせるというものだった。活性化した脳が素早く命令を出し、遅い神経を使わずに霊力経由で瞬時に身体を動かす。これにより孝太郎とアルゥナイアは、これまでの何倍も速く動く事が可能となったのだった。

『この速度ならあのまがい物を捉えられる！　だが儂一人では荷が重い！』

「そこで私が必要という訳ですね」

『そういう事だ、頼むぞ青騎士！』

「今度こそ終わりにしましょう、アルゥナイア殿！」

　孝太郎はアルゥナイアの頭の上に立つと、両手でしっかりとシグナルティンを構えた。そうしているとアルゥナイアに新たな角が生えたかのようだった。

『では参る！』

　ゴォォッ

　アルゥナイアの翼が大きく羽ばたくと、その巨体は弾丸のように前へ出た。早苗のおかげで羽ばたきは速く、力強く、正確だ。その翼が生み出す運動性能はこれまでとは明らかに違う。それはジェット機並みの速度で曲芸飛行をやっているような状態なので、シグナルティンの守りがなければ孝太郎も晴海もとっくに意識を失って吹ふき飛とばされていた事だろう。

『ハッハッハッハァッ！　礼を言うぞサナエ、これなら十分に戦える！』

　ドドンッ、ドドンッ

　壱式改は高速で接近してくるアルゥナイアを、両肩の大型砲ほうで迎げい撃げきする。その狙いは正確で、弾速は恐ろしく速い。にもかかわらず、アルゥナイアを捉える事が出来ない。不規則に動き回るアルゥナイアは、軽々と砲弾をかわしていった。

『同じ速度になってみると分かるぞ！　お前の攻撃はいい加減だ！』

　チュイィィィィン、ドドドドドドドドドッ

　砲弾では捉えられないと知ると、壱式改はすぐに武器を機関砲に切り替えた。両腕に装備された機関砲は大量の弾たまを吐き出す。吐き出された弾の列は、まるで鞭むちのように大きくうねる。そして壱式改はその長大な鞭で、アルゥナイアを薙なぎ払はらおうとした。

『おやかたさま！』

「アルゥナイア殿、そのまま進んで下さい！」

『む？　分かった！』

　アルゥナイアの眼前に沢山の無人小型戦闘機が集まってくる。それらは整列して立体的な幾何学模様を作ると、個々にバリアーを展開。機き関かん砲ほうの弾を防いだ。もちろん一機では数発防げればいい方だ。だが立体的に整列している事が幸いして、全体としては多くの弾を防ぐ事が出来た。

『同じ機械人形でも動きが創造的だな！　気に入った！』

　そうしてルースが作り上げた弾の隙間を、翼を折り畳たたんだアルゥナイアがすり抜けていく。アルゥナイアの身体が大きいので、弾の隙間には殆ほとんど余裕がない。だが身体能力が大きく向上した今のアルゥナイアにとっては、そこを通り抜けるのはさほど難しい事ではなかった。

　キュイィィィ

　だが弾を擦すり抜ける際、アルゥナイアの動きが一時的に直線的になってしまった。壱式改はその隙を見逃さず、頭に装備されたレーザー砲をアルゥナイアへ向けた。

「本来先読みとはこのように行うものじゃ」

　ボムッ

　そんな壱式改の正面で大きな爆ばく発はつが起こる。それは視界を塞ぐ煙を作り、レーダーを妨害する金属粒りゆう子しを撒まき散らす、特とく殊しゆ弾だんによるものだった。この特殊弾はティアが発射したものだ。直接壱式改に攻こう撃げきを当てるのは難しくても、アルゥナイアに攻撃しようとしている時にその視界を塞ぐのは不可能ではない。これは戦闘の天才であるティアだからこその先読みだった。この爆発のおかげで壱式改はアルゥナイアを見失い、発射されたレーザーは外れた。仮に当たったとしても煙の中を通って減げん衰すいしたレーザーでは、アルゥナイアを傷付ける事は出来なかっただろう。

　そしてアルゥナイアは特殊弾が作り上げた煙を突き抜けて、壱式改に襲い掛かった。アルゥナイアは口を大きく開けて、壱式改を噛かみ砕こうとする。壱式改はその動きに反応して内蔵しているクリスタルに大量の魔力を供給、攻撃魔法を発動して大量のエネルギー弾を作り出した。その数は先さき程ほどの比ではない。その何倍もの数が作り出され、一いつ斉せいにアルゥナイアに向かっていった。

『青騎士、頼むっ!!』

「はいっ、行きますよ桜庭先輩っ！」

「輝きなさいシグナルティンッ、世界を目覚めさせるぐらいにっ!!」

　晴海が孝太郎の方に両手を向けると、彼女の額に刻まれた剣の紋もん章しようと長い髪かみ、そして孝太郎が手にしているシグナルティンが同時に輝き始めた。その輝きは急激に勢いを強め、次の瞬間にはシグナルティンの刀身が見えなくなるぐらいに輝き始めた。

　―――私が、わたくしが里見君を、コータロー様を守る！　みんなの青騎士をっ、フォルトーゼの希望をっ、絶対に勝たせてみせるっ!!　この命に代えても!!

　この時の晴海の力の使い方は危険なものだった。そうしなければならないほど、エネルギー弾の数が多かったのだ。だが晴海は迷わない。孝太郎を守るのが彼女の望み。多くの仲間達を勝たせるのが願い。その為になら、自分の命など投げ出す覚かく悟ごだった。

「うぅぅぅぅおぉぉぉぉぉぉあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　アルゥナイアの頭の上で、孝太郎がシグナルテインを振ふり下おろした。するといつになく激しい輝きを帯びたシグナルティンは、その切っ先から長大な光の刃やいばを発生させた。その長さは数百メートルに及および、まるで真昼のように周囲を照らした。そしてその輝きに触れたエネルギー弾は、まるでその存在自体が夢であったかのように、輝きの中へ溶けて消えていった。

『今更身を守っても遅いわぁぁぁぁぁっ!!』

　その直後、アルゥナイアは口から火炎を吐き出した。その超高温の火炎はシグナルティンに代わって辺りを明るく照らしながら、壱式改に襲い掛かる。壱式改はバリアーを張ってブースターを点火、アルゥナイアの火炎から逃れようとした。だがそれは今のアルゥナイアに追えない速度ではなかった。
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　ドンッ、ギャギャギャッ、ビキィィィッ

　壱式改は上昇しかけたところでまともに火炎を浴びた。バリアーはアルゥナイアの火炎に耐え切れず崩壊。機体にこそ損傷はなかったが、バリアーとブースターに多くのエネルギーを取られ、今の壱式改は完全に無防備だった。

『やれぇっ、シズカッ!!』

『だあぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　そんな壱式改に向かって、アルゥナイアは右みぎ腕うでを突き出だした。その動きは静香が繰くり返かえし練習して体得した、空手の突き。それがアルゥナイアの巨きよ大だいな身体を使って再現され、壱式改の胴体に叩き込まれた。一見シンプルな技だが、その分だけ威い力りよくは高い。全身の筋肉を連動させて繰り出されたその一いち撃げきは、魔法で強化されている筈はずの装そう甲こうをいとも簡単に貫き、その内部を打うち砕くだいた。

『………見事だシズカ。お前をパートナーに選んだのは正解だった』

『お褒ほめに預かり光栄だわ、おじさま』

『この戦い、儂わしらの勝ちだ!!』

　アルゥナイアは牙きばを剥むき出しにして満足げに笑うと、右手で掴んでいる物を思い切り握り潰す。それは壱式改の心臓にあたる部分に埋め込まれていた、大型のジェネレーターだった。







転機　十一月三十日（火）







　壱式改が破壊されたおかげで、シャルドリッサ基地での戦いは自然と収束していった。皇国軍の兵士達の心を動かしたのは戦況の悪さや、壱式改が破壊された事そのものの影えい響きようが大きい。だが彼かれらがそう考えるきっかけを作ったのは明らかにアルゥナイアだ。青い鎧の騎士と銀ぎん髪ぱつの少女をその背に乗せて空を駆かけ、圧倒的な力で壱式改を破壊したその姿はあまりに衝しよう撃げき的てきだった。そんなアルゥナイアを擁する新生フォルトーゼ正規軍に、今の自分達で勝てるのだろうか―――アルゥナイアの勝利をきっかけにして皇国軍の兵士達の多くがそのように考え、自分達の戦力や状況を改めて見詰め直した。その結果、彼らに撤退や降こう伏ふくといった行動を選せん択たくさせたのだった。

「何な故ぜだ!!　何故勝てんのだ!?　あの化け物は何だ!?　あの騎士は一体何者なのだっ!?」

　逆にこの結果を受け入れられないのがヴァンダリオンだった。私室で部下からシャルドリッサ基地での戦いの顛てん末まつを知らされた彼は、激高して蒸留酒の入ったグラスを思い切り床に叩き付けた。

　極秘で開発した最新兵器を投入し、しかも犠ぎ牲せいが増えるように策を弄ろうした。にもかかわらず、壱式改は撃破され、犠牲者の数も想定より少なかった。しかも本物の巨竜の出現によって、報道は青い鎧の騎士の話題でもちきり。大量の犠牲を出させてエルファリアのプロパガンダを崩そうとした結果、全く逆の事が起こってしまった。またしてもヴァンダリオンの目もく論ろ見みは完全に破は綻たんしてしまっていた。

「この戦いで一つはっきりした事がございます」

　激げき昂こうして荒れ狂うヴァンダリオンとは対照的に、グラナードはここでも冷静だった。彼には戦況を冷静に分析するだけの心の余よ裕ゆうが残されていた。

「なんだ!?」

「あの騎士はプロパガンダなどではなく、本当に強いのです。それをプロパガンダだと決めつけていた所に敗因があります。我々は負けるべくして負けたのです」

　常識に囚われ敵を過少に評価し、その戦果を情報戦の産物だと決め付けた。だが実際はそうではなく、ただ単に強いだけだった。その戦果がどれだけ信じられないものであろうとも、思い込みで過小評価したところに問題があった。どんな戦いも敵の戦力を過小評価しては勝てない。グラナードはそう結論していた。

「………そうかもしれんな。確かに俺おれは、伝説の青騎士並みの力を持つ騎士がいるという可能性を、考えないようにしていた気がする」

　グラナードの淡々とした言葉と正確な分析が、ヴァンダリオンに少しずつ冷静さを取とり戻もどさせていく。しかしそれでも胸の奥おくに湧わき上あがる怒いかりと憎しみは消えない。それは元々エルファリアに向けられていた筈のものだが、いつの間にか青い鎧の騎士に向けられるようになっていた。

「それは私もでございます。………常識にしがみつくのは、人間というものの限界かもしれませんな」

「だが今回で理解した。あの騎士は、はったりで青い鎧を着ている訳ではない。本当に強く、賢かしこいのだ。根本的な戦略の見直しが必要だ」

　これまでの戦略は全て、青い鎧の騎士がプロパガンダで作り上げられた虚構の英雄であるという前提に立って組まれている。その前提が覆された以上、これまでの戦略をそのまま使い続けても戦況は悪くなる一方だろう。きちんと現状に見合った戦略を組み直す必要があった。

「仰る通りです。ですが逆に、敵を絞る事が出来たという事でもありますな」

「敵はエルファリアではなく、ティアミリスでもなく、青騎士という事か」

「実際に青騎士が強いのであれば、これまでの戦果は発表通りに青騎士によってなされたという事。つまり彼さえ居なければ、新生フォルトーゼ正規軍はその勢いを失います。むしろプロパガンダであった場合は、全体的に強いという事になりますから、正規軍を倒たおすのは難しかったでしょう」

　結果的に見て、ヴァンダリオンの怒りや憎ぞう悪おといった感情が青い鎧の騎士に向いているのは正しいと言えるかもしれない。正規軍の強さの原因は青い鎧の騎士。つまりヴァンダリオンが戦ってきたのは最初から青い鎧の騎士だったのだから。

「ならば青騎士がいない地域を攻せめつつ、搦からめ手てで青騎士の排はい除じよを図るのが妥だ当とうか。わざわざ固い所を叩く必要はどこにもないのだからな」

「その方針で戦略を組み直します」

「任せる」

　戦略を破綻させる個人の存在。ヴァンダリオンはこれまでそういう個人の存在を有り得ないと考えて来た。だがそれが実在し、しかもヴァンダリオンの覇道に立ち塞がろうとしている。それは間ま違ちがいなくエルファリア以上に危険な敵だ。その敵―――青い鎧の騎士をいかに倒すか。そこが恐らく、ヴァンダリオンの覇道が成就するかどうかの鍵かぎになってくるだろう。

「伝説では真の国難に際して救国の英雄が現れたという………それに相当する者が俺の前にも現れたというのなら、俺がフォルトーゼを獲とれる男だという証明でもあろう！　何度も国を救えると思うなよ青騎士め!!　我わが力の前に砕け散るがいい!!」

　ヴァンダリオンはどんな手を使ってでも青い鎧の騎士を倒すつもりでいた。心の奥おく底そこから湧き上がってくる激しい怒りと憎しみが、ヴァンダリオンを衝つき動かしている。殺せ、引き裂け、踏ふみ躙にじれと叫さけんでいた。そうした負の感情の出所が何ど処こなのか、ヴァンダリオン自身にも分からない。この先の事も、見通す事が出来ない未来という闇やみの中にある。分かっている事は一つだけ。それはヴァンダリオンが青い鎧の騎士と同じ天を戴いただく事はないという事。どちらかの死体の上に、新たな世界が築かれるという事だった。










　エゥレクシスと真ま耶や、そしてダークネスレインボゥの幹部五人は、壱式改が撃げき破はされた事を飛行機の中で知った。彼らは壱式改が出しゆつ撃げきした直後に基地を脱出し、民間の輸送車に乗って近きん隣りんの町の空港へ向かった。そこで乗り込んだ飛行機の離陸待ちをしている時に、壱式改が撃破されたという情報が飛び込んで来た。第一報は現地に置いた情報員からの報告。続いて報道が大々的に扱あつかい始めた。戦いの詳しよう細さいはまだ分かっていないが、壱式改が孝こう太た郎ろうと本物の竜によって倒された事だけは間違いなかった。

「ハッ、ハハハハッ、勝った、勝ったぞっ！　やっぱりコータロー君が勝った!!」

「なんとまあ………正直、驚おどろいたわ」

「私は最初から勝つと言っていたぞ、真耶！」

「そうね、貴方あなたの勝ちだわエゥル。それにこの映像だけじゃ断言は出来ないけれど、それほど沢山の犠牲者が出たようには見えない。戦略的にもヴァンダリオンの狙いが外れた線が濃のう厚こうね」

「それでこそ、それでこそだよコータロー君！　私は君を信じていたぞ！」

　孝太郎達たちの勝利を知った時、エゥレクシスは狂喜した。それはまるで遠く離はなれた恋こい人びとから手紙が来たかのような喜びようで、エゥレクシスは情報端末に噛かじり付いて、シャルドリッサ基地に関する情報を集め続けていた。一いつ緒しよにいる真耶には見向きもしない。そこがなんとなく腹立たしい真耶だったが、残念ながら真耶自身もこの結果には興味があった。仕方なく真耶はエゥレクシスに顔を寄せるようにして一緒に情報端末を眺め始めた。

「当初はヴァンダリオンの狙ねらい通りになっていたようだね。コータロー君達はバラバラに戦っている」

「随分危ないところまで追いつめられているのね。でも………転機はここね。降下してきた戦せん闘とう機き隊たいが向こうに寝ね返がえった」

「そこから指揮官達が狙い撃うちされて部隊が機能不全に。それで余裕が出来たコータロー君達は壱式改へ………そしてこれだ」

　情報端末には壱式改に突っ込んでいく孝太郎達の姿が映し出されていた。青い鎧を身に着けた孝太郎と、銀色に輝く髪をなびかせた晴はる海みを乗せた、全長二十メートルを超こえる赤い竜。それが味方の支し援えんを受けながら壱式改に向かっていく。孝太郎と晴海が純白に輝く光の剣で壱式改の魔ま法ほう攻こう撃げきを薙ぎ払はらい、竜が火炎の息を吐いてバリアーを粉砕。最後はまるで格闘技の演武のように美しい右の拳による一撃で胸部装甲を破は壊かい、その奥にあるジェネレーターを握り潰した。

「まずいねえ、これは………アッハッハッハッハッ」

　戦いの全容を大まかにだが把は握あくしたエゥレクシスは、苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。これまでの喜びようとは大きな落差があったから、真耶は身を乗り出すようにして真横にあるエゥレクシスの顔を覗のぞき込んだ。

「何がまずいのよ。貴方の予想通りだったんでしょう？」

「それはそうなんだが………コータロー君はやり過ぎたんだよ」

「やり過ぎ？」

「ああ。これでは私達だけでなく、国民達の多くが確信してしまうだろう。伝説が再び動き始めた、とね」

　既すでにフォルトーゼの星系全体を繋ぐ情報ネットワークでは話題が沸騰していた。今回の戦いとその顛末を見て、国民達の多くが思った。孝太郎は青あお騎き士しの血を引く者であるか、最低でもその役目を継ぐ者であると。巨大な竜、銀髪の少女、そして青い鎧よろいに身を固め光り輝く銀の剣を掲げた騎士。この戦いには国民に伝説との関係を想像させるのに十分な要素が詰め込まれている。国民のこの反応は当然だろう。

「そういう事ね………確かに、坊ぼうやはあまりに素す直なおに自分の存在を示してしまった。でもこれはエゥル、貴方のせいなのよ？」

「分かってる。そこが痛いところさ。結局のところ、私がやり過ぎたんだよ。コータロー君の正体を知ろうと躍起になったせいでね」

　この戦いの目的はエゥレクシスが孝太郎の正体を知る事で、それ以上は望んでいなかった。しかしエゥレクシスによるヴァンダリオンへの協力が過か剰じようだった為に、孝太郎は追い詰められて奥の手てを出さざるを得なくなってしまった。これにより当初の思おも惑わくを超えて、世論が大きく動いてしまった。これはエゥレクシスにとって喜んでばかりはいられない結末だった。

「しかしね、やってみてよかったと思う点もあるんだ」

「私に負け惜しみを言う必要はないわよ？」

「そうじゃない。君が言う通りだと思うから、やってよかったと思うんだ」

「何の話？」

「戦いのターニングポイントは、間違いなく寝返った戦闘機隊だよ。これは明らかにコータロー君の力じゃない。ティアミリス皇女殿でん下かの力だ。それを確かく認にん出来たのは大きい」

　ティアが『アライア』へ降下する時に兵士を救ったという話は、エゥレクシスも知っている。そしてエゥレクシスはそれが寝返ったきっかけだと考えていた。つまりティアが兵士達の気持ちを動かした。ティアには他者の心を動かす、王者の力が備わっている。それは見ただけでは分からない強い力。それを確認出来た事には大きな意味があった。

「皇族の力………」

「分かり難にくいけれど、マスティル家にも戦況をひっくり返す大きな力がある。なのに蘇りつつある伝説にばかり注目していると、手痛いしっぺ返しを食らうと思うよ」

「ヴァンダリオン達はどうかしらね？　果たしてそこに気付いているのかしら？」

「どうだろうね、そこまでは想像がつかない。だから最低限、そのしっぺ返しに巻き込まれないようにする努力は必要だろうさ」

「………やるの？」

「ああ。このままヴァンダリオンに付いているだけじゃ、多くの可能性に対応する事が出来ない。いよいよ私達が独自に動く時が来たようだ」

　孝太郎の出自に関しては謎なぞのままだったが、青騎士の力を持っている事だけは間違いなかった。マスティル家の力も侮れない。だからこのままヴァンダリオン側に付いて戦い続けても、当初想定した展開にはならないだろう。既にその展開から大きく離れつつあるのだから。だからエゥレクシス達は独自の道を行く決意をした。世界をより良く変革し、フォルサリアの人々を帰還させる為に。だがその決意がどんな結末をもたらすのかは、この時点では誰だれにも予想できなかった。







　会見を終えて戻ってきたティアは見るからに疲れ果てていた。彼かの女じよは孝太郎達が使っている居住スペースに入るなり真っすぐにソファーへと向かい、そこへぱったりと倒れ込んだ。

「嫌いやじゃ～、もう会見は嫌なのじゃ～」

「大分やられたみたいだな」

「他ひ人と事ごとみたいに言いおって！　そなたのせいじゃろ、そなたの！」

「知らん知らん」

「この薄情者！　裏切者！　不敬者！　甲か斐い性しようなし！」

　ティアが消しよう耗もうしきっていたのは、記者会見でとても苦労させられたせいだった。シャルドリッサ基地での戦せん闘とうが報道されると、やはり国民の興味は孝太郎に集中。国を挙げてのお祭り騒さわぎに発展しつつあった。すると当然記者達の質問はティアに集中。しかしティアには言える事は少ないから、記者達を納なつ得とくさせられない。だからティアは会見の初めから終わりまで、激しい追及に晒さらされ続ける事になったのだった。

「疲れ果てた主君に優やさしい言葉をかけて、撫なで撫でしたりは出来んのかっ!?」

「はいはい、分かりましたよ。やればいいんだろ、やれば」

「やっつけ仕事は許さんぞ。全力で忠誠心と愛情を込めよ」

「分かってるって、注文が多いなあ………もぅ………」

　このようにティアはかなり不ふ機き嫌げんだったのだが、同じフォルトーゼ出身でも全く違ちがう反応を見せている者がいた。それはティアの母親であるエルファリアと、幼馴染みのルースの二人だった。

「ああ、お茶が美お味いしい。腕を上げましたね、ルース」

「ありがとうございます。陛下から頂いた茶葉を無む駄だにしなくて済みました」

「おほほほほほほほっ♪」

「あはははははははっ♪」

「そうそう、基地の司令官がお菓か子しの差し入れを沢山くれたので、後でパルドムシーハに届けてあげなさい」

「お心遣いに感謝致いたします陛下。父と母が喜びます」

「いいのですよルース。おほほほほほほほっ♪」

「あはははははははっ♪」

　エルファリアとルースは、ティアが可か哀わい想そうに思えるほど上機嫌だった。二人で他愛ない会話をしながら、時折思い出したように笑うという事を繰り返している。二人がやたらと楽しそうにしているのは伝わってくるのだが、事情が分からない周囲の者達は首を傾かしげるばかりだった。

「………クランさん、クランさん、あのお二人はどうしてあんな風に楽しそうになさっているんですか？」

　やはり不思議に思っていた晴海は、ソファーで寝ているティアの為ためにお茶とお菓子をお盆ぼんに取り分けてやりながら、隣に座すわっているクランに小声で事情を尋たずねた。するとクランはお茶を飲む手を休め、軽く肩を竦めた。

「………あの二人は国民にベルトリオンの正体がバレつつあるのが嬉うれしいのですわ」

「………あらまあ」

「………まだ正式には公表できないけれど、国民はベルトリオンと青騎士を同一視し始めている。あの二人にとって、状じよう況きようは理想的な筈ですわ」

　国民が孝太郎を青騎士と同一視し始めれば、エルファリアとルースにとって都合の良い事が起こる。エルファリアにとって都合が良いのは、世論の高まりによって孝太郎がマスティル家との関係を切れなくなるという点だ。そしてルースにとって都合が良いのは、サトミ騎き士し団だんが実質的に青騎士の騎士団だと認められつつあるという点だった。

「おほほほほほほほっ♪」

「あはははははははっ♪」







[image: ]







　マスティル家として公式に認めていないにもかかわらず、この結果だけが得られている訳なので、エルファリアとルースは笑いが止まらなかった。

「なるほど………ボンヤリとですけど、気持ちは分からなくはないです」

「ついていけませんわ、わたくしには」

「クランさんは大切なものは独占しておきたいタイプですもんね？」

「ハルミッ！」

「うふふ、ごめんなさい」

　事情を把握した晴海は、自身も楽しげな様子で微笑ほほえみながら、お盆に載せたお茶とお菓子を運んでいく。晴海にはエルファリア達の気持ちも、クランの気持ちも、両方がよく分かる。その違いが生み出すリアクションの違いが、微笑ましく思える晴海だった。

　だが―――

「………えっ………」

　不意に晴海の身体から力が抜けた。すぐにバランスを保っていられなくなる。踏ん張ろうにも足に力が入らない。何かに掴まろうにも腕の感覚がなかった。

　ガシャーンッ

　抱かかえていたお盆は床に叩たたき付けられた。だが晴海はそれを見る事が出来ない。視界が急激に暗くなり、すぐに何も見えなくなった。音はまだ聞こえていたものの、やはりどんどん小さくなっていった。

　ドサッ

　晴海は床に倒れた。だが彼女はその衝撃さえ、殆ど感じていなかった。

「ハルミ!?　どうしましたのハルミッ!?」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいっ!?」

「ルース、医療セットを持ってくるのじゃ!!　急げ!!」

　耳にはまだクランや孝太郎、ティアの声が届いている。だが今の晴海には、その声がどんな話をしているのかが分からなかった。声はそのままどんどん明瞭さを失っていく。そして声が誰のものか区別できなくなったその時、晴海の意識は深い闇の底へと引き込まれていった。
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あとがき







　いつもありがとうございます、著者の健たけ速はやです。今回も前回と同じく三ヶ月という、普段より早いペースでの刊行となりました。これはのんびりした話を出しつつも、なるべくフォルトーゼ編の続きを早く出せるようにという措置でしたので、次からは四ヶ月おきの元のペースに戻ります。その代わり、ここからはフォルトーゼ編を切れ目なくお届けしていく予定となっています。




　さて、そのフォルトーゼ編ですが、いよいよ佳境を迎えつつある事は皆様も感じておられると思います。この二十四巻では、遂に「あれ」が登場。「あれ」の登場に関しては、予想されていた方も多かったのではないでしょうか。しかしその登場の仕方についてはどうだったでしょうか？　楽しんで頂けていれば幸いです。

　もう一つの注目点は、孝太郎の立ち位置が怪しくなってきた事でしょうか。やはり技術の進んだフォルトーゼでは孝太郎の存在は隠し切れず、多くのメディアがその戦いぶりを追うようになって来ています。しかし『国民がイメージしている孝太郎の正体』と『実際の孝太郎の正体』にはやや違いがあるのが悩ましいところ。真実を公表すれば混乱は必至で、エルファリアの足枷になりかねません。ここはシラを切る一手なのですが、おかげである人物が窮地に立たされます（笑）

　そうそう窮地といえば、この巻の最後で晴海も窮地に立たされます。彼女の場合は元々明らかな問題を抱えていますので、現在のような状況に陥れば、それはそうだろうなあというのが読者の皆さんの素直な感想だと思います。もちろんこの問題の影響は小さくありません。晴海の危機は、別の危機に繋がっているのです。そんな訳で、次の二十五巻ではこの問題をきっかけに話が大きく動いていきます。全員が行動の方向を変えていく巻になるのではないかと思っています。

　その晴海ですが、彼女と真希が主役を務める短編が、ＷＥＢサイトの『読める！　ＨＪ文庫』に掲載されています。タイミング的には全四話の、四話目がちょうど今頃掲載されている筈です。晴海と真希が繰り広げるのんびりとしたゲーム対決とその顛末が描かれる物語なので、本編の状況とは正反対の姿が見られると思います。こちらも併せてよろしくお願い致します。




　実は今回のあとがきはページ数の制限が緩くなっています。そこで本編に出てきてはいるがあまり詳しくは描いていない設定の解説などをしてみようかと思います。今回はフォルトーゼの軍隊の部隊編成についてです。




　フォルトーゼ皇国軍部隊の最小構成単位は分隊です。分隊長と副分隊長が一名ずつに、部下の兵士が八名、合計で十名という構成になります。今回の話で言うと、基地を攻撃する時に真希が率いていた工作部隊の規模がこれに当たります。人数が少ないので、スピードの速さと隠密性が売りとなる編成です。

　そしてこの分隊が四つ集まったものが小隊です。ですので人数は自動的に四十名になります。同じように例を挙げるなら、孝太郎が率いていた隊がこの規模です。小隊は分隊よりも人数が増えたおかげでスピードと隠密性は落ちています。しかしそのおかげで大型の火器を装備する事が出来ます。様々な面でのバランスが取れているのが小隊編成の特徴と言えるでしょう。

　次の中隊は、小隊が四つ集まったものです。人数が百六十名になりますので、移動中に敵から隠れるのはほぼ不可能となります。それは逆に隠れる努力が要らないという事でもありますから、中隊では車両や兵器の数を増やす事が出来ます。隠密性は全くありませんが、人数当たりの攻撃力と機動性は高くなっているのが中隊編成の特徴です。

　その上の大隊は、予想は付くでしょうが（笑）、中隊が四つ集まったものです。人数は六百四十名。ここまでの人数になってしまうと、大隊長は隊員を一人ずつ個別に把握する事が出来ていません。中隊ごと、小隊ごとに機能を割り振って、大まかに指示を与えていく事になります。結果的に柔軟性が失われますが、同じ機能を持った隊を集める事で極端な戦闘力を発揮し始めるのが大隊編成です。戦車大隊などがその典型例でしょう。本編中ではティアが率いていたのが大隊で、彼女の大隊には飛行能力がある、もしくは対空攻撃を得意とする中隊や小隊が集められていました。

　そして大隊の上が連隊。一個連隊は四個大隊、人数は二千五百六十人です。物語の後半で正門を抜けて基地に侵入したのがちょうど一個連隊です。またフォルトーゼの標準的な軍事基地には連隊規模の兵力が居るのが普通です。シャルドリッサ基地の兵力は連隊よりも少し多いので、開発中の惑星なのに比較的守りが固い事が分かります。

　連隊の一つ上は師団で、一個師団は四個連隊が標準です。単純に計算すると兵力は一万二百四十人となります。大まかに言うと連隊は既に戦闘単位というよりも、管理地域を表していると考えた方が適切でしょう。要するに特定の地域にある四つの基地を一グループとして扱う、という事です。そして地域に大きな危機が訪れた時には、そのグループで対応していく訳です。具体的には皇国軍による宇宙港への攻撃がそれにあたります。宇宙港を奪うべく一つの基地からガルバウダ卿が二個大隊を率いて出撃、そのままでは兵を出した基地は兵力が半減して暴動のリスクが高まります。そこで周辺の基地が兵力を融通し合ってカバー、というような事になる訳です。

　一応、師団が四つ集まると方面軍という単位になります。複数の地域をひとまとめにした地方のレベルなので、もはや兵力を数える意味はあまりないのですが、あえて計算するなら四万九百六十人が標準です。規模から想像し易いと思いますが、方面軍規模で活動する事は極めて稀です。それが必要となるのは、国家レベルの危機への対応でしょう。物語的には、この先で必要になってくるのかもしれませんね。




　以上がフォルトーゼの部隊編成の基本的な考え方です。もちろん状況によってはこの枠を超える事などよくありますので、こだわり過ぎは禁物です。特に部隊の兵力として挙げた人数はあくまで歩兵の場合の数字であり、兵科が違えば数字も変わってきます。例えば作中に登場した戦闘機小隊は四機編成で、パイロットは四名。歩兵だと一個小隊は四十名ですから、単純な比較では人数は一割しかいない計算です。しかし四機の戦闘機を運用するにはパイロット以外にも三十六名のスタッフが必要だと考えれば、あながち間違いではないかもしれません。そういう大まかな目安として御理解下さい。




　おや、もうちょっと何か書けそうです。どうしようかな。そうそう、前にもちょろっとあとがきで書いたと思いますが、実は新しい作品の企画を作っています。このままだと普通にＨＪ文庫から小説で出るんじゃないかと思います。時期的には来年の前半か、遅くとも夏頃を目指しています。しかしもちろんこの仕事はチームプレーですので、この予定がそのまま通るとは限りません（笑）なんかやってるという事だけ、頭の片隅に留めておいていただけると幸いです。

　作品の方向性は流行を追い過ぎず、少しひねった方向での冒険モノになっています。でも私から説明を聞いた編集部も知り合いも、言葉通りには受け取ってくれません。六畳間も出だしはあんな感じで始めたので、また見た目通りの作品じゃないんじゃないかと疑っているようでした。言われてみれば、確かにそういう面もあるかもしれません。この作品ではあくまで普通の子が旅立つので、どうしても最初とは若干雰囲気が変わってくる事はあると思います。

　企画はほぼ完成の段階に来ています。重要なのは買って下さる方達をがっかりさせない事だと思いますので、今はそれをもう一段階改善できないかを図っているところです。何とか形にして皆様にお届けしようと思っておりますので、その時が来て内容に興味が湧きましたら、そちらもお付き合い頂ければと思います。

　ちなみに六畳間の方には影響がでないようにスケジュールを組んでいますので、その点は御安心下さい。せっかくここまでやってきた六畳間をないがしろにするつもりはありません。




　いい感じにページがなくなってきましたので、この辺りで終わりにしようと思います。それでは最後の御挨拶を。この本を出版するにあたって御尽力頂いた編集部の皆様、いつもきちんとペースを守ってイラストを描いて下さるポコさん、そしてこの二十四巻までついて来て下さっている読者の皆様に心より御礼を申し上げます。




　それでは二十五巻のあとがきでまたお会い致しましょう。





二〇一六年　十月

健速
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